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プロローグ　家から追放された日









『出来損ないは、レイベッカ伯爵家に必要ない』

　思い起こされる父から告げられたその一言。

　およそ情というものを感じさせない底冷えした声音で突き付けられた勘当の言葉を、頭の中で思い返す。

　そして、私は名な残ごりを惜しむように十年以上暮らした屋敷へと、肩越しに一瞬だけ振り返り──パシン、と己の頰ほおを思い切り両の手で叩たたいた。

　……じんじんして頰が痛かったけど、その痛みが私の心の中に影を差していた感情を、丸ごと吹き飛ばしてくれる。

「くよくよしてたって、仕方がないよね」

　悲しくはあるし、辛くもある。

　でも、喚わめいてどうなるわけでもないのだから、こうなった以上、前を向いて生きるしかない。

　そう結論付けて、私は屋敷に背を向けて歩き出した。




　愛人の子として生を受けた私──サーシャ・レイベッカは、その出自のせいで周囲から疎まれて育った。

　特に、現当主であり、私の父であるマルクス・レイベッカの正妻の奥様や、お姉様からは際限なく嫌がらせを受けていた。

　けれど、私が錬金術師の一族であるレイベッカの人間として相応ふさわしいだけの能力を備えたならば、きっと、奥様やお姉様も認めてくれる筈はず。

　そう思って、錬金術の勉学に励んでいたが、私への風当たりが変わる事は終ついぞなかった。

　それどころか、錬金術の技術を高めようとも、その全すべての成果をお姉様に横取りされ、挙句、父にそれを訴えても、一切取り合ってはくれなかった。

　ただ、恥知らず、と侮ぶ蔑べつの視線を向けられるだけ。

　そして結局、こうして家から追い出される事になった。

　私の生母は数年前に流行病で他界しており、血の繫つながりがある人間は、あの父だけ。

　他に私が頼れるような人間がいるわけもなく、これからどうしたものか。

　そんな事を考えながらあてもなく歩き──十数分ほどしてたどり着いた先は、私にとって馴な染じみのある場所であった。

「王立図書館」

　……ああ、無意識のうちにここに足が向いちゃってたか。




　レイベッカ伯爵家は、王家に仕える錬金術師の一族であり、それ故に領地を持たない御家。

　その為ため、レイベッカ伯爵家は王都に屋敷を構えており、王国内で一番の書庫である王立図書館のすぐ近くに位置していた。

　家に居場所がない私は、レイベッカ伯爵家の人間として、錬金術を学ぶ為に、なんて言い訳染みた理由をつけて、毎日のように王立図書館に籠こもって閉館の時間ギリギリまで錬金術の文献を読み漁あさっていた。

　だから、なのだろう。

　気付けば、王立図書館にたどり着いていた。

「──よう」

　そんな折。

　声が掛かる。

　軽い挨あい拶さつのような掛け声だ。

「今日も錬金術の勉強か？」

　それは、こうして入り浸っていた王立図書館で知り合った、ナガレと名乗る少年によるものであった。

　彼も錬金術師を目指している人間らしく、錬金術の資料を漁って勉強に励むうち、二年ほど前からよく顔を合わせるようになり、共に学ぶ仲にあった。

「……あー、えっと、その、まぁ、うん。そんなところ」

　普段と何も変わらないナガレからの問い掛けに、予あらかじめ身構えていなかった私は歯切れの悪い返事をしてしまう。

「？」

　そのせいで、ナガレが疑問符を浮かべていたけれど、それも当然だ。

「でも、ちょっとした訳があってさ。私が錬金術を学ぶ事はもうないかも」

　これからの予定が既に決まっている訳ではない。ただ、少なくともレイベッカの屋敷と近いこの王立図書館に私が出向く機会は限りなくゼロになるだろう。

　だから、私の唯一とも言える友達であるナガレに、軽くだけど打ち明けた。

「…………。立派な錬金術師に、なるんじゃなかったのか」

「そう、だったんだけどね」

　顔を突き合わせる機会が多かった事もあり、彼とだけは、世間話も交わした事がある。

　その際に、錬金術を学んでいる理由だとか、色々と雑談程度に彼には話していた。

　だからだろう。

　あからさまに驚かれた。

　でも、私の表情からそれなりの事情があってその結論を出したのだと察してくれたのか。

　ナガレの声は、比較的控え目であった。

「色々あって、その理由がなくなっちゃったから。まぁ、仕方がないかなって」

　なくなってしまった以上、もう錬金術を学ぶ理由もない。

　仮に錬金術でこの先、ご飯を食べていこうと思っても、私の実績と呼べたであろうものは全て姉に横取りされてしまっていた。

　実績も何もない小娘を、錬金術師として雇ってくれるところは……まぁ、ないだろう。

「サーシャの家は……錬金術師の一族、だったか」

「うん。そうだね。ただ、もう『元』がつくかなあ。私、ついさっき追い出されちゃったから」

　私がナガレに、何気なくその事情を白状した理由は、誰だれでも良いからこの話を聞いて貰もらいたいという欲求故だったかもしれない。

　今更何を言っても変わるわけもないのに、それでも、誰かに聞いて欲しかったんだと思う。

「追い出されたって……サーシャが？　自分の家を？」

　信じられない。

　そう言わんばかりに瞠どう目もくするナガレに対して、どうにか苦笑いを作る事で肯定する。

「まぁ元々、私ってそんな好かれてなかったからさ。寧むしろ、嫌われまくってたというか。それでも、錬金術を頑張れば見直してくれるんじゃないかなって、思ってたんだよね」

　それが、私が錬金術を学んでいた理由。

　でも、その頑張りが正当に評価される事は終ぞなかった。まともに見てすら貰えなかった。挙句、私が精魂込めて作った完成品は、全て姉に横取りされ、私はずっと出来損ない扱いだった。

「って言っても、結果はこの通りなんだけどね」

　ある程度割り切っているとはいえ、あまり気持ちのいい話ではなくて。

　その内心をひた隠すようにしゃらりと笑う。

「……あぁ、ごめんね。こんな変な事をナガレに愚痴っちゃって」

　もう、王立図書館で会う事はないかもしれない。その事実を伝えるだけで良かった筈はずなのに、気付けば私はナガレに愚痴を溢してしまっていた。

「いや、気にしなくて良い。これまでサーシャには錬金術を学ぶ上で何度も世話になってた。どう恩を返したものかって悩んでもいたからな。これで少しでもサーシャの気が晴れるのなら、何時間だって付き合ってやるさ」

「…………ありがと」

　実家の方で、心ない言葉を向けられてきた直後だったからか。

　ナガレのその言葉を、もの凄すごく温かく感じずにはいられなくて。

　少しだけ、沈みきっていた自分の心が救われたような、そんな気がした。

「あーあ。家を出る事になっちゃったし、これからどうしたものかなあ！　才能があるか分かんないけど、この機会に新しい挑戦をしてみるのもありだよねえ……って、図書館にいるって事は、ナガレはこれから錬金術の勉強だよね。ごめんね、邪魔しちゃって」

　もう既に邪魔をしちゃった後だったけど、これ以上は流石にダメだよねって思って、私がその場から退散しようとした瞬間、

「……なぁサーシャ。少し時間、あるか？」

「時間？　時間ならまぁ、今は有り余るくらいあるけど……」

　何故か、ナガレから呼び止められた。

　家を追い出されたからには、これからの事を考えなくちゃいけない。

　ただ、やることと言えばそれだけで、時間は有り余っていた。

　故にナガレのその言葉に、何か用でもあるのだろうかと。

　若干の疑問を抱きつつも、私は応じる事にする。

「ちょっとで良いんだ。今から少しだけ、付き合ってくれないか」




　そう言われてやって来たのは、図書館から少し離れた場所にある古びた小さな工房。

　王立図書館では、多くの書物を自由に読める他、施設の貸し出し等も行っており、この小さな工房もその一つである。

　つい先程まで、ナガレがここを使っていたのか。

　そこかしこに薬草と思しき残ざん骸がいや、液体の入れ物、開きっぱなしの本が置かれ、転がっていた。

　ただ、いつもはもっと散らかっていた気がするのに、今日は何というか。

　何な故ぜだか、散らかり具合が大人しかった。

「よく一緒にやったよな。ポーション作り」

　錬金術には様々な用途があるが、代表的なものといえば、ポーションの生成だろう。

　家に認められる為ためという理由があったとはいえ、ナガレと一緒にするポーション作りは確かに楽しかった。

　時折新しい事に挑戦して、入れ物ごと破裂したり。本当に、色々あったから。

「どうして俺が、錬金術を学んでいたのか。その理由、覚えてるか？」

　覚えてる。

　その為に、ナガレは錬金術を学んでいるのだとよく言っていたから。

「世界で一番のポーションを作る為、だったっけ」

「ああ、そうだ」

　どうしてそんな考えを抱くに至ったのか。

　それは聞かされていなかったけど、錬金術を学んでいる理由は世界で一番のポーションを作る為と、耳にタコが出来るほどナガレは口にしていた。

「ただ、サーシャみたいな理由じゃないんだが、その必要がなくなったんだ。だから、俺もあの図書館に通う理由はもうなかったんだ」

「え。じゃ、じゃあなんで、ナガレは図書館に」

「サーシャに用があったんだ。きっと、図書館に来るだろうって思ってたから、待ってた」

　──いたの？

　そう言い終わる前に、言葉が被かぶせられる。

「礼を言いたかったんだ。俺に付き合って一緒に作ってくれた、あのポーションのお礼を」

　常に錬金術の本を読み漁あさってはポーション作りを繰り返すナガレに、私も何度も付き合った。

　直近でいえば、一週間前くらいに出来上がったポーションだろうか。

　……あれは、何回か調合を間違えて爆発しかけたり。一緒に作ったポーションの中でも、かなり苦労したよなあ。

　なんて感想を抱き、懐古する私をよそに、

「実は俺、サーシャに噓うそをついてたんだ」

「……噓？」

　ナガレがそんな事を言うものだからつい、素っ頓きょうな声を上げてしまう。

「次に作るポーションの材料費にする為に、出来たポーションは売ってるって言ってただろ？」

「それは、うん。そう聞いてたけど」

　ナガレが作るポーションの量はかなり多い。

　だから、材料費も馬鹿にならないし、何より一緒に作ったといってもその全すべての材料はナガレが用意したものだ。

　だから、出来たものは売って次のポーションを作る際の材料費に。

　そう言っていたナガレに全部渡してたんだけれど、どうやらそれは違うらしく。

「実は、作ったポーションは全部売ってないんだ」

　ポーションの完成品を売らずに、よくあれだけの材料をいつも揃えられたね。

　なんて感想を抱きはするけど、別に噓といってもその程度の噓なら別にあえて言わなくても良かったのに。

　そう言おうとした私だったけど、

「元々俺が、錬金術を学び始めた理由は、母の病気を治す為だったんだ」

　続けられたナガレのその言葉に、閉口する。

　程なく、彼の口から告げられた言葉が、世界一のポーションを作ると言っていたナガレの言葉に結びついた。

「ま、ここまで言えば分かるよな。俺は、母の病気を治す為にポーションを作ろうとしてたんだ。本当は、腕のいい錬金術師を見つける予定だったんだが、ちっとも見つからなくてな。だから、自分で作ってしまおうって考えたんだ」

　それはまた、考えがぶっ飛んでるというか。何というか。

　でも、私にはその考えがナガレらしくあるようにも思えた。

　だから呆あきれるより先に、笑みが浮かんだ。

「……あれ？　じゃあ、図書館に通う必要がなくなったって」

　恐らくは、お母さんの病気を治す必要がなくなった、という事なのだろう。

　しかし、結果がどう転んだのか。

　聞いて良いものか分からず、途中で言葉に詰まってしまう。

　けれど。

「一週間くらい前に作った俺達の最高傑作。うちの国の錬金術師に見せたら、これ程のポーションは見た事がないって大はしゃぎしてた。で、それのお陰で今は快方に向かってるらしい」

「そう、なんだ。そうなんだ！　良かったじゃん、ナガレ!!」

「サーシャがいなかったら、あれが出来上がる事はなかった。だから、礼を言いたくて」

「ううん。あれは、ナガレの努力の成果だよ。だから、私の事は気にしなくても良かったのに」

　ナガレの頑張りは私がよく知ってる。

　私の方は、ちょっと残念な結果になってしまったけど、ナガレの努力はちゃんと報われてくれたらしい。

　私も関わっていた事だからか、自分の事のように嬉うれしくなって、つい、ナガレの両手を摑つかんでぶんぶん上下に振ってしまった。

　念願が叶かなったのだ。

　ナガレもきっと、嬉しくて仕方がない事だろう。

　そう思っていたのに、何故か私に向けられるナガレの表情は、何処か曇っているようにも思えてしまって。

「……？　ナガレ、どうかした？」

　尋ねてしまう。

「なぁ、サーシャ」

「？」

「ここからが本題なんだが、これから行くあてがないのなら、俺の国に来ないか」

　一瞬、ナガレが何を言っているのか分からなかった。

　でも、ゆっくりと理解してゆく。

　そして、私はそれが先の恩から来るものだと判断して、首を横に振った。

「ううん。気持ちは有難いけど、それはやめとく。これは私の問題だから、ナガレに迷惑は掛けられないよ」

「──それは違う」

　ナガレのその一言は、先程までとは全く異なって、強い口調だった。

「ナガ、レ？」

　だから、私は驚いてしまった。

「確かに、恩はあるし、返せるものならそれを返したいとも思ってる。でも、この誘いはそれだけじゃないんだ」

　どこまでも真剣な眼まな差ざしが向けられる。

　その瞳ひとみが、彼の言葉が取り繕いではなく、本気で言っているのだと教えてくれる。

　だけど、そう言われる理由に私自身、心当たりがなくて、困惑してしまう。

「俺は、錬金術師のサーシャを誘ってるんだ。それに、サーシャが家を追い出されていようがいまいが、元々ダメ元で誘うつもりでいた」

　ナガレの発言に、どう返事をしていいものか、言葉を探しあぐねる。

　ただ、ナガレはそんな私を待つ気がないのか。捲まくし立たてるように、言葉を続ける。

「今更の自己紹介にはなるが、改めて名乗らせてくれ。俺の名前は、ナガレ・アストレア」

　あすとれあ。

　その家名は、私でさえよく知っているものだった。どうしてあれだけの錬金術の材料を当たり前のように用意出来ていたのか。

　そんな疑問は一瞬にして霧散した。

　当然だ。

　だって、アストレアといえば──。

「ここの隣国にあたるアストレア王国の、第二王子をしてる。その上で、改めてサーシャ。貴女の錬金術の才を見込んで、頼みがある。うちの国で、錬金術師として働く気はないだろうか」

　王家の、人間。

　一緒にポーションを作るようになってからあまり気にはしなくなっていたけれど、そういえば、彼の所作には常に、不思議と高貴さが滲にじんでいた。

　……現実感のない申し出に、私の頭の中は真っ白になる。

　そして、どう答えたものかと黙考する。

　今回の件は、ナガレと力を合わせたからこそであって、私だけの力ではないと言って断るか。

　はたまた、レイベッカの家で散々言われ続けていた身分の事を持ち出してしまうか。

　そんなこんなで悩んでいるうち、

「勿もち論ろん、無理にとは言わない。恩人に、無理強いをする気はないからな。……ただ、サーシャの実家がサーシャを認めてなかろうが、少なくとも俺は、その実力が優れたものであると知ってるし、認めてる。何より、その腕に、俺は母を助けられた」

　……初めて、認められた気がした。

　自分の努力というものを、己以外に初めて、認められた気がした。

　望んでいた結果にはならなかったけれど、それでもナガレが言ってくれるその言葉が、私にはどうしようもなく嬉しく感じられてしまって。

「錬金術が嫌いになったわけじゃないのなら……その腕を、アストレアで活いかしてみる気はないか？」

　そして、手が差し伸べられる。

　応じてくれるならば、この手をとってくれ。

　という事なのだろう。

「……私は、錬金術師の一族レイベッカ伯爵家から追い出された人間だよ。血筋だって正統なものではない」

　そもそも、彼の評価が正当なものであるとは私自身、思っていない。

　でも、この国で随一とも呼べるであろう錬金術師の一族、レイベッカ伯爵家から追い出された人間を、錬金術師として迎えてもいいのか。

　そう問うと、ナガレは私がレイベッカの人間である事に驚いたのか。

　一瞬、目を大きく見開いてはいたけれど。

「それは、レイベッカ伯爵家の人間に見る目がなかったんだろう。血筋だって、それがなんだというだけの話」

　さも、当たり前のようにナガレは言う。

「……そっ、か」

　贔ひ屓いき目は入ってるだろうけど、私のこれまでの努力を肯定してくれるその一言に顔を綻ほころばせてしまう。そして不意に、私の中で昔の記憶が思い返された。

　それは、まだ生母が生きていた頃ころの記憶。

　レイベッカ伯爵家の中で居場所がなかった私が、どうにか認められたくて、レイベッカの人間らしく、錬金術を学ぶと母に言った時の会話。

　……母は当初より、私が錬金術を学ぶ事に賛成はしていなかった。

　寧ろ反対していた。

　きっと、私が望んでいた結果を得られないであろう事を、母は予想出来ていたのだと思う。

　でも、それでも私が錬金術を学ぼうとする事を諦あきらめなかったからか。

　最終的に、母は認めてくれた。

　──サーシャが積み重ねるその努力はきっと、いつか何処かで必ず、報われる筈はずよ。それだけは、忘れないで。

　この事だけは覚えておいてと、言い聞かせられた。

　今思えば、こうなる事をまるで予見していたかのような言葉である。

　そして気付けば、私は差し伸べられたナガレの手を取っていた。

　こんな私でも、必要としてくれる人がいるのなら──。

「こんな私で、良ければだけど」

　新天地で、ほんの少しでも、父や姉達を見返す事が出来ればいいな。

　そんな事を思いながらはにかむと、ナガレは何もかも吹き飛ばさんばかりに、歯を見せて屈託のない笑みを向けてきた。

「卑下しなくていい。俺は、サーシャだから誘ったんだ。たとえ恩人であっても、俺はサーシャじゃなかったら誘ってない」

　言葉と共に、握った手に力が込められた。

「……なら、その期待を裏切らないようにしないとだね」

「気負わずとも、サーシャは今のままで十分凄すごいさ」

　──なにせサーシャは、名の知れた錬金術師がこぞって匙さじを投げた病を治すほどのポーションを作ってみせた錬金術師なのだから。
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第一章　魔法都市アストレア









　世界有数の大国として知られる地、アストレア王国。

　別名、『魔法都市アストレア』とも呼ばれるアストレア王国の王都は、多くの人が行き交う商業の地でもあった。

「……すっ、ごい」

　馬車を使うこと、数日。

　お尻しりが痛かった事もあり、着いたと知るや否や、外の空気を吸い込もうと立ち上がり、馬車を降りた先に広がっていた景け色しきに私は一人、圧倒されていた。

　見た事もない建築物。

　魔法都市という別名に恥じぬ摩ま訶か不ふ思し議ぎな物体をぶら下げる魔法師らしき人。

　目に映る光景、その全すべてが新鮮だった。

　物珍しさから、私は目を輝かせてキョロキョロと周囲に視線を向けていたのだけれど……。

「ナガレ殿下と、サーシャさんでお間違いありませんでしょうか」

　苦笑いを浮かべながら、遅れて馬車から降りてくるナガレと、私に対して声がかかる。

　肩越しに、声のした方を振り向くと、騎士甲かつ冑ちゆうに身を包んだ男性がいた。

　巌いわおを思わせる、二メートルはあろうかという大柄な人だった。燃えるような炎髪と、猛もう禽きん類るいが如き鋭い目付き。

　敵意はないと分かっているのに、その強こわ面もてに一瞬ばかり物もの怖おじしてしまう。

「……ぇと」

　呼ばれた名前は合っている。

　だから、ひとまず返事をしないと。

　そう思って、視界に映る彼に言葉を返そうと試みた瞬間、

「──ガルシア」

　呆あきれ混じりの声が、ナガレの口から飛び出した。

「よりにもよって、なんでお前が迎えに来たんだ。お前の強面は、騎士としては申し分ないが、客人をもてなすには不向きに過ぎると言われていただろう」

「……まぁそこは、少し、色々とありまして」

　ぽりぽりと頭を搔かきながらガルシアと呼ばれた騎士の男は苦笑いをする。

　その指摘はやめて下さいと言わんばかりの笑みに、私の警戒心はすぅっと薄れてゆく。

　強面の外見から一瞬、勘違いをしたけれど、ガルシアさんは存外、親しみやすそうな騎士の方だった。

「そこの理由も含めて、まずは歩きながら話しましょうか。陛下も、城で首を長くして殿下の帰りをお待ちですから」

　彼方あち此方こちに立ち並ぶ物珍しい店などを少し覗のぞけたらいいなと思っていたけれど、それはもう少し後までお預けかなと思いつつ、私はガルシアさんの言葉に頷うなずいた。




「正直に話しますとですね。殿下の事を迎えに行くとなった際、王妃様の病を治すほどのポーションを作った錬金術師もいると聞き付けた連中が、一目会いたいからと、この護衛役を務めたいと殺到しまして。公平を期す為ためにおれが選ばれたというワケです」

「…………」

　ガルシアさんのその一言に、思わず目を逸そらしたくなった私は悪くない。

　そんなに大層な人間じゃないのに、期待値を勝手に上げて失望する事になっても私は知らないぞ。

　なんて念を送った私の想おもいが、届きでもしたのか。ガルシアさんはニッコリと微ほほ笑えんでくれる。

「何というか。サーシャさんはおれの知ってる錬金術師と随分と毛色が違いますねえ」

　でも、やって来た言葉は私が期待していたようなものではなかった。

「……毛色、ですか」

「おれの思う錬金術師ってのはもっとこう、顕示欲の塊といいますか。己の功績をこれでもかと言わんばかりに誇る連中、って認識だったんですが、どうやら貴女は違うようだ」

　どちらかと言うと、その真逆。

　自分の功績を凄いと称たたえられる事を嫌がっているようにも見える。

　ガルシアさんからのその指摘に対して、反射的に視線を逸らしてしまう。

　顔ごとぷぃ、と逸らす事こそしなかったけど、反応が顕著過ぎたのか。

　クスリと笑われた。

「謙けん遜そんは美徳ではあると思いますが、ただ、王宮ではもう少し胸を張っていた方がいいかもしれませんね」

　それは、どうしてなのだろうか。

「多くの錬金術師が頭を悩ませながらも、匙を投げるしかなかった事を成した錬金術師がそんな態度だと、他の錬金術師の立場がありませんから」

　まるで、要らぬ面倒ごとに巻き込まれたくはないでしょう？　と告げてくる瞳ひとみに、納得しかけてしまう。

　とはいえ、その件については偶々であると答えようかと思ったけど、水掛け論になってしまう気がして私は大人しく受け入れた。

「そう、ですね。では、この一件だけはそうさせていただく事にします」

　私がそう答えると満足したのか。

　ガルシアさんは口角を緩く持ち上げた。

「ところで、殿下。サーシャさんのこれからの待遇についてなのですが」

「あぁ、それなんだがなガルシア。サーシャにはしばらく、王宮勤めの錬金術師として籍を置いて貰もらおうと考えてるんだが、問題はないよな」

　客人としてどうもてなすか。

　そう思ってのガルシアさんの一言だったのだろうが、割り込むように口にされたナガレの言葉によって表情に険が入り混じる。

「……こちらとしては、まだ全快でない王妃様の為にも、優秀な錬金術師であるサーシャさんには王宮にいて貰った方が助かるのですが……いいんですか？」

　ここでのいいんですか、は恐らく私に対してのものだろう。

　アストレアからすれば他国の人間。錬金術師として既に居場所があったのではないのか。

　言葉こそなかったけれど、向けられる視線からそういった感情が読み取れた。

「ちょっと、その、色々とありまして。ちょうどこれからどうするかなって時にナガレから手を差し伸べて貰ったので、寧ろ私の方が良いんですか？　って感じが否めないくらいです」

　だから、そこのところは気にしなくて良いですと口にすると、やや驚かれはしたけれど、そうですか、と何事もなかったかのように了承をしてくれる。

　それからというもの。

　ガルシアさんが、ナガレに「……無理矢理引き抜いたりとかしてませんよね？」などと私の前で恐る恐る尋ねたり。

「めちゃくちゃ失礼だなお前」とナガレが返したり。

　旧知の間柄を思わせる彼らのやり取りを側そばで聞きながら歩いていたからか。

　それなりに距離があった筈なのに、王都の中心に位置する王城にすぐ辿たどり着ついてしまったような、そんな錯覚を抱いてしまう。

　そして、王城が目と鼻の先程度の距離になったところで、ガルシアさんは足早に先へと進み、王城を背にして私と向かい合った。

　次いで、一言。

「では、改めまして。アストレア王国にようこそおいで下さいました。錬金術師サーシャ殿。我々は貴女を、歓迎致します」





◇◇◇






「あまり緊張し過ぎるなよ、サーシャ」

　コツコツと、複数の足音が響く城内。

　先導する為に、半歩ほど私の前を歩くナガレから、内心ガチガチに緊張している事を見透かされた私はそんな指摘を受けていた。

　未いまだ私達に付き添ってくれているガルシアさんも、ナガレと同意見なのか。

　ナガレのように言葉にこそしなかったが、控えめに笑っていた。

　──とはいえ。

「……ね、ねえ、ナガレ。やっぱり、引き返さない？　一国の王様に会うなんて、私には無理だから。ムリ、無理無理無理」

　激しいこの動どう悸きの理由は、誰だれよりも自分自身が理解していた。

　今から、俺の帰国の報告と一緒に、父上にサーシャの事を紹介したいからついて来てくれ。

　そう口にしたナガレの発言が、間違いなく全すべての原因。

　確かに、錬金術師として城で働くならば顔を見せておく必要はあるかもしれないけど、ナガレの言葉一つでどうにかならないだろうか。

「まぁ、サーシャさんのその気持ちは分かりますけど、ここは出向いておいた方が得策だと思いますよ」

「ど、どうしてですか」

「王妃様の病を治す事に一役買った錬金術師。恐らく、あの陛下の事ですから、ここで顔を見せておかないと、直々にサーシャさんに会いに来る、なんて事も十分にあり得るかと」

「ああ、確かに。あの父上ならそれはやりそうだ」

　なので、殿下が一緒にいる間に顔見せは終わらせておいた方がいいのでは？

　そう教えてくれるガルシアさんの言葉には、一理あった上、確かにと同調するナガレの言葉によって逃げ道は綺き麗れいに塞ふさがれた。

　……二人の言う通り、一国の王様に私如ごときの為に足を運ばせるくらいなら、この緊張感に耐えて今、会いに向かった方が絶対にいい。

　ガルシアさんの言う通りになろうものならば、きっと私は罪悪感とか色んなものでとんでもない事になりそうだから。

　だから、ここは覚悟を決めるしかないか。

　だったらせめてと緊張をほぐすべく、大きく深呼吸──をしようとした瞬間。

　ドタドタと、遠とお間あいから騒がしい足音が私の耳じ朶だを掠かすめた。

「……何か、あったんでしょうか」

　音の出どころは、先程私達が歩いてきた場所だろうか。

　ここまで届く足音から、その焦燥は尋常でない事が窺うかがえる。

　そして、淀よどみのない歩調で私達のいる方へと向かって来ているらしく、刻々とその音は大きくなってゆく。

「……こっちには、父の執務室と錬金塔くらいしかない筈はずだが」

　その事にナガレも気付いてか。

　不審そうに眉まゆ根ねを寄せていた。

　──錬金塔。

　それは、王城などに位置する錬金術師専用の研究室の事を指す。

　道理で、先程からすんっ、と鼻を鳴らすたびに嗅かぎ慣れた薬草の匂においが感じられるわけだと納得する。

「ええ。ですから、此処ここに立ち寄る者は殆ほとんどいないと思うのですが」

　にもかかわらず、足音を立てている人間は何な故ぜ、此方こちらに向かって来ているのか。

　ガルシアさんが不思議そうに首を傾かしげた直後、

「──錬金術師はいるか!!」

　大声が、城内に響き渡る。

　足音からも察せられたが、その逼ひつ迫ぱくしきった声音から、只ただ事でない何かがあったのだという疑念が確信に変わる。

　次いで、数十秒もしないうちに、ガルシアさんと同じ騎士甲かつ冑ちゆうに身を包んだ男性が駆け込んできた。

　直後、彼はガルシアさんの存在に気付いたのだろう。

「……ちょうどいいところに。拙まずい事になったんです。ガルシアさん、手を貸してくれませんか」

　まくし立てるように騎士の彼が声を発する。

　そして、いきなりのその言葉に困惑するガルシアさんであったが、続けられた言葉によって、その表情は否応なしに引き締まる事となった。

「……〝魔物大量発生スタンピード〟の規模が予想していたよりも上回っている上、予あらかじめ用意していたポーションの多くが魔物によって破壊されてしまったんです」

〝魔物大量発生スタンピード〟。

　それは文字通り、魔物の大量発生を示す言葉。

　私の家は錬金術師の一族であったから、魔物の討伐等に縁はなかったけれど、それでもその言葉はよく知っていた。

　突如として起こる地殻変動。

　それによって生まれる洞どう窟くつ──ダンジョン。

　魔物は、そのダンジョンと呼ばれる場所から生まれ、姿をあらわす生物である。

　そして、それらは人に仇あだなす怪物モンスター。

　故に、騎士団といった存在は、国同士の衝突の際は勿もち論ろんの事、それらから民を守る為にも欠かせない存在であった。

「……ダンジョンが出現していたのか」

「……ええ。一週間ほど前でしょうか。事前の準備は怠っていませんでしたし、特別問題はないと捉とらえていたのですが」

　私と同様に初耳だったのだろう。

　ナガレはガルシアさんに問い掛けていた。

　ダンジョンが出現したといっても、魔物がぞろぞろとそこから出てくるまでにはある程度の猶予がある。

　それが、大体、一週間程だろうか。

　だから、それまでに入念に準備をしておけば、魔物の対処は別に難しい事でもない──ない、のだが、今回はイレギュラーな何かがあったのだろう。

「人員は、その、足りているとは言えませんが、それでも一応、なんとか回っています。ただ、魔物──飛行種に、用意していたポーションの多くを破壊されてしまったせいで、圧倒的に足りてないんです」

　故にこうして、錬金塔にやって来たのだと彼は言う。

　ダンジョンから出現する魔物にも種類があり、その中でも特に厄介とされているのが、今し方、騎士の彼が口にした〝飛行種〟と呼ばれる存在。

　代表的な魔物といえば、翼を生やした小型竜、ワイバーンだろう。

　その血は、質の良いポーションを作る上で材料として使う事があったのでよく覚えている。

「だから、少しでも今あるポーションを」

　現場に届けなければ。

　そう口にしようとする彼の言葉と同時のタイミングで、近くにあったドアが開かれる。

　色素の薄い白しら髪がを腰付近にまで伸ばした人だった。

　紺の衣服に身を包むその人は、一見すると男性か女性か分からない程度に、中性的な相そう貌ぼうをしている。

「──ダウィドさん」

　そして、ダウィドと呼ばれた彼は、硝子の調合器フラスコに注がれたポーションを詰め込んだ入れ物を手に抱えていた。

「大声が聞こえてきた時点で、もしやと思い、持って来てみましたが……やはり、ポーションが入用でしたか」

　その入れ物を目にした上で、未いまだ険しさが残る騎士の表情から全てを察したのだろう。

　ダウィドさんの表情は何処か申し訳なさそうだった。

「ただ、申し訳ありませんが、今、錬金塔にあるポーションはこれで全てになるんです」

「……え」

　素っ頓きょうな声を上げる騎士の彼の気持ちは痛いくらい分かった。

　これでも一応、錬金術師の身。

　ダウィドさんが手に抱えるポーションが、精々五十人分程度しかないと一瞬で理解出来てしまう。

　だからこそ、それでは全然足らないと言わんばかりの表情を浮かべる理由が分かってしまった。

「ダンジョンが見つかったという事もあり、一週間前からポーションを用意してはいたのですが、その、ポーションを作る材料が今、不足していまして」

　ドアの先に広がる景け色しき。

　しかし、部屋の広さの割に、中にいる人間の数が異様に少なく感じられた。

「昨日きのうから材料を何人かが取りに行ってはいるのですが、恐らく、新たにポーションを作ろうと思えば、一日以上は必要になるかと」

「そ、そんな」

　ポーションにも、食べ物と同様に期限というものが存在する。

　だから、過度に作り置きは出来ない上、ポーションを作る際に必要となる薬草は何処にでも自生するわけではない。

　故に、今ここにある分のポーションを渡すことは出来るが、それ以上は今は力になれないとダウィドさんは申し訳なさそうに言う。

　だが、騎士の彼もポーションの事情をある程度把握しているのだろう。

　ここで無意味にぐずるより、他の可能性をあたった方が余程建設的と思ったのか。

　ダウィドさんからポーションを受け取り、その場をそそくさと後にしようとする彼であったが、

「──あの、待って下さい」

　それを制止するように、私は声を上げた。

　急がなければならない彼の足を止めてまで、声を上げた理由は、開きっぱなしの部屋。

　そこから姿を覗のぞかせていたある材料が理由だった。

　本来のポーションの作り方とは異なるが、それでも、あの材料があるならば。

「少し効果は落ちると思いますが、それでも良ければ、ある程度の量のポーションを用意出来るかもしれません」





◇◇◇






　父や姉に認められるには、果たしてどうすれば良いだろうか。

　それは、私がずっと考えていたことだった。

　……私は嫌われ者だった。

　だから、レイベッカの技術は終ぞ教えて貰もらえなかった。

　でも、彼らに認められるには間違いなく、錬金術師としての道しかない。それは、絶対に。

　しかし、レイベッカの技術を使わずレイベッカと同等、もしくは、それ以上の何かを完成させたところで、認められるには至らないだろう。

　きっと、生意気だとか、不興を買うだけだ。

　それが分かっていたから私は、ナガレのようにすごいポーションを作るという事に一切重きを置いていなかった。

　私には、錬金術師として認められる為ために、違う切り口で攻めるしか選択肢はなかった。

「……ヨスガの葉を使わず、ポーションを作れると？」

「はい。私のポーションは、ヨスガの葉を使いませんから」

　信じられないものを見るような目で私を見つめてくるダウィドさんの言葉を肯定した。

　──ヨスガの葉。

　それは高地に自生する、ポーションを作る際に必ひつ須すとされる材料。

　だが、ある一定の温度を安定的に保たねば育たないという条件などがある為、自家栽培をしようにも少量が限界。

　そもそも、絶望的に栽培には向いていない。

「その代わりに、あれを使います」

　私が指を差したのは、鉢に植えられた状態で置かれていた何の変哲もない草のようなもの。

「アグニ、の葉ですか……？」

　それは、錬金術を使う際に必須となる「よく燃える」事で知られる葉であった。

　錬金術とは、煮たり、焼いたりする事で、ポーションや、魔剤と呼ばれるアイテムを生成する。

　だから、よく燃えるアグニの葉は錬金術師にとって欠かせないものである上、それはヨスガの葉と比べればかなり手に入れやすい葉であった。

「アグニの葉を使って、ヨスガの葉に代わる材料を生成します」

「ヨスガの葉を、つく、る……？」

「それに、一から作れば、理論上ではありますが、ヨスガの葉よりも上等な材料となり得る可能性も多分にある。もちろん、波はありますけど」

　ポーションの質は、基本的には変わらない。

　ただ、ヨスガの葉の状態によってそれは僅わずかながらに変化する。

　だから理論上、良い状態のヨスガの葉を人為的に作ることが出来るならば、質の良いポーションを作り続けられる事となる。

　けれど、栽培という手法を使っては多くは作れないし、一度試すだけでも莫ばく大だいな時間を要する。

　ならば、錬金術師らしく、作れば良い。

　本曰いわく、昔の錬金術師は何もかもを作って補っていたという。

　だから、無理ではないと考えた。

「……オリジナルレシピですか」

「単に、私に基本的な知識がなかった事と、手元に自由に使えるお金が殆どなかったからってだけです」

　探求者とも呼ばれる錬金術師にとって、己のオリジナルレシピは自分の生き写しのようなもの。
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　でもこれは、そんな高尚なものじゃないと私は否定しておいた。

　これは単に、偶々の産物であるから。

　ヨスガの葉は、その、割とお高い値段で取引されているのだ。

　家は裕福であったけど、私自身は全然裕福ではなかった。

　だから、節約は一番の課題だった。

　何より、錬金術の基本的知識を一切教えられなかった事が一番の要因だろう。

　お陰で、ポーションを作る際は必ずヨスガの葉を使う、という固定観念がなかった。

「……確かに、オリジナルレシピがあるなら可能ではありますが……いや、しかし」

　可能ではあるが、それでも、実際にやるとなると土台無理としか思えない。

　そう否定しようとするダウィドさんの考えは決して間違ってない。

　寧ろ、これ以上なく正しい。

　普通の錬金術師ならば、アグニの葉をポーションの材料に使おうとも思わない。

　一度、姉に話した際には、ただ馬鹿にされるだけに終わっていたからそれは間違いない筈はずだ。

「なあ、ダウィド。俺もここ二年ほど錬金術を学んだが、昔の錬金術師は、ヨスガの葉を使ってたやつの方が少数派だったらしいぞ？」

　そして、助け舟を出すようにナガレが会話に割り込む。

「それは、昔の錬金術師達が優れていたからであって」

　そこまで言ったところで、ハッとダウィドさんは目を見開いた。

　口を衝ついて出てきたその言葉は、優秀な錬金術師であれば作れるという事実を認めたに他ならない発言であったから。

「……成る程。私ともあろうものが、随分と常識に囚とらわれていたようですね。ここで立ち往生するのもみっともありませんし、出来るというのであれば、場所と手を貸しましょう。これでも一応、錬金術師長と呼ばれる身ですから」

　そこで私もハッとする。

　ダウィドという名を当たり前のように聞き流していたが、錬金術師長でダウィドと聞けば、心当たりは一人だけ。

　何な故ぜ気付かなかったのだという思いと、そんな人を目の前にして大見得を切るような発言をした事を自覚し、気持ち悪い汗が背中を伝う。

　ダウィド・ツェルグア。

　魔法都市アストレアに籍を置く、世界でも指折りの錬金術師。

「ガルシア。予定は変更する。父上には、後で向かうと伝えておいてくれ。これからきっと、猫の手も借りたい状況になる筈だ。錬金術の心得が一応ある俺もここは手伝うべきだろう」

「わっかりましたよ。それじゃ、陛下にはそうお伝えしておきましょう」

「それと、そこのお前。ダウィドからのポーションはもう持って行ってくれて構わない。ただ、出来たポーションを後で持って行かせるから場所だけ教えてくれるか」

　ヨスガの葉もなしにポーションが出来上がると信じて疑わないナガレの発言に驚きを隠せない騎士の彼であったが、「み、南の門に来ていただければ!!」とだけ言葉を残して足早に去ってゆく。

　南の門といえば、私達が来た門とは真逆の方角である。道理で騒動に気付かなかったわけだ。

「……随分と信頼をしてるんですね殿下」

「俺は、二年間サーシャがポーションを作るところを見てきたからな。そりゃ、信頼もするさ」

　……そのお陰で、めちゃくちゃ材料を試す事が出来たので、この成果の半分くらいは本当にナガレのものと言っても過言ではない。

　火に反応するアグニの葉を使っていたせいで、三桁けたくらい爆発する結果に見舞われていたけども。

「……成る程。ですがそれが本当なら、末恐ろしい才能ですね。調合の量、手順、材料。それを一から全すべて見つける。大したオリジナルレシピでもなかった私でさえ、それを成すのに十年近く掛かったんですけどね」

　ヨスガの葉を抜きにポーションのレシピを完成させるその才能は、末恐ろしいと。

　ナガレの言葉もあって、信じたのだろう。

　けれど、未いまだ驚いた様子であったダウィドさんの称賛の言葉が気恥ずかしくて、私は逃げるように錬金塔の中へと足を踏み入れ、ポーション製作の準備に取り掛かった。
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「〝燃え上がれイグナイト〟」

　王城に位置する錬金塔。

　そこは、名だたる錬金術師達が仕事場として使っているだけあって、これまで使っていた工房とは比較にならない程の設備が整っていた。

　所狭しと納められた錬金術用の器具の数々。

　それらに思わず目移りしてしまいそうな自分をどうにか抑え込み、火の魔法を行使する。

　ポーションを作るならば、必要となるのは材料と硝子の調合器フラスコのみ。

　便利そうな器具を使ってみたくはあったけど、今はそれをしている状況ではない。

　使い慣れた器具で、確実に己の出来る事をこなす事が最優先。

　故に、調合機に詰め込んだアグニの葉を始めとした材料と水を混ぜ合わせたものを自前の火の魔法を用いて加熱する。

「……ぅげ」

　直後、鼻が曲がると言わんばかりの引ひき攣つった声が上がった。

　それは、王様への報告をすぐに終わらせ、手伝う事はないかと急いで戻ってきたガルシアさんの声であった。

　作業を始めると同時に、充満する強烈な異臭。

　薬草と泥を混ぜ合わせ、焼き焦がしたようなその臭いは、錬金術師からすれば慣れ親しんだもの。

　しかし、騎士であるガルシアさんにとっては耐えられる臭いではなかったのだろう。

　一瞬、声につられて肩越しに振り向くと、両手で鼻を押さえるガルシアさんの姿が映り込んだ。

「……サーシャさんは兎も角、殿下までこの臭い平気なんですか」

「二年も錬金術を学んでいたら、流石さすがに慣れる。お前も知っているだろうが、その間はずっとポーションを作ってたしな」

　初めはめちゃくちゃ顔に布を巻いて作業してたナガレであったけど、ある時突然、もう慣れた、とか言って布を外してたっけ。

　ふと、昔の出来事を思い出してつい、顔を綻ほころばせてしまう。

「……あの、サーシャさん、でしたっけ」

　そんな折、じっと私の動きを観察していたダウィドさんから怪け訝げんそうに声をかけられる。

「それは、一体？」

「？」

　眉まゆ根ねを寄せて首を傾かしげるダウィドさんの視線の先には、火の魔法によって熱される硝子フラの調合器スコが置かれている。

　何も、変なところはない。

　これは、いつも通りである。

　だから、小首を傾げる私だったけど、程なくダウィドさんが言いたい事を悟る。

　私の目の前には、硝子の調合器フラスコが十個ほど並べられている。

　そしていっぺんにそれを熱し、ポーションの作成に取り掛かっていた。

「……あぁ、これですか。えと、オリジナルレシピ、といったら聞こえは良いですけど、実のところ私自身も未だ安定しては作れないんですよね」

　ポーションの質がヨスガの葉の状態に左右されるように、ヨスガの葉の代わりを一から作ろうとした場合、代用を作る為ためにと材料にしたものに左右される事となる。

　だから、十個いっぺんに作り始めても、それなりに良い状態のものは基本的に一個か二個しか出来上がらない。

　故に、一気に作り始めないとあっという間に日が暮れる。

　でも、ダウィドさんの言いたい事は違う事であったのか。困り顔で苦笑いを一度。

「恐らく、それを魔法師に見せようものならば、間違いなくスカウトされますよ。十個の魔法陣を同時展開。そして一定温度に全て保たせるその技量は、魔法師から見ても異常に映るでしょうから」

　異常。

　そう言われても、あまり実感は湧わかなかった。

　私の錬金術はただ一つの例外なく、全てが本の知識。他人の錬金術だって、見たことがあるのはナガレの錬金術くらいだったから。

「……邪魔するようで大変申し訳ないのですが、もう一つだけ、お尋ねしても？」

「それは勿もち論ろん、構いませんけど……」

　図書館に籠もっていた頃ころなんて、毎日のようにナガレとくっちゃべりながらやっていた。

　だから、多少話しかけられたところで邪魔と思うどころか、良い暇つぶしが出来て嬉うれしい！　程度の認識だったんだけど、ダウィドさんの真剣な声音に、そんな茶化した返事が出来るわけもなくて。

「どうして、名乗り出て下さったんですか。どうして、惜しみなくレシピを提供して下さったのですか」

　──貴女のレシピが本物であるならば、それこそ、溢あふれんばかりの富を築けた事でしょうに。

　なのに、こんなにあっさりと提供して良かったのかとダウィドさんが私に尋ねてくる。

「…………」

　それは、少しだけ回答に悩む質問であった。

　困ってそうだったから助けようと思った。

　これが私にとって噓偽りのない本音であったのだが、言われてみればちょっとだけやっちゃったなあ感がある事は否めない。

　なにせ、追い出されたとはいえ、レイベッカの家に認められる為に色々と試行錯誤し、得た結果の一つがコレである。

　だけど、こうして開示して尚、不思議と後悔はなかった。

　その理由は何な故ぜだろうか。

　硝子の調合器フラスコを熱する魔法陣に意識を割きながらも、少しだけ理由を模索。黙考。

　そして、考えてみれば割とあっさりと、いとも容た易やすく答えにたどり着いた。

「ここが、〝ナガレ友達〟の国だったから、だと思います」

　仮にここが他の国だったからといって、勿論、知らぬ存ぜぬを通すほど人でなしになったつもりはない。

　でも、刹せつ那なの逡しゆん巡じゆんなく力になろうと考えた理由は、きっとそれであったのだと思う。

「勿論、これからお世話になるんだから、とかそういった理由はあるでしょうけど、一番は、それだと思います」

「友達、ですか」

「ええ。誰だれだって、友達が悲しむ顔は見たくないでしょう？」

　お母さんの為に異国の地で錬金術に励むような人間だ。二年近く顔を合わせていたから人柄もそれなりに知ってるし、ガルシアさん達のナガレへの対応を見ていればナガレがどんな人なのかは、よく分かる。

　だったら──助けようと。

　力になろうと思う理由は、それで十分。

「それに、ナガレには色々と助けて貰もらいましたから、その恩返しもしておきたいんで」

「……おいおい。母上の一件で、俺はサーシャに恩だらけだってのに、まだ増やすのかよ」

「んふふ。それじゃあ、今日のこれはパフェで許してあげよう」

　図書館で錬金術に励んでいた頃、疲れた時は決まって私はパフェを買って食べていた。

　甘いものはやっぱり疲れた脳に一番いい。

　というか、ナガレのお母さんの件については私に自覚がなかったし、これからどうしようか途方に暮れていた時に手を差し伸べてくれたあの出来事。

　それで、私の中では全すべてチャラどころか、寧ろ恩を感じていたのだけれど、ナガレはそうじゃなかったらしい。

　でも、これまでの付き合いから水掛け論に発展する事は容易に想像が出来たので、場が収まるように私はパフェを持ち出しておく事にした。

「これはもう、アストレアで一番たっかいやつを奢おごってもらわなきゃ。フルーツいっぱい、アイスいっぱいのやつを！」

　期待に胸を膨らませるどころか、声に出したせいで、心なしかお腹なかが減ってしまう。

「……それは分かったから、余よ所そ見みし過ぎるなよ。まぁた爆発する羽目になるぞ」

「わわっ!?　あ、危ない。危ない」

　慌てて浮かべていた魔法陣をかき消す。

　ナガレの指摘のお陰で、ギリギリ間に合った。

「セ、セーフ。セーフ」

　火に作用しやすいアグニの葉を使っている為、ちょっとした事で爆発してしまう。

　だから、油断は出来ないと分かってた筈なのに。恐るべし、パフェの魔力。

「……どうやら、殿下は異国の地で良き友人に恵まれたようですね」

　そんな下らない事を考える私をよそに、先の言葉にぽかんと呆あつ気けに取られていたダウィドさんが続けた。

「ああ、そうだな。俺は恵まれてた。そして、随分と恩を受けた。どうにか、全部返したいとこなんだが、返す速度よりたまる方がずっと早くて困ってるよ」

「それじゃ、気分良くパフェを食べる為にも頑張ってポーション作りましょっか！」

　ぶっちゃけ、私自身、アストレア王国で錬金術師としてやっていけるか不安であった。

　だから、こんな事は言っちゃいけないんだろうけど、早速こういう機会に恵まれた事はある意味幸いだった。

「──ったく、あたし達がご飯休憩してる間に、随分と面白そうな事をしてるじゃない？　ええ？」

　そして、次の指示をと思った折。

　出口に繫つながるドア辺りから数名の足音と共に、新たな声が聞こえてくる。

　紫の髪をシニヨン風に纏まとめた褐色肌の女性。

「アリスですか」

　ダウィドさんがアリスと呼んだその女性は、ぐーっと伸びをしながら、好奇に満ち満ちた笑みを顔に貼り付けつつ、此方こちらへと歩み寄ってくる。

「それ、あたしも手伝うわ。人手は一人でも多い方が良いでしょう？」

「助かります！」

　即座に私が返事をすると、彼女の顔に人懐こい笑みが浮かんだ。

「よしきた。何を作るかは把握してないけど、この臭いからして……ポーションかしら？」

　単なる錬金術特有の異臭としか思えない臭いから、的確にアリスさんはポーションを作っているのだと当ててみせる。

　私にはそんな芸当は一切出来ない。

　だからつい、目を大きく見開いてしまう。

　直後、どうだと言わんばかりのドヤ顔が視界に映り込んだけど、さっぱりとした笑顔だったからか、そのドヤ顔に一切、嫌悪感は湧わかなくて。

「取り敢えず、指示を貰える？　指示さえくれれば、あとはこっちで何とかするから」

　──認められたい。

　その一心で錬金術を学び続けていた私にとって、頼られるというこの状況は新鮮過ぎた。

　……ただ、新鮮である以上に、忙しくはあるけど、頼られるという行為は悪いものではなかった。

　寧ろ、どこまでも心ここ地ちの良いものであって。

「それじゃあ、これを、次はラズナの実を砕いた物と混ぜ合わせて──」

　このイレギュラーな出来事のお陰で、これから錬金術師として生きていく自信がついたような。

　そんな気がした。
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「殿下」

　自分を呼ぶその声に、ナガレが反応する。

　声の主は、錬金術師長と呼ばれていた男、ダウィド・ツェルグアであった。

「彼女は何というか、変わった錬金術師ですね」

　そして、今も尚、ポーションの作成に勤いそしむサーシャの姿をやや遠くから見詰めつつ、続けられたその言葉にナガレは苦笑した。

　錬金術師長と呼ばれるダウィドを以てしても、サーシャの錬金術の知識は変わっていると言わずにいられなかったのだろう。

　なにせ、本から得た知識のみで彼女は錬金術を行使しているのだ。

　多少、変わっているという事実は仕方のないものでもあった。

「……まぁ、そうだろうな」

　アストレア王国に辿たどり着つくまでの道中にて、馬車の中でナガレはサーシャとそれなりに己らの過去を打ち明け合っていた。

　だから、ナガレはサーシャが図書館にずっと籠こもりきりだった理由を知っている。

　ダウィド・ツェルグアを以てして、変わっていると言わずにいられない少女には、そうならざるを得なかった事情があった。

　それを知ってしまった今だから、どうしても、少なからず気にしてしまう。

『私は、認められたかったんだ』

『家族には認めて貰えなかったけど、それでも嬉しかった』

『ナガレにこうして認められて、手を差し伸べて貰えたことが、何よりも』

　ポーションを作り始めてから早、二時間ほど。

　休んだ方が良いんじゃないか。

　そんな言葉も耳に入らぬほど集中し、無我夢中で今も尚作業を続けるサーシャをナガレも見詰める。

「ですが、変わった錬金術師だからこそ、このようなポーションに辿り着けたのでしょうね」

　そう口にするダウィドの手には、薄緑の光を放つ硝子の調合器フラスコに注がれたポーションが一つ。

「なにが、少し効果は落ちるかも、なんでしょうかね。出来上がったポーションのその殆ほとんどが、既存のポーションよりずっと優れたものであったというのに」

　生い立ちが生い立ちなだけに、サーシャは基本的に謙けん遜そんが過ぎる。

　それは仕方のない事だろう。

　しかし、だからこそ、

「凄すごいだろ、サーシャは」

　ナガレは、自分の事のように自慢をする。

　サーシャが自慢をしないのなら、代わりに自分がその分、彼女が凄いのだと称たたえようとする。

　ナガレ自身が、サーシャという錬金術師を誰だれよりも認めているからこそ。

「凄いんだよ、あいつはさ。ちっともそれを誇ろうともしないけどな」

　──いっつも言ってるんだけど、勿もつ体たい無いよな。お前より凄い錬金術師はいないって言っても、お世辞と思って全く取り合ってくれないんだよ。

　そう言って、呆あきれ混じりに歯を見せて笑う。

　そして、材料を取りに行く際にダウィドから話し掛けられた事で止めていた足を、ナガレは再び動かし始める。

「殿下。人手はもう十分足りていますし、お休みになられては」

「サーシャが頑張ってるのに、この国の人間である俺が先に休んでどうするよ」

　いかがでしょうか。

　本来続けられたであろうダウィドの発言を遮り、ナガレは言葉を被かぶせる。

「それに、あいつの助手役は俺が一番うまいし、一番分かってる。この二年間、誰があいつと一緒にポーションを作り続けたと思ってんだか」

　そこに、譲歩する気が微み塵じんもないと悟ってか。

　ダウィドは説得を放棄し、仕方がなさそうにわざとらしく溜ため息いきを吐く。

「何より、あいつは無茶をし過ぎるきらいがある。だから、側そばでいざという時に止められる人間が必要だろ」

　アリスのように、錬金塔にやって来た人間が次々と手を貸し始めていた事。

　レシピが口頭で伝えても難解であった事が原因してだろう。

　サーシャの周囲にはすっかり、小さな人ひと集だかりが出来ていた。

　そして、彼女は誰かに期待をされるだとか、そういう時に決まって無茶をする。

　事実、ナガレと共に行っていたポーション作りの際も、そんな事が何度かあったのだ。

「というわけで、再開するか。休めって言っても聞かないなら、さっさとポーションを作り終えればいい、そうだろ？」

「確かに、それはそうですね」

　直後、ボンッ!!　と、音を立てて硝子の調合器フラスコが爆発し、四散した。程なく、後悔の念に塗まみれた言葉が続く。

「ああああああ!!　やっぱり、ギリギリ攻め過ぎた……!!」

　爆発を警戒して、調合器の周囲には魔法による無色透明の壁を展開している為ため、人的被害は皆無。

　しかしながら、爆発したものは流石さすがに使えなくなる為、貴重な一つ分のポーションが砕け散った事に、サーシャは悲鳴染みた叫び声を上げていた。

「……ポーション作りで爆発するとこ、あたし初めて見たわよ。そもそも、アグニの葉を材料にする事自体が奇抜過ぎるわよね……」

　周囲にいた錬金術師達は、頭を抱えるサーシャに反応したアリスの言葉に、うんうんと同調。

　だが、一応その作り方で既にある程度の量のポーションを作れていると知っているからだろう。

　若干の呆れや、驚きといった感情を向けるだけで、誰も爆発したからといってサーシャの手を止めさせよう、といった動きを見せる事はない。

「まぁなんだ。ポーションなんて爆発してなんぼだろ」

「……普通、ポーション作りで爆発なんてしないのよ、殿下」

　さも当たり前のように言うものだから、思わず会話に混ざり込んできたナガレのその発言に、アリスがツッコミを入れた。

　しかし、ここ二年でポーション作りには爆発が付き纏うという間違った知識が備わってしまっていたナガレからすれば、冗談を言った気は全くなくて。

　……一体殿下は、どんな二年間を過ごしてきたんだ。

　そんな視線に当てられながら、ナガレはポーション作りに未いまだ没頭するサーシャの手伝いをすべく、その側へと割り入った。





◇◇◇






「……もーむり。これ以上一歩も動けない」

　絶妙な温度を保ちながら、魔法をひたすら行使していたからだろう。

　全身が気怠くて、疲労感でいっぱいだった。

　気付けば、窓から差し込む光は茜あかね色いろに変わっており、そんなに時間が経たっていたかと今になって漸ようやく自覚する。

　そして、壁に寄り掛かりながら脱力する私に、不意に声がかかった。

「お疲れさん」

「……ナガレもね」

　側で私と一緒にずっとポーションを作っていた筈なのに、ナガレには私程の疲労感が見えなかった。

　だから、なんとなく負けたような気持ちに陥って、口をへの字に少しだけ曲げてしまう。

「だから、適度に休めって言ってたのに」

「……他の人達が頑張ってるのに、巻き込んだ私が休むわけにはいかないでしょ。それに、折角私を錬金術師として誘ってくれたナガレに、恥をかかせるわけにもいかないし」

　今、ここにはアストレア王国が誇る錬金術師の多くが集まっている。

　故に、こいつ全然だめじゃん、とか思われたくはなくて、今回のこのポーション作りは根性でどうにかやり切ってみせた。

「……あれだけの働きを見せられて、恥をかかせたと思うような人間は流石にここにはいないわよ、サーシャさん？」

　先の私の言葉を否定するように、第三者の声が割り込む。

　それは、アリスと呼ばれていた女性のものであった。

「……アリス、さん」

「それに、あれだけの魔法を並行して使っていれば、誰だって疲れるでしょうね。何より、錬金術の調合は神経を使うもの。疲れて当然よ」

　そして、ぽい、とアリスさんから何かが投げ渡される。

　宙で山なりの軌跡を描き、それは私の手元にポトリと落下した。

「仕事終わりのおやつは美お味いしいわよ？」

　それは、少しお高そうな包装をされたクッキーであった。

　そして、アリスさん自身もそのクッキーをぱくりと齧かじり始めた。

「今回の労いと、お近付きの印って事で、ね」

「……あ、ありがとう、ございます」

「いやぁ、しっかし、サーシャって名前、何処かで聞いた覚えがあると思ったら、貴女があのサーシャさんだったのね」

「……あの？」

　含みのある言い方に、小首を傾かしげる。

　あのサーシャとはなんなのだろうか。

「王妃様の病を治す程のポーションを作り上げた錬金術師。なんでしょう？」

　その言葉には、素直に頷うなずく事が出来なかった。

　そういう目的で私自身がポーションを作っていたわけではないので、やはりそこで「はい、そうです」と躊躇ためらいなく頷く事は憚はばかられてしまう。

「……えと、それは」

「ねえ。サーシャさん」

　そして、アリスさんは何を思ってか。

　私の下へと歩み寄り、やがて一言。

「ここで錬金術師として働く気はない？　ダウィドも、陛下も、あたしが説得してあげるから」

　向けられる瞳ひとみは、心なしか、きらきらと光っているようにも思えて。

「発想もそうだけど、錬金術師としての技量もかなり高かったわ。だからやっぱり、こういう人材こそ、スカウトしなきゃ──」

「サーシャなら、これから錬金術師として居てもらうつもりだぞ」

「……！　流石は殿下、手が早いわねえ」

　心配せずとも。

　と、ナガレから投げ掛けられた言葉に、アリスさんは一瞬驚き、そして笑みを深める。

「んふふ。優秀な錬金術師が一人加わった事だし、これで魔法塔の連中の鼻を明かす日が確実に一歩近づいたわねえ」

　今に見てなさいな。あのくそ魔法師どもめ。

　……そんな毒を当たり前のように吐くアリスさんに、つい、苦笑いしながらナガレの方を私は向いてしまう。

「昔から何かとアストレアの錬金術師と魔法師は競争意識が強くてな。その、この通りあんまり仲は良くない」

「最近は特に、色々あって仲は最悪ね。ま、どれだけ喧けん嘩かを売られたとしても優秀なのはあたし達、錬金術師なのだけれど！」

　とはいえ、仲が悪いといってもあくまで競争相手としてなのか。

　敵意らしい敵意はそこまで感じられなかった、ような気がした。

「あぁ、それと、随分と遅くなっちゃったけど、自己紹介を。散々名前を呼ばれてたから今更だろうけど、あたしはアリス。アリス・ティエル。これからよろしくね、サーシャさん？」

　同時に、差し伸ばされた手を、私は「こちらこそ」と応こたえながら握り返した。




　それから、ぐでーっとしながら疲弊した身体からだを癒いやす私であったけれど、数十分も経たぬうちに、「陛下が呼んでいる」というガルシアさんの一言によって、私とナガレは王様に会いに向かう事となった。

　豪華絢けん爛らん、とまではいかないにせよ、王族然とした装飾。調度品。

　それらが否応なしに、視界に映り込む。

　薄氷でも踏むように、恐る恐るといった心境であった私だけれど、陛下がいるであろう部屋の中へと続くドアをナガレが開けた直後、聞こえてきた優しげな声に、緊張は和らぐ事となった。

「いやぁ、疲れているだろうに、呼び出して悪かった。ガルシアのやつから、儂わしが出向く事は流石さすがにやめてやって欲しいと言われてな。申し訳ないとは思ったが、こうして呼び出させて貰もらった」

　歳としは、四十を少し過ぎた程度だろうか。

　随分と若い王様だった。

　ただ、私の思っていた王様像とはかけ離れており、精せい悍かんな面立ちが、王というより武人のような印象を強めていた。

　短く切り揃えられた深ふか緋ひの髪に、瞳の色までも、ナガレと同様だったお陰もあってか。

　限界まで高まっていた緊張感は、鳴りを潜める。

　けれど、ここは王の御前。

　膝ひざを突つくとかした方が良いのだろうか。

　そう思ってナガレに意見を仰ごうとした直後、

「ここは非公式の場。楽な姿勢を取ってくれて構わんよ。それに今回は、此方こちらが無理に呼び出したに過ぎんからな。非公式という以前に、誰だれにも文句は言わせんよ」

　人懐こい笑みを浮かべながら、いらんいらんと王様に私の内心を見透かされた上で否定をされる事となった。

「それと、ナガレ。二年ぶりであるな」

「お久しぶりです。父上」

「二年前、お前が腕の立つ錬金術師に治療薬を作って貰ってくると言って置き手紙一つ残して出て行った時は驚いたが、まさか本当にその錬金術師を見つけてくるとは。お陰で、『ミナト病』に蝕むしばまれていたランも、すっかり快方に向かっておる。お主ら二人には頭が上がらんよ。感謝する」

　ラン、というのが王妃様の名前であり、そして、『ミナト病』と呼ばれたものが、彼女を蝕んでいた病の名前なのだろう。

「それで、サーシャ殿」

「は、はい」

「こうして急ぎで呼び出させて貰った理由は、勿もち論ろん、感謝の言葉を伝えたかったから、というものであるのだが、貴女の力を是非とも借りたくてな」

「……私の力、ですか」

　一国の王様に借りていただくような大層なものではないと思うけれど。

　反射的に思い浮かんだその感想を飲み込みながら、私は王様の言葉の続きを待つ事にする。

「時にサーシャ殿は、『ミナト病』という病気をご存じだろうか」

「……いえ、初めて伺いました」

「五年ほど前から、アストレアの港街で流は行やり出した流行病の一つだ。そして、俺の母親が苦しんでいた病。それが、『ミナト病』」

　側にいたナガレが教えてくれる。

　港街で流行ったから『ミナト病』。

　成る程。覚えやすい。

「ナガレの言う通り、五年近く前から急に流行り出した病でな、罹り患かんした者は日に日に衰弱してゆき、肢体も次第に動かなくなってしまう。そういった病なのだ」

　そして、睡眠時間も増え、最後は眠るように死んでしまう事から、『睡眠病』と呼ぶ人間もいるがなと言葉を付け足される。

「ただ、五年経たった今でも、その治療法は確立しておらん。一応、優秀な我が国の錬金術師や魔法師達の尽力もあって、初期段階ならばなんとかある程度の治療は出来るようになってきたのだが、進行し過ぎている者に関しては、お手上げというのが実情なのだ」

　だから、ナガレは隣国にまで赴いていたのだ。

　外部の人間の助けを求めていたのだ。

「聞けば、今回の〝魔物大量発生スタンピード〟でのトラブルにて、サーシャ殿は、既存の製作方法ではないやり方でポーションを作成したとか」

「サーシャは凄すごいからな」

　おいそこやめろ。

　実績豊富な錬金術師でもない私への期待値を、当たり前のように上げないで欲しい。

　……特に、あの時出来たポーションは、本当に偶然の産物なんだから。もう一度作れと言われても、作れる自信はなかった。

「凄い事は既に知っておる。でなければ、ランの病を治せる筈はずもない。だからこそ、サーシャ殿の力を是非とも借りたい」

　力を貸せるものなら貸したい。何より、これから錬金術師として働こうとしているのだから、それは当然だろう。

　だけど、あの偶然の産物としか言いようがないポーションをもう一度作るのはほぼ不可能であると思う私がいるせいで、返事に悩んでしまう。

「ただ、力を借りたいと言わせて貰ったものの、これはあの治療薬を作れと言っているわけではないのだ」

「そう、なのですか？」

　てっきり、あのポーションを作って欲しいと言われるものとばかり思っていた。

　けれど、どうやらそれは違うようで。

「儂は錬金術師ではないものの、一応、錬金術の知識はそれなりに頭に入っておる。だから、錬金術に偶然が付き纏まとう事もよく知っておる。とはいえ、貴女の錬金術師としての腕は、あのポーションを作った事を抜きにしても実に魅力的である」

　奇抜なアイデア。

　枠に囚とらわれない錬金術。

　羅列されてゆく言葉の数々。

「だからこそ、その力を是非とも借りたい。勿論、無理にとは言わんが、どうだろうか。考えてみてはくれんか」

「…………」

　レイベッカの家を追い出された私ごときに、とんでもない期待であった。

　でも。

「分かり、ました。私でよければ喜んで、お力にならせていただきます」

　多少、面食らいはしたけれど、その言葉に私は応える事にする。

　どれだけ力になれるかは分からないけど、それでも私に出来ることがあるのなら、その期待には応えたい。

「そうか！　それは助かる。特に最近は、『ミナト病』に関しては中々進展がなくてな。どうしたものかと考えあぐねていたところであったのだ」

　新しい風を入れれば、また何か違った進展が見込めるだろうし、了承してくれて助かった。

　と、心底安あん堵どしたような笑顔で言われ、困惑してしまう。

　何というか、失礼だとは思うけれどこの王様は王様というより親しん戚せきの気の良いおじちゃんと思ってしまう程に、親しみやすそうな人であった。

「しかし、ランの病を治せる程のポーションを作れる錬金術師を招いたとあれば、折角受け取ったこれも無駄になるやもしれんな」

　そう言って、王様は懐から錬金術師にとって親しみの深い硝子の調合器フラスコを取り出す。

　中には、薄緑の光を放つポーションらしきものが収められていた。

「父上、それは？」

「見ての通り、ポーションよ。ただ、このポーションは普通のポーションよりも効果が高いらしくてな。うちには優秀な錬金術師がいるだなんだと自慢をしてくるフィレール王国の王子の自慢話に付き合って漸く貰う事が出来たブツだったんだが、この様子だと骨折り損になるかもしれんなあ？」

　意図せず、私が過ごしていた国──フィレール王国の話題が出た事で、あまり良い思い出がなかったからか、少しだけ私は動揺してしまう。

　そして、ナガレはナガレで、「……そんな優秀なヤツ、いたか？」と、側そばでぶつくさ独り言をこぼしていた。

「まぁ、知らないのも無理はなかろうて。このポーションはあまり数がなかったからか、一部にしか出回っていなかったらしいからな。ただ、つい先日、大量生産の目め処どでもついたのか、王家お抱えの商人を使って、高値で流通させるだなんだと言っていたぞ」

　数時間ほど前。

　錬金術師長であるダウィドさんが、自分で作ったレシピを私が惜しみなく公開した事に、疑問を持ったように、錬金術師の知識はそのまま金銭に直結する事が多い。

　特に、親しみ深い物であればあるほど、その価値は跳ね上がる。

　たとえばそれは、ポーションとか。

「……あ」

　そこでふと、思い出す。

　作成方法は私が分かればいいかな、程度に色々と端は折しよっていたレシピのメモをレイベッカの家に置きっぱなしだった事を。

　あの時は、さっさと出て行けと言われたので殆ほとんど何も持たずに出て来てしまったから、仕方なかった、とも言えるのだが、

「どうかしたか？」

「あ、ううん。なんでもない」

　温度調整やらを間違えると、すぐに爆発するし、誰かが好奇心であのレシピを使う事があったら危ないから処分しておけばよかった。

　一瞬そう思ったけれど、一応あそこは錬金術師の一族、レイベッカの家である。

　私なんかのレシピには誰だれも興味ないだろうし、そんな心配はいらないかと思い至る。

「でも、そっか。そんな凄い人がいたなら一度くらいは会ってみたかったなあ」

　ポツリと感想をこぼす。

　父さえ許してくれたならば、登城する程度の資格は一応、私もあったんだけれど、あまり歓迎されていない存在だった事もあり、その機会には終ぞ恵まれる事はなかった。

「恐らく、近いうちに顔くらいは拝めると思うがな。特に、あそこの王子は顕示欲が服を着て歩いているような人間である。自慢がてら、この者が我が国が誇る錬金術師である、くらいの喧けん伝でんはするであろうよ」

　そんな私の独り言を耳聡ざとく聞き取ってか。

　王様が面白おかしそうに教えてくれた。

「それで、話はこれで終わりですか？　父上」

「ん？　まぁ、言いたかった事は全すべてもう言い終わったが、何か予定でもあったか？」

「この時間だ。錬金術師用の服の新調を今日中に終わらせるとなればあんまり時間は残ってないだろ。それに、俺はサーシャにパフェを奢おごる約束がある。店が閉まってサーシャの捨てられた猫みたいな顔を見るのは忍びない」

「ちょっ!?　流石さすがの私も、そこまで食い意地張ってないからね!?」

「く、くくく、そうか、そうか。それは申し訳ない事をした」

　辺りは既に夕方の茜あかね色いろと、薄暗い夜の色が混ざり始め、コントラストが形成されていた。

　確かに、そろそろお店閉まっちゃうよなあ、とは少しだけ思いはしていたけど！

　けども！　何もここで言う必要はないと思う。

　お陰で、王様にもめちゃくちゃ笑われてるし。

　今度から、私を見たらパフェの子とか思われるんだよ、これ絶対。
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　街の灯りと薄茜あかねの空の色に照らされながら、服飾の店から足早に飛び出した私は、くるりとこれ見よがしにひと回り。

　紺と金が基調となった正装。

　一応、バッスルスタイルが当初の基本だったらしいけど、如何にも動き辛そうだったので、私は膝ひざ丈たけ程度の長さの控えめなワンピース風にして貰もらった。

　アリスさんはズボンだったし、アストレア王国では、正装のデザインは自由が利くらしい。

　上のコートも羽織ると、魔法師達が好むローブにも見える。

　ただ、錬金術師のコートは赤の糸で華が刺し繡しゆうされており、アストレアではその刺繡さえあれば、魔法師と見間違われる事はないのだとか。

　ついでに、城仕えの人間である事を示すバッジもナガレから受け取って胸のあたりに付けて貰ったので、今の私はどこからどう見ても王城勤めのエリートさんである。

　だから折角なので、どうだ、と言わんばかりに見せつけてみるけど、ナガレは私と違って服装一つに頓とん着ちやくしていないのか。

　淡白な感想しかくれなかった。

「そんなに気に入ったのか」

「そりゃね。城仕えの錬金術師達の正装は、私にとって憧あこがれでもあったから。デザインはフィレールとは違うけど、それでもテンションは上がっちゃうなあ」

　王様との対面の後。

　ナガレに王家が懇意にしている服飾の店へ真っ先に案内され、城仕えの錬金術師用の服を仕立てて貰う事になった。

　本当なら、明日取りにくれば良かったんだけど、三十分もあれば出来るとのことで、じゃあと待たせて貰った。

　その理由は勿もち論ろん、その場で着る為。

　錬金術師として認められたかった私にとって、城仕えの錬金術師達が着る正装は憧れの的でしかなかった。

「嬉うれしい事は分かったが、でも、今それを着て本当に良かったのか？」

「？　どうして？」

「今からパフェを食べるんだろ？　汚しても俺は知らないぞ」

「んふふ。本の虫を舐なめちゃだめだよ。これでも、錬金術の合間に魔法も学んでいたのです！　基本的な魔法程度ならほっとんど使えるよ」

　ドヤりながら、胸を張ってみせる。

　手始めに、服の汚れを落とす際に使う〝クリーン〟を行使すると、何故か「何でもありだな」とか言われて呆あきれられた。

　……なんか納得いかない。

「でも、それだけ魔法を使えるなら、錬金術師じゃなくて魔法師としての道もありだったんじゃないのか？」

　ナガレのその一言に、私の足がピタリと止まる。

　……そう思った時期は、ある事にはあった。

　ただ。

「そう、なんだけどね。そこは何というか。お母さんの影響かなあ」

「サーシャの、お母さん？」

「そ。私のお母さんって、結構、病弱な人だったんだ。そういう人を治したい、助けたいって気持ちが大きかったからかな。私も自分が魔法師に向いてるんじゃないかなって思う事はあったけど、それでも、錬金術師を諦あきらめる選択肢だけはまだ一度も考えた事なかったなあ」

　錬金術師を諦める気がないならば、必然、魔法師として生きるという道は選べない。

「魔法師も、人を助ける立派なお仕事だと思うんだけどね。ただ私は、魔物からより、病とかから誰かを助けたかったってだけ」

　だから、錬金術師なんだ。

　私がそう言うと、ナガレは目め尻じりを下げて微ほほ笑えんだ。

「……確かに、サーシャは錬金術師の方が向いてるよ。というか、魔法師になるのはやめて欲しいな」

「それは分かってる。なにせ、ナガレは私の錬金術の腕を見込んで誘ってくれたんだもんね」

　本当に腕があるのかどうかは知らないけど、一応、その名目で私はアストレアにやって来た。

「いや、そうじゃなくて」

「そうじゃなくて？」

「だって、サーシャが魔法師になったら真っ先に死にそうだろ」

　……それは暗に、私に才能がないと言いたいのだろうか。

　ちょっとだけムカッときて、口をへの字に曲げる。

「向こう見ずだし、一度始めたら妥協とかしないし。んで、優しいし。魔法師になったら、誰かを助ける為ために、頑張り過ぎそう。俺はサーシャには死んで欲しくないから錬金術師のままでいてくれると有難い」

　でも、ナガレのその言葉を聞いた後。

　私の口の形は、への字から、半開きに変わり、どう返事をしたものかと言葉を探しあぐねる事になった。

　揶揄からかうだとか、そういった感情抜きの真正面からの言葉に、私は一人、ちょっぴり動揺する羽目になっていた。

「……ナガレってそういうとこあるよね。しかも、天然で。二年くらいの間で割と慣れたつもりでいたけど、偶にやるよね、その不意打ち」

　本人は、相手の事を気遣ってるだけ。

　だからこそ、タチが悪い。

　私みたいな人間はそういう裏表のない気遣いに滅法弱いから、ちょっとだけ勘弁して欲しかったりする。

　でも、それがナガレの美徳であるから、口に出してやめろとはとてもじゃないけど言えなくて。

「不意打ち？」

「……ううん。ごめん。なんでもない。今のは忘れて」

　女の人みたいに長い睫まつ毛げに、通った鼻筋。

　何処となく中性さも感じる端整な顔立ちも相まって、言葉の威力がめちゃくちゃ強い。

　目を合わせ続ける事が少しだけ恥ずかしくなって、ぷいとナガレから顔を背けて、私は周囲を見渡す事にした。

「んー!!　パフェのお店!!　マカロン！　ケーキ！　プリン！　ここは天国ですか!?」

「……全部甘ったるいな」

「甘いものは正義だよ。脳にも優しいし、私にも優しい！」

　きっとデザートさえあれば、世界平和も夢じゃない。

「そ、そうか」

　相変わらず淡白な返事であった。

　しかし、興奮を隠しきれず、ただでさえハイテンションだった私が更に意気揚々とし始めたからか。若干、引かれているような気もする。

　けど、パフェにとどまらず、デザートのお店が視界いっぱいに広がっている。

　これは仕方がないだろう。

　そう割り切る事で、私はナガレの反応を気に留めない事にした。

　そしてそのまま、閉店してしまわないうちにと、後ろで歩いていたナガレの手首を摑つかみ、足早に行くよと言って先導する。

「そう急がずとも、パフェは逃げんさ」

「そうなんだけど!!」

　フィレールの王都にあるパフェはもう食べ慣れてるけど、ここはフィレールではなくアストレアである。

　待ち望んで止やまなかった見た事もないパフェが目の前にあらわれるかもしれない。

　ならば、たとえ逃げないと分かっていても駆け込みたくなるのが人情。

　ここで、ナガレに食い意地の張った腹ペコ魔人と呼ばれようとも、これだけは譲れなかった。

　そして、パフェ屋さんの入り口に取り付けられた鈴の音を耳にしながらドアを押し開ける。

　店員さんに言うべき言葉は既に決めてあった。

「今日一番人気のパフェを下さい!!」

　これならば、まず外れは引かない。

　一番オーソドックスなやつが出てきたとしても、店によってパフェの味は違うし、次に活いかす事が出来る。

　まさに一切の無駄のない注文。

　さて、どんなパフェが出てくるのだろうかと期待に胸を膨らませる私だったけれど、

「……申し訳ございません。その、今日の一番人気のパフェは、あちらのお客様がご注文なさった分で最後でして……」

　心底申し訳なさそうに謝られる。

　そして、あちら、という言葉に反応して視線を向けると、そこには目新しいパフェを机に六個くらい並べて、忙せわしなくスプーンを動かす大男がいた。

　空っぽの容器を含めれば注文した数は余裕で十を超えていた。

　なんという食い意地の張った男だろうか。

　そうは思ったものの、ただ何というか。

　後ろ姿ながら、その服装と私に背を向ける巨漢の彼自身に何処か既視感があった。

「……ぅん？」

　紺と銀が基調となった服装。

　つい先程まで服飾の店にいたからか、その既視感はより強いものであった。

　時折ちらりと見える肩あたりに刺繡された鳥の羽を思わせるソレは、服飾の店主から教えて貰った城仕えの魔法師の正装そのもの。

　恐らく彼は魔法師なのだろう。

　そう思い至ったところで、件くだんの男が私の存在に気付いてか、はん、と鼻を鳴らし、一歩遅かったなとばかりに挑発めいた口調で言う。

「悪ぃな嬢ちゃん。このスペシャル全乗せパフェは生あい憎にく、今日は売り切れなんだ、わ……？」

　スプーンを口に咥くわえつつ、肩越しに彼が此方こちらを振り返り、そして、

「…………」

「…………」

　ばっちり目が合った。

　同時、頭の中で靄もやがかっていた疑問が氷解する。このパフェを注文しまくっている男に、私は覚えがあった。

　彼もまた、私の事に気が付いたのだろう。

　場に降りる沈黙。

　それは、二秒、三秒と続き、やがて。

「あーーー!!　あの時の図書館にいた人!!」

「あーーー!!　あの時の親切な嬢ちゃん!!」

　一緒になって指を差し合う羽目になった。




「……なんだ、お前ら知り合いだったのか」

「フィレール王都の図書館は、ほんとか知らないけど、世界でも有数の蔵書の量って話はよく聞くからね。あそこは色んな人が来てるよ」

　流石に、国の機密事項に関するものはないけれど、歴史に関するものとかは基本的に全すべて揃そろっているといってもいいと思う。

　というか、だからこそ、わざわざナガレもアストレアからフィレールにやって来ていたのだと思うし。

　そんな事を思いながら、テーブルの上に並べてあったパフェの一つをパクパクと頰ほお張ばりつつ、ナガレの言葉に私は、返事をした。

　城仕えの魔法師の正装に身を包んでいた彼──ガロンさんに、嬢ちゃんとは知らず悪かったと謝られ、謝罪の印にパフェを一つ分けて貰えたのでご相伴にあずかる事になったのだ。

　スペシャル全乗せパフェの名に恥じない具沢山だった。超おいしい。生きてて良かった。

「調べ物がてら、フィレールの王立図書館に寄った時にちょいとこの嬢ちゃんの世話になりましてね」

　確か、調べる為ために手に取った書物が一昔前の言語で、解読出来ずにガロンさんが奇声を上げてるところに出くわしたのがキッカケだった筈はず。

　偶々、錬金術の本を網羅する中でそれなりに昔の言語も分かるようになっていたから、手伝った記憶がありありと蘇よみがえる。

「しっかし、いつか再会する事があれば礼をしようと考えてはいたが、まっさかこんなとこで再会するたぁな。しかもそれ、うちの錬金術師の正装じゃねえか」

　食べる事に必死だった私は、ガロンさんのその言葉にコクコクと首肯する。

「サーシャの事は、俺が誘ったんだ。うちに来ないかってな」

「あぁ、道理で。でも、そういう事なら錬金術師じゃなくて、魔法師になりゃあ良かったのに。嬢ちゃん結構、筋が良かったからよぉ」

　ガロンさんのお手伝いをした際、彼が何かお返しをしたいと言ってきて、固辞したものの頑として聞いてくれなかったので、ならばと彼に少しだけ魔法を習った事があった。

　きっと、それ故の言葉なのだろう。

「ガロンさんのその評価は嬉しい限りなんですけど、私は錬金術師になりたかったので」

「……ったく、そういや、前もこんな感じに断られた気がするぜえ。はぁ～～」

「でも、これからはアストレアにいると思うので、困った事があれば訪ねてきてくれれば……ぁ」

　そう言ったところで、ふと気付く。

　確かアリスさんがアストレア城仕えの錬金術師と魔法師の仲はあんまり良くない、みたいな事を言ってたっけ。

「ん。嬢ちゃんもその辺りはもう聞いちまったか。今は特にぴりぴりしてっから、オレは錬金塔には行けねえなあ。頼るとしても、こうして偶然出会った時に、くれえになるかねえ」

「……そうなのか？」

「殿下はアストレアに帰ってきたばかりなんでまだ聞いてはいないでしょうけど、あれから『ミナト病』についても色々と進展やらがありまして。それもあって、いつも以上に拗こじれてるんですよ」

　進展があったのに、拗れちゃうんだ。

　すこし理解し難い発言に疑問を覚えるけれど、それは私だけだったようで、ナガレは、あー……といった訳知り顔を浮かべていた。

「錬金術師側は、軽度の『ミナト病』の症状を和らげる治療薬を作った。んで、魔法師側は、『ミナト病』の原因を一応、突き止めたんだ。ただ、そこから手詰まりなもんで、互いにてめえらがちゃんとしないから先に進まねえじゃねえか!!　状態ってわけだ。一応、止めてはいるんだが、どうにも歯止めがきかねえ」

　同僚だろうに、どうしてそんなに仲が悪いんだろうか。

　そんな感想をつい、抱いてしまうけれど、きっと私の考えなど到底及ばない深い訳があるのだろう。

「いや、文官と武官の反りが合いにくい事と似たり寄ったりの理由だぞ。とはいえ、お互いに切せつ磋さ琢たく磨ましてくれるのであれば、仕事に支障をきたさない程度には構わないと父上が許容している事が、最たる原因とも言えるが」

　……どうやら、原因は国王様にもあるらしい。

「それで、その『ミナト病』の原因ってのは一体なんなんだ？」

「……殿下は、〝ネードペント〟と呼ばれる植物をご存じですかね」

「いや、知らないな」

「ん、ん！　んっ！　私、知ってます！　ネードペント！　本で読んだ事がある……というか、あの時ガロンさんが調べていたのも植物に関するものでしたよね」

　直前まで咀そ嚼しやくしていた果物を急いで飲み込みながら、私はその会話に交ざる。

　植物に関しては、錬金術の材料になるものはないかと一通り調べていたので、ガロンさんの言う〝ネードペント〟にも覚えがあった。

　確か、全長十メートルほどの食魔植物であったと記憶している。

　魔物を食べる植物ゆえに、食魔植物。

　さらに、人間や虫なんかも一口でバクンといっちゃう危険な植物である。

「おー。よく覚えてんな。嬢ちゃんの言う通り、あの時からオレはずっと植物について調べてた」

「花粉を飛ばす植物がどーのこーのって言ってましたよね」

「花粉を飛ばす……？　っ、ああそうか。そういう事か。だから、『ミナト病』は港街の辺りでだけ流行してたのか」

「……？　えっ、と、どういう事ですか？」

　ナガレはガロンさんの説明で理解出来たみたいだけど、私にはさっぱり分からなかった。

「そうだなあ。なあ嬢ちゃん。ここら辺と、港街。何が違うと思う？」

「……海が近いか、近くないか？」

「じゃあ、海が近い場所だと何が起こる？」

「そりゃあ、津波だったり、潮風が吹いたり、海に近い地域だと……あ」

　漸く思い至る。

　そうだ。

　港街では、潮風が吹き込む。

　そして、『ミナト病』は港街で流は行やった病。だとすれば、原因として考えられるのは、

「人に害を与える花粉が、風に乗って来たって事ですか」

「そういうこった」

　百点満点の回答だ。

　そう言わんばかりの屈託のない笑みが、ガロンさんから向けられた。

　恐らく彼は、その為にあの時、図書館で植物について調べていたのだろう。

　なんというか。

　陳腐だけど、凄すごいなあって感想しか出てこなかった。

「んで、かれこれ百年以上前に〝ネードペント〟の変異種のようなものが見つかったっつー記録がフィレールの王立図書館に残ってた。そこに、変異種の〝ネードペント〟による花粉の影響についてちょろっと書いてたんだが、その症状が『ミナト病』に一致する」

　だから、今回の原因は〝ネードペント〟にあるのだと。

「じゃあ、その〝ネードペント〟を焼くなりして始末すれば一件落着なんじゃ……？」

「と、思ったんだがな。面倒臭え事に、その花粉の量が尋常じゃなくて焼く以前の問題で、そもそも近づく事すら出来ねえんだわ」

「あ……」

　遠くから魔法をドカーン！　で終われば良いけど、話はそう単純なものではなかった。

　それに、その花粉によって『ミナト病』が発症したにもかかわらず、なんの対策もなくその原因へと近付けるわけがない。

「それで、今は錬金術師達に花粉に対する対抗薬的なもんを作って貰もらってるとこなんだが、それがまた上手く進まなくてなあ。もうここ最近は、城ん中はずっとぴりぴりしてんだよ」

　魔法師の中には、錬金術師達を遠回しに煽あおるやつもいるしな。

　付け足されたその一言で、アリスさんがどうしてあの時、鼻を明かすとかなんとか言っていたのか、その理由に合点がいった。

　ただ、『ミナト病』を解決する場合、問題はその対抗薬的なものだけではない気がする。

「……でも、〝ネードペント〟といえば、魔力耐性が特に強い植物でしたよね」

「まぁな」

「それも、変異種ともなると……魔法師だけでは手に負えない可能性だってありますよね」

「痛いとこ突ついてくれるな、嬢ちゃん」

　私の一言に、ガロンさんは苦笑い。

　ナガレはナガレで考え事をしているのか。

　口を真一文字に引き結んだまま、じっ、と黙考を始めていた。

「それも含めて、今は手詰まりってわけだ。とはいえ、錬金術師側が対抗薬を完成させねえ事にゃ、話が進まねえのは事実だけどな」

　そこまで言ったところで、私と同様にパフェを食べながら話していたガロンさんの手が止まる。

　どうやら、テーブルに並べていたパフェを私にくれた分を除いて全部食べ終えてしまったらしい。

　…………早!?

「と、ところで、その花粉のサンプルとかって何処かにありますかね？」

「そういや、嬢ちゃんは錬金術師だったな」

　思い出したように言葉を口にしながら、ガロンさんはゴソゴソとローブのポケットを漁あさり、小さな硝子がらすの入れ物を私に差し出してくれる。

「偶然にも、ダウィドのやつに渡し忘れてたやつがあってな。これ、嬢ちゃんにやるよ」

「……えっと、良いんですか？」

「錬金術師なんだろう？　別に、ダウィドにも既に結構渡してるし、何よりこれは渡し損ねてた分だ。気にする事ぁねえよ」

　錬金術師長であるダウィドさんを呼び捨て。

　ガロンさんはダウィドさんと仲が良いのだろうか。

　そんな事を思っていた最中、腕に嵌はめた時と計けいにガロンさんは視線を落とし、「やべ、もうこんな時間かよ!?」などと叫び、突如として慌てふためく。

「殿下。ちょいとこれから用事があるんで、オレはこれにて失礼させていただきますわ。それと、嬢ちゃん」

「はい？」

「ダウィドや他の錬金術師が嫌になったら、魔法塔を訪ねてきてくれや。嬢ちゃんなら大歓迎だ。ガロンに呼ばれたって言やぁ、魔法師の連中なら悪くはしねえ筈だ」

　んじゃ、またな!!

　本当に時間が差し迫っていたのだろう。

　ガロンさんはそれだけを告げ、駆け足で店を後にしてゆく。

「にしても、ガロンさんって偉い方なのかな。ダウィドさんの事も呼び捨てだったし」

　それとも、仲が険悪って事もあって魔法師は錬金術師の人を呼び捨てたりするのが普通なのかなあ。などと思いつつ、発言した直後、

「ん？　サーシャは知らなかったのか？　ガロンはあれでも一応、魔法師長だぞ？　ダウィドのことを呼び捨てにしてる理由は、ガロンとダウィドが同期の人間だからだろうな」

「…………[image: ]？」

　当たり前のように口にされたナガレのその一言は、完全にガロンさんの事をパフェ好きのおっちゃんとしか思えなくなっていた私の思考力をいとも容た易やすく奪っていった。

　とはいえ、私に対して己が魔法師長であるとガロンさんが名乗らなかった理由は、こういった反応をすると分かっていたからなのかもしれない。

　親しみやすいあの口調から、何となくだけどそう思った。

　だから、ちょこっと無礼な事も言ってしまってたような……という後悔の念のようなものを、強引に彼方へと吹っ飛ばしておく。

　そして、譲って貰ったパフェに、私は再び手をつける事にした。

「そういえば、サーシャ」

「んー？」

「基本的に、家を持ってる者を除いて、城仕えの人間の大半は、城で過ごすか専用の寮で過ごすかなんだが、サーシャはどうしたい？」

　勿もち論ろん、一人で暮らしたいという希望があれば、それに合わせて都合はするが……。

　ナガレがそこまで言ったところで、聞き慣れない言葉が混ざっていた事に私は気付く。

「……寮なんてあるの？」

「錬金術師と魔法師で分かれてはいるけどな。錬金術師の寮だと……あの時顔を合わせた連中で言うなら、アリスが入寮者だった筈はずだ」

「ああ！　アリスさん！」

　美お味いしいお菓子をくれた人。

　少しなんというか、私の印象としては、姉御肌な人って感じだった。

　でも、良い人だって事は分かってる。

「あれ、だけど、アリスさんってあの後すぐに帰ってたような……」

　寮というくらいだ。

　門限か何かがあるのだろうか。

　とすると、少しだけ過ごし難いなあ。

　なんて考える私の胸中を見透かしてか。

「門限は基本的にはない筈だ。ただ、今はその、ガロンが言っていたように関係が悪いらしいからな。城にいればどうしても魔法師と鉢合わせる可能性がある。だったら、さっさと寮に帰って錬金術の続きをした方が良いってだけだと思うぞ」

　特別深い理由もなく、単に魔法師の顔を見たくないだけ、という思わず拍子抜けしてしまう理由に、クスリとしてしまう。

「寮でも錬金術が出来るんだね」

　私の実家は錬金術師の一族だったから例外的に家の中に工房があったけど、普通はそうはいかない。

　だから、寮の中でも錬金術が出来るというナガレの発言は、意外であると感じてしまう。

「一応、錬金術師用の寮だからな。名前は……確か安直に錬金寮、とかだった筈だ」

　正式な名前は特になく、錬金術師の寮だから、錬金寮。深い意味は特にないと言われる。

「寮、かあ。アリスさんもいるのなら、悪くなさそう。というか、ワイワイしててなんか楽しそう！」

　何より、錬金術師と魔法師との仲が悪いせいか。

　錬金術師同士で謎の団結が出来上がっていた。

　お陰で、突然の新入りであった私にもみんな好意的に接してくれたのはまだ記憶に新しい。

　個人的に、レイベッカにいた時は殆ほとんど孤立してしまっていたから、ワイワイというものに憧あこがれがあった。だから、私の興味は既に錬金寮なるものに一点集中してしまっていて。

「なら、それ食べたら見に行ってみるか？　一応、客間はいつも空いてる筈だし、試しに今日一日過ごしてみるってのも手だと思うぞ」

「!!　そういう事なら、そうする！」

　目をくわっ、と見開いて、私が即答すると、何故かナガレに微ほほ笑えましそうに笑われた。

　ただ、その笑みに何処となく生温かさを感じ、そこに違和感を覚えた私は眉まゆ根ねを寄せる。

　何というか、今のナガレの表情は、私の様子を楽しそうって感じで見ているというより、安あん堵どしている感じに近かった。

「……安心したよ」

　そして、私が抱いたその感情が正しかったのだというように、遅れてナガレの言葉がやって来る。

「安心、した？」

「いや、楽しそうにしてくれてるからさ。家から追い出されたってなると、その、色々とあるだろ？　落ち込んでるようなら、ここら辺にあるパフェ屋を巡るだとか、色々と俺も考えてたからさ」

「…………む」

　それはしまった。

　ここはあえて、しょんぼりしていると見せかけてパフェ屋ツアーに招待して貰うべきだったかと割と本気で後悔する。

「おい、今更しょぼくれてももう手遅れだからな」

「……ぐっ」

　実は悲しいんです。

　的な感じに見せたら、今からでも間に合うかなって思って演じてみようとしたけど一瞬で看破された。

　くそう。

「……でもまあ、楽しそうでよかったよ。そういう顔を見せてくれると、こっちも誘った甲か斐いがあったって思えるしな」

　……そう言われると、わざと悲壮感を漂わせようとした先の私の行為が最低なものに思えて、心に鋭い矢がグサリと突き刺さる。

「う、うん。ありがとうね」

　元々は、実家に認められる為ために始めた錬金術。

　だけど、意外とその錬金術が私は嫌いじゃなかった。腐っても錬金術師の一族、レイベッカ伯爵家の血を受け継いでいたというべきか。

　嫌いどころか寧ろ、好きな部類であった。

　だから、その好きな事を仕事に出来るこの機会は本当に得難いものであって。

「……でもいつか、お礼しなきゃいけないなあ」

　ポツリと呟つぶやく。

　でも、アストレア王国の王子であったナガレに、私が返せるものは……果たしてあるのか？

　と、考えれば考えるほど分からなくなる疑問にぶつかる私であったけど、

「だから、いらないって言ってるだろ」

「ぁたっ!?」

　軽くデコピンされる。

　いい加減このやり取り、やめないか？

　という、呆あきれの感情が声音にはふんだんに詰め込まれていた。

「……あのな、俺はお前から色々と貰い過ぎてるんだ。だから、これはお返しだって言ってるだろ。それに、俺はただ、お人ひと好よしな友人の力になりたいだけだ」

　それなのに、お返しなんて考えられちゃまるで俺がそれを期待してこの行為をしているみたいだろうがと咎とがめられる。

　……確かに、そういう捉え方もあるけども。

「だから気にするな。それでも、どうしてもお返しがしたいなら、俺のこの自己満に付き合ってくれればそれがお返しだ。分かったか？」

「……なんか上う手まいこと言い包くるめられてる気しかしないけど、分かった」

「それでいい」

　不承不承ながら頷くと、満足したようにナガレは口角を少しばかりつり上げる。

　そしてちょうど、ガロンさんから譲って貰もらったパフェを食べ終える。

　スペシャル全乗せパフェの名に恥じぬ満足度だった。これはリピートしなくては。

　心にその感想を刻み込みながら、私は寮へと先導してくれるナガレの後をついてゆく事にした。
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「──で、なんで殿下までいるんすか」

「悪いか」

「いや、悪くないんすけど……あの、その、ここ、錬金寮っすよ？」

　ぐるぐる眼鏡めがねを掛けたダボダボＴシャツの青年が、突然のナガレの来訪に慌てふためく。

　控えめながら、「……場所を間違えてません？」と訴え掛ける彼だったけど、残念ながら私達の目的地はここ、錬金寮で間違いなかった。

「それに一応、俺だってこの二年間はずっと錬金術の勉強をしてたんだ。十分、ここに足を踏み入れる権利はあるだろ？」

「ぁ、そういえば殿下って錬金術の勉強も兼ねてフィレールに行ってたんでしたっけ」

「まぁな」

「おぉっと、そういう事なら大歓迎っす!!　錬金術師バンザイ！　魔法師くたばれ！　がうちらの座右の銘っすから!!」

　見事なまでの手のひら返し。

　手首がぐるんぐるんである。

「それで、殿下の後ろにいるそこのお嬢ちゃんは……錬金術師、みたいっすけど、見た事ねえ子ですねえ。新入りっすか？」

「えと、今日から錬金術師としてお世話になってます。サーシャっていいます」

「わお。超礼儀正しい子っすね。良い子だからアリスあたりに失礼な言葉遣いしても、おれが特別に許したげへぶっ!?」

　バシーンッ、と寮の奥からスリッパらしきものが飛来し、そのままぐるぐる眼鏡の彼の頭部に見事的中。

　彼はというと、前につんのめるような感じになっていた。

「……いてててて。何するんすか」

「それはあたしのセリフだから。無茶苦茶な事を勝手に吹き込んでんじゃないわよ、ウェル」

　頭をさすりながら、彼が肩越しに振り返った先には、城で一度顔を合わせたアリスさんがいた。

「サーシャさん。そいつは、引き籠こもりのウェル。基本的に引き籠もりだから城にはいないけど、能力は優秀だから錬金術師として雇われてるただの変人よ」

「……アリスこそ勝手に無茶苦茶な事吹き込んでんじゃないっすか。こういうのを捏ねつ造ぞうっつーんすよ。捏造。あーやだやだ」

「じゃあ、明日は登城しなさいよ」

「すみません。おれが悪うございました。それだけは許して欲しいっす」

　秒でウェルさんは白旗をあげていた。

　そのコントとしか言いようがないやり取りに、思わずクスリと笑ってしまう。

　そして、ナガレも同じ心境だったのか。

　私と一緒になって目の前の光景に笑っていた。

「楽しそうな場所だね」

「だな」

　アリスさんとウェルさんは心外だ、と言わんばかりの表情を浮かべてたけど、ワイワイとは程遠い環境で育った私からすれば、こういう空気は好むところであった。

　ある程度仲がいいから起こるやり取りというか。

「……まぁ、錬金術師が錬金寮を使う事は別に構わないのだけれど、うるさいやつがいるわよ。こいつとか、こいつとか、こいつとか」

「おっかしいっすね。どうしてアリスはおれを指差してるんすか」

「……ついさっきも爆発させてたやつが、何を言ってるのだか」

「おれ、都合の悪い過去は一瞬で忘れる主義なんすよ」

　ドヤ。

　と、得意げな顔でウェルさんが胸を張るものだから、アリスさんは呆れて物も言えなくなってか、最早、言い返す事すらしなくなっていた。

「……こんなのがいる寮でも良ければ……って、愚問だったみたいね」
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　私が浮かべる面白いものを見るような表情から、全すべてを察してくれたのか。

「一応、あたしがここの寮長をしてるの。何かあればあたしに聞いてくれればいいから。それじゃあ、改めて。寮の方でもよろしくお願いするわね、サーシャさん」

「はい。こちらこそ、よろしくお願いしますっ」

　隣で微ほほ笑えむナガレに見守られながら、ひとまず私はこの錬金寮でお世話になる事が決まった。




「んじゃ、話が纏まとまった事だし、早速新メンバーを交えて続きといきまっすかねえ」

　両手を合わせ、パン、と乾いた音をウェルさんが響かせる。

「……続き？」

「いやいや、ここは錬金寮っすよ？　疑問も何も、する事といえば一つしかねえでしょうや」

　ねえ？　アリス。

　そう言って、投げられていたスリッパを回収しながら、ウェルさんはアリスさんに視線を向けた。

「ちょいと手詰まりな状況が続いてたんで、外からの新しい意見も欲しかったところだったんすよ」

　手詰まり、というと、ガロンさんが言っていた〝ネードペント〟の花粉に対する対抗薬の事だろうか。

「特に──王妃様レベルの重度の『ミナト病』を治すポーションを作った錬金術師の意見ともなると余計に、ねえ？」

　先程までと何一つ変わらないウェルさんの笑みが向けられる。

　ただ、本当に前が見えているのかすら判断が付かないぐるぐる眼鏡のせいで瞳ひとみまでは分からない。何となく、私という人間を値踏みされているような、そんな気がした。

　でも、その視線は決して不快感を催すものではなく、寧ろ真逆。

　かつて、レイベッカの実家で向けられ続けていた疑いの視線とはまるで違った。

　多分これは、期待のあらわれとか、そんな感じのもの。

「……が、頑張ります」

　だから私は、若干言葉に詰まったけど、どうにかその期待に応こたえられるようにと返事をする。

「おお。良いっすね。サーシャさんはよく分かってる。偶に弱気になるやつもいるんすけど、錬金術師に『出来ない』なんて言葉は必要ないっす。その姿勢はおれの好むところっすね」

　そして、手を差し伸べられる。

「それじゃあ、さっきはアリスが無茶苦茶な自己紹介しやがったんで改めて。おれはウェル。ウェル・シュナウザーっす」

　よろしくという挨あい拶さつなのだろう。

　少しだけ抜けてる感じはするけど、多分、ウェルさんも良い人なのだと思う。

「えと、握手を返したいのは山々なんですけど……そっちの手、スリッパあって握り返せない、です」

「ぅわっと!?　おれとした事が、こりゃ失敬、失敬」

　ただ少しばかり、本当に抜けている部分があるだけで。

　そのぐるぐる眼鏡、ちゃんと見えてるのだろうか……？

　そんな疑問を抱く羽目になりながらも、私は改めて差し出されたスリッパを握っていない方の手を握り返し、錬金寮へと足を踏み入れる事となった。
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「わあ」

　数時間前に王城に位置する錬金塔で漏らした感嘆の声と全く同じものを、私はここでも口にしてしまう。

　器具も、部屋の広さも、錬金塔にあったものと全く同じ規模の工房が錬金寮の中にも存在していた。

　そして、親しみ深い硝子の調合器フラスコがずらりと部屋の隅っこに並べられている。

　もしかしてあれが、対抗薬作りに関するものなのだろうか。

　そんな事を私が思っていた折、

「あの、一ついいかしら」

　何処か控えめなトーンで、声が上がる。

　それは、アリスさんによるもの。

「えっと、サーシャさんが錬金寮を使うのは分かったのだけれど……殿下は一体いつまでここに居るのかしら？」

　ウェルさんに言われるがまま、案内されていた私と一緒についてきていたナガレに言葉が向けられていた。

「あぁ、いや、サーシャが心配だったからついてきてただけだ。心配せずとも、あと少ししたら城に帰る」

　ついこないだ家から追い出されて、居場所失って、手を差し伸べられて。

　そんな出来事に私が見舞われていたからだろう。パフェ屋で言っていたように、ナガレは優しいから、心配してくれていたのだと思う。

「……あー、えっと、その、私がちょっと色々と訳あり、で、だから、多分ナガレは心配してくれてて、その、だから」

　あんまり責めないで欲しいなあ、なんて。

　アリスさんに言い訳染みた言葉をどうにか伝えようとしたところで、違うの違うの、と首を振られる。

「別に責めてるわけじゃないのよ。ただ、どうしてかなって単純なあたしの疑問だっただけだから」

　あれ。

　もしかして私の早とちりだった……？

　そう思ってナガレの方に視線を向けてみると、ちっとも悪びれた様子はなかった。

　恐らく本当に、これはただのアリスさんの純粋な興味だったのだろう。

「殿下とサーシャさんって、仲が良いのね」

「二年間くらい、一緒に勉強しながらポーション作ってましたから」

　たかが二年と言われてしまえばそれまでだけど、私自身はナガレと仲は良いと思ってる。

　ナガレが困ってたら、迷わず手を差し伸べるくらいに大事な──友達。

　なのでもし、私に出来る事があるとしたら、多分その時は全力でやると思う。

　だから、アリスさんからのその言葉は嬉うれしくて、つい破顔してしまう。

「成る程ねえ。それであんなに息がピッタリだったんだ」

「ぐ。なんかおれがいない間に、城で面白い事が起こってたっぽいっすね……」

　引き籠もり呼ばわりされていたウェルさんは、本気で悔しがっているようだったけど、城に行っておけば良かった、と言わないあたり、引き籠もりは筋金入りなのだろう。

「……まぁ、それはさておき。これ、どう思います？」

　並べられていた硝子の調合器フラスコ。

　そのうちの一つを手に取り、ウェルさんは私達に見えるように差し出した。

　中身の液体はというと、何処となく不穏さを感じさせる赤味を帯びた色合いだった。

　そういえば、ガロンさんから渡されたサンプルの花粉も赤色をしていたっけ。

「それは？」

「これは、『ミナト病』の原因である〝ネードペント〟の花粉自体を完全に殺してしまったものっすね」

　完全に殺せているなら、それはもう完成なのでは？

　一瞬そう思うけれど、ウェルさんの曇った表情が、そうでないのだと物語る。

「火の魔法を使って十分程度炙あぶって漸く、この状態なんすよ。流石さすがに、花粉を吸い込む度に火に炙られろとは言えんでしょう？」

「……そういう事ですか」

「で、こっちが火に弱い事を知ってから作り始めた中和剤──もとい、対抗薬の試作品だったんすけど、中々これが上う手まくいかなくて」

　そう言って、もう一つ、硝子の調合器フラスコをウェルさんは手に取って見せてくれる。

　先程のよりも若干濁っているようには見えたけど、どうやら未完成であるらしい。

「色んな薬草やらを試したり、本も幾つか読み漁あさってたんすけど、ほんと、あと一歩が届かなくて。一応、無害化一歩手前まではきてるんすよ」

　参ってるのだと口にするウェルさんの話を聞く私であったけど、火に弱いと聞くや否や、私の頭の中にはある薬草が浮かんでいた。

　それは、先程のポーション作りで使用した火によく反応する薬草、アグニの葉。

　ヨスガの葉の代わりを作る為ためのアレは、使用する火の魔法を調整すれば良いだけの話だったのだが、それを知らなかった昔の私とナガレは一時期、違う試みをしていたのだ。

　その際に、偶然知り得た知識。

　それが役に立つかもしれない。

「その未完成品。あとは何が不足してるんだ？」

「これはっすね、火の魔法に弱い点から、花粉の病原に対する抗体と言いますか、無害化を図れるものではあるんすけど、対抗薬として使用するには難があり過ぎるんすよ」

「難？」

「今のままじゃ、到底、人が飲めるようなもんじゃないの。要するに、副作用とかが酷ひど過ぎる」

　ウェルさんと、アリスさんが一緒になってナガレの疑問に答えていく。

「端的に言うと、一応は病原の抗体になれるんすけど、ある一定の時間を経ると、こいつが困った事に正常な細胞まで破壊し始めるんすよ」

「あぁ、そういう事ですか」

　一応、対抗薬自体は出来ていると。

　ただ、その効果があまりに強過ぎると言うだけで。

「かといって、効果を弱めようものなら対抗薬としての機能が不十分な失敗作が出来上がるの」

　──でも、それならばやっぱり、昔アグニの葉を用いて試行錯誤していた頃ころに知り得た偶然の産物が役に立つだろう。

　錬金術につきものとも言える劇薬。

　既にあるものを破壊し始めるようなじゃじゃ馬過ぎる素材を中和もとい、緩和してくれる材料の作り方を私達は偶然にも知っていた。

「それで、殿下達の意見を是非とも聞きたいんすけど」

　ウェルさんにそう言われ、私はナガレと一度顔を見合わせる。そして。

「それだけなら、月夜見草で何とかなりそうだな」

「なら、月夜見草で何とかなりそうですね」

　夜にだけ咲く一風変わった草花。

　取り敢えず、片っ端から薬になりそうなものは全部試しまくった私達だからこそ、か。

　ナガレと全く同じタイミングで、同じ意味合いの発言を私はしていた。

「……月夜見草って、あの？」

　アリスさんが信じられない事を聞いたとばかりに、聞き返してくる。

　でも、その理由はよく分かる。

　なにせ、月夜見草は一応、毒花として知られている草花であるから。

　ただ、物は試しという事で試行錯誤しているうちに出来てしまったのだから仕方がないという他ない。

「はい。ただ、一つだけ問題があって」

　しかし、夜しか咲かないという特性の他に、問題が一点だけあった。

　それが、

「……ものすっごい大量の月夜見草が必要になるんです」

　必要となるのは月夜見草の花の部分。

　そこから搾る事で取れる数滴程度の水分が、大量に必要となる。

　そろそろ夜に変わるだろうから、月夜見草は今から取りに向かうとしても、恐らく、人手が私一人じゃ全然足りない。

　少なくとも、あと三人くらいは欲しい。

　私と、ナガレと、アリスさんと──。

「なんでそこで、おれを見るんすか」

　──ウェルさんも手伝ってくれれば、多分足りそうなんだけどなあ。

　と思った私は無意識のうちにウェルさんを見詰めていたのか。

　心底嫌そうに、言葉が発せられた。

「い、いやぁ、その、四人くらい人手が欲しいので、ウェルさんの手も借りられたりしないかなあ、なんて」

「あはははははは。サーシャさんって面白い冗談を言うんすね。でも、それは流石にお断、んぐっ!?」

　目を逸そらしながら、ダメ元で頼もうとして、即答で断られようとしたその時。

　側にいたアリスさんが、ちっとも感情が籠こもっていない笑い声を上げていたウェルさんの首根っこを背後から摑つかみ上げた。

「ま、手詰まりだった事は事実だしね。分かった。あたしはその言葉、信じるわ。何より、あの時ポーション作成の腕はこの目で見てるもの。それだけで、ある程度は信用出来るわ」

「!?」

　そして、否応なしにずるずると首根っこを摑んだまま、ウェルさんの身体からだをアリスさんが引っ張ってゆく。

「ちょ、助けて！　おれ、外の風に五分以上当たると死ぬ病気抱えてるんすよ!!」

「大丈夫よ。今日は無風だったわ」

「ま、間違えた!!　寮から五分以上離れたら死ぬ病気だったかもしれないっす……!!」

　慌てて言い直すウェルさんであったが、その言葉が単なる噓っぱちである事はバレバレであった。

　そのウェルさんとの一連のやり取りで何となく、アリスさんが寮長を任されている理由を垣かい間ま見みたような、そんな気がした。





◇◇◇






「そういえば、アストレアの王都って随分と治安がいいんですね」

　──月夜見草。

　その自生場所を知っているというアリスさんが先行し、その次に勝手に逃げられないようにとウェルさんが。

　そして、最後に私とナガレという順番で歩く中、ふと気になった疑問を口にしてみる。

　普通、王子様なんて立場になればそれはもう鬱うつ陶とうしいくらいの護衛に囲まれて過ごすのかなって偏見を持っていたのに、ナガレにはそんな様子がちっともない。

　事実、こうして日も暮れ、夜闇に辺りが染まっているにもかかわらず、護衛らしい護衛は一人として側にいない。

　だから、アストレアは凄すごく治安が良いのだろうと私は勝手に結論付けていた。

「治安がいい？　……まぁ、そこそこだとは思うけど、どうして？」

「だって、ナガレがこうして自由気ままに動けているので。私としてはその方が嬉しいんですけど、フィレールではもっとその、王子殿下に対しての警護が厳重だったといいますか」

　遠目からしか見た事はなかったけど、少なくとも、護衛でもない人間と二人きりでパフェ屋に入れそうな感じではなかった。

「そりゃあ、殿下に護衛なんていらないっすからね」

「へ？」

「サーシャさんは、殿下とフィレールで出会ったんすよね？」

「えっ、と、その、そうですけど」

「不思議に思わなかったんすか？　仮にも王子殿下である人間が、お忍びだったとはいえ、護衛一人側にいなかった事は」

「……言われてみれば確かに」

　過ごした期間が数日程度ならまだ分かる。

　でも、実際は二年である。

　その間、護衛らしき人間は一度として目にした事はなかったし、そんな素振りはこれっぽっちもなかった。

「答えは単純明快。要らなかったんすよ。というか、言い包められなかったが正解っすかね。こう見えて殿下、めちゃくちゃ強いんすよ。どうにかしようと思ったら、魔法師長クラス呼ばないとどうにもならないくらいには」

「…………む」

　不自然な沈黙を間に挟んでしまうけど、言われてみれば若干、思い当たる節はあった。

　錬金術には魔法の腕も多少なりとも必要となるのだが、なんというか。

　ナガレは魔法の腕だけめちゃくちゃ高かった。

　それが普通なのかな。

　私がちょっとセンスが足りないのかなって二年の間ですっかり思い込んでたけど……やっぱり違うよね!?

「だからほら、おれが寮で殿下と出会った時、ああ言ってたんすよ」

　思い起こされるは、少し前に発せられた言葉。

　──あの、その、ここ、錬金寮っすよ？

　てっきり、王子殿下が来るようなところじゃないという意味合いの言葉だと思ってたけど、どうやらそれは私の勘違いだったようで。

　魔法師寄りの筈はずの殿下が、どうして錬金寮にいるんですか、という問いだったらしい。

「……なんか、色々と納得がいきました」

「というか、殿下がいなかったらそもそも、こうして思い付きで月夜見草を取りに向かう事はしなかったでしょうけども」

「？？」

　立ち入り禁止の場所に自生しているから、王家の人間であるナガレの許可なくして……といった事かと思った矢先。

「いやあ、ここら辺って魔物が出るんすよね。牙きばが良い素材になる──〝ヴァンピール〟が」

　ウェルさんの何気ない言葉と共に、キィキィ、と生理的不快感を催す嫌な鳴き声と物音が私の鼓膜を揺らした。

　聞き間違いかと思ったけど、ぞわりと怖気立った首筋が、そうではないと教えてくれる。

　出来れば、ただの空耳であって欲しかった。

　さっき、ナガレに魔法師を目指さなかった理由を話したけど、実をいうとアレは見栄を張っていた。

　正直な事を言ってしまうと、私は苦手なのだ。

　魔物が、全般的に苦手なのだ。

「…………」

「あれ？　サーシャさん？　急に黙り込んでどうかしたんすか？」

　幼少の頃ころにとんでもないトラウマがある、なんて過去があるわけじゃないけど、昔から魔物──特に顔が気持ち悪い魔物はダメだった。

　あと、足がいっぱいあるやつとかも無理。

　とんでもない色合いのやつも無理。

　とどのつまり、魔物ほぼ全般無理だった。

「ど、どうもしてないです。なんでもないです。ないです」

「ふぅーん。そっすか」

　若干、不自然感はあったけど、多分大丈夫。バレてない。隠し切れてる。

　というか、フィレールでは月夜見草が自生してた場所に魔物なんていなかったのに、なんでアストレアでは魔物がいるんだよ……！

　心の中で盛大に文句を言いながら、私は右の手をナガレの腕へとこそっと伸ばす。

　そしてガシリと摑み、いざという時は助けて下さいとアイコンタクトを送っておいた。

「ところで、サーシャさんと殿下ってどうやって出会ったのかとか聞いても良かったのかしら？」

　自生場所までまだ距離があるのだろう。

　雑談でもして時間を潰つぶそうとするアリスさんの言葉に、私も頭の中を埋め尽くす「魔物」というワードをどうにか搔かき消けすべく、問題ありませんと答えた。

「……でも、そこまで面白いエピソードとかありませんよ？」

「あれ？　そうなの？」

「単に、毎日顔を合わせてるうちに挨あい拶さつするようになって、それで偶然同じ本を借りようとした時にお互いが錬金術に関する調べ物をしてたって気が付いて。そこから、時間が合った時は決まって一緒に錬金術を学んだり、ポーションを作るようになった、ってだけですから」

「へええ。てっきり、腕の良い錬金術師を探しに行った殿下が声を掛けたのかと思ってたけど、そういうわけじゃなかったのね」

「ナガレと出会った時はそもそも、私、錬金術師ですらなかったですからね」

　自称でよければ錬金術師と名乗っていたと思う。でも、その時の私はまだ、誰からも認められていなかった。

　だから、適切な言い方をするなら錬金術師の卵、とかそんな感じに落ち着くだろうか。

「……そうなの？」

「はい。ですから、ぶっちゃけ今も自分が錬金術師である自覚が希薄といいますか、この正装のお陰でなんとかそう思えてるといいますか」

　パフェ屋に向かう前に仕立てて貰もらった正装に視線を落としながら、苦笑いを一度。

「あ、でも、錬金術師として迎え入れられたからにはちゃんと頑張るつもりなのでそこは安心して下さい！　サボるつもりは全くないので！」

「うぐっ」

　すぐ側で、何故かウェルさんが心のダメージを負っていたみたいだけど、それに構う事なく気丈に見せようと言葉を続けようとして。

「──積み上げた努力と経験の量こそが、自信と技術を作る」

　会話に割り込むように、ナガレが呟つぶやいた。

「それ、ダウィドの言葉ね」

「良いよな、この言葉。俺、好きなんだよこれ」

　それは錬金術師長であるダウィドさんの言葉らしい。

「だから、サーシャはもう立派な錬金術師だと俺は思うけどな。少なくとも、俺はサーシャの努力を知ってる」

「ま、積み上げた努力はちゃんと後からついてくるものね」

「あ、知識も努力次第っすね。試行錯誤、破裂、爆発、蒸発。失敗も、そもそも努力がないと起こり得ないっすからねえ」

　あんたは少し、失敗の量を減らしなさいな。

　そうウェルさんがアリスさんに怒られていたけれど、そこまで言ってくれる人達の前で卑屈になるわけにもいかないかと思って、笑顔を見せる事にした。

「それじゃ、もっと堂々と胸を張れるように、すっごい物を頑張って作らなくちゃいけませんね」

　今であれば、〝ネードペント〟の花粉に対する対抗薬だろうか。

「おお。いいっすねえ。そろそろあの文句たらたらのクソ魔法師共を黙らせてやらねえと」

「ダウィドはまだ、〝魔物大量発生スタンピード〟の後処理に手を取られてるから、その間にあたし達で完成させておきたいわね」

「民の為ためにも、経済の為にも、そろそろいい加減、『ミナト病』を解決させないといけないしな」

「ん！　なら、早いところ月夜見草を持って帰って調合しないとだね」

　みんなで頑張って対抗薬を作ろう！　で、話が纏まとまりかけていた折。

　不意にみしっと足下から音が聞こえた。

「……みしっ？」

　なんか、変なものをぐにゃっと踏ふみ潰した感がある。

　でも、木の枝とかじゃなくて、これはなんというか、物体だ。

　ぬいぐるみとかそういうどこか感触が生々しい感じの──。

「…………」

　そう思って足下に視線を落としてみると、夜闇のせいで視界不良だったものの、見覚えのあるシルエットがあった。

　それはちょうど、アリスさん達との会話のお陰で漸く頭から消えつつあった存在。

〝ヴァンピール〟の死し骸がいが私の履いている靴の真下にあった。

　身体からだの色は、煤すすけた緑と黒色の二色。

　羽が生えていて、ただ顔面はオークと何処か似ていて気持ち悪い感じの夜行性の魔物。

　極め付けに、体液的なのが身体から出ていたせいで、グロの一段階上に進んだ感じになってる。

　お陰で、直近三十秒くらいの記憶を丸ごと消しとばして欲しくなった。

「…………」

「サーシャ？」

　無性に現実逃避がしたくなって、足を止める私を不審に思い、ナガレが声を掛けてくれる。

　でも、その心遣いに感謝出来るだけの余裕は既に削り取られていて。

　それでも、どうにか冷静さを取り戻そうと自己暗示のように、「なんでもない」「なんでもない」と懸命に私が言い聞かせ続けていた瞬間。

「うおっ。〝ヴァンピール〟の大群っすねえ。これは……百匹近いっすか。流石におれの魔法じゃ火力が足んないと思うんで、殿下──」

　追い討ちをかけるように、私の視界一杯に〝ヴァンピール〟の大群があらわれた。

　キィキィという鳴き声と、羽の音がめちゃくちゃ聞こえてくる。

　どこからどう見ても、地獄絵図だった。

　だから私は、虚ろな足取りで前に出る。

　一秒でも早くこの地獄から私は解放されたかった。

「ぅ」

「う？」

「ぅわあああああああ！！！　こんな事なら来なきゃよかった！！！　〝ファイアボール〟！！！！！」

　ひと気が薄い事をいい事に、近所迷惑である事もお構いなしに私は大声で叫び散らしながら魔法を行使。

　冷静に物事を考えられるだけの精神力を既に失っていた私は取り敢えず、何もかも消し炭になってしまえという思いを込めて魔法をぶっ放してやった。




　まず、目に入るのは焼けた大地。

　ダークマターを思わせる焦げ焦げの物体と、稲妻に打たれたかのような不自然なくぼみが彼方あち此方こちに点在している。

　嵐あらしでも通り過ぎたのかと思わせる惨状。

　そして、その光景を生み出した犯人は何を隠そう──私だった。

　申し訳なさで、どうにかなってしまいそうだった。

「……す、すみません。取り乱しました」

　完全に錯乱していた。

　冷静に物事を考えられるだけの思考力は、見事なまでに削り取られ、ただ目の前の魔物を消し炭にする事だけを考える魔法砲台と化していた。

　だから本当に、平謝りする他なかった。

「サーシャさんって、魔物が苦手だったのね。ごめんなさいね。そういう事なら初めに説明しておくべきだったわ」

「え、えーっ、と」

　馬鹿にした様子もなく、心底申し訳なさそうに謝罪をしてくるアリスさんに対して、私は目を泳がせる。

「苦手、と言いますか、ただ、ちょっと生理的に受け付けないと言いますか。半径百メートル以内には絶対近づいて欲しくないと言いますか」
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「言い訳してるようで全然言い訳になってないぞ、それ」

「…………。そ、そこは『そうだな』って流すのが優しさだよナガレ」

　どうにか言い訳出来ないものかと苦し紛れに言葉を並べ立ててみるけれど、呆あつ気けなく看破されてしまう。

　そのあまりの苦しい言い訳に、ナガレは笑っていた。

　……全然笑い事じゃないのに。

「昔から、駄目なんです。魔物はなんか、見るだけでこう、ゾワッとしちゃって」

　口のような器官を備えた魔物に比較的近しい植物である食魔植物は、まだ何とか触る事が出来る。だけど、魔物だけは何故かちっとも苦手意識が解消される気配がなかった。

「ま、誰だれしも苦手な物は一つや二つあるものよ。寧ろ、そういうものがあってくれた方が親しみやすいし」

　──でも、ガロンがこれを見たら真っ先にサーシャさんを魔法師側に引き込んじゃいそうね。魔法師としての才能も申し分なさそう。

　冗談半分に、アリスさんはそう口にし、言葉を締めくくる。

　ただなんというか。

　その反応は、必死に私がひた隠しにしていた筈はずの事実を何とも思っていないというあらわれにしか見えなくて、少しだけ拍子抜けしてしまった。

　多くの素材、材料を扱う錬金術師にとって、魔物が苦手という事実は、治癒師なのに血が苦手というのと同じくらい致命的な欠点に近いと思う。

　だから、出来る限り隠していたのに。

「でも、耐性くらいはつけておくべきかもしれないわね──ほら、月夜見草」

「……あ」

　魔物で頭の中がいっぱいいっぱいになっていたせいで、本来の目的がすっかり抜け落ちていた。

　苦笑いを浮かべながら、アリスさんが指を差した先には、紫と白で彩られた花──月夜見草が月光に照らされ、咲き誇っていた。

　夜にだけ蕾つぼみを開かせる特殊な花。

　その艶つややかな光景は、どうにか私の〝ファイアボール〟の難を逃れてくれていた。

「よ、よかったぁ～……」

「取り敢えず、サンプルを一つ作ろうと思うから、殿下とサーシャさんは月夜見草を取ってきて貰える？　あたしと、そこでサボろうとしてるウェルは、持って来た錬金術用の道具を用意しておくから」

「ぎくっ!?」

　そろりそろりと木陰に腰を下ろそうとしていたウェルさんを、アリスさんが名指しして。

　例によってウェルさんは、勘弁してくれと言わんばかりの引ひき攣つった笑みを浮かべる羽目になった。

　一応、月夜見草を採る為ためにアリスさんが大きめのバッグを持って来てくれていたのだけれど、やけに荷物が多いと思ったら、錬金術用の道具まで持って来ていたらしい。

「でも、そっか。ちゃんと対抗薬になるかどうかも分かってないのに、無む闇やみ矢や鱈たら採取するわけにもいかないもんね」

　他に使い道があるならまだしも。

　私が知る限り、毒花でもある月夜見草に他の使い道はなかった筈だ。

　なら尚なお更さら、必要以上に採取すべきではないか。

「サーシャ」

　そんなこんなと、月夜見草が自生している場所へと駆け寄る私だったけど、不意にナガレから名前を呼ばれる。

「服を着替えたから手袋持ってないだろ。素手だと、手が荒れるぞ」

　ぽいっ、と投げ渡される手袋を、考えるより先に両手でキャッチ。

　毒花である月夜見草を素手で触ろうものならば、確かに手が荒れてしまうではないか。

「……あ、そういえばそうだった」

　正装に着替えたことで、普段なら服のポケットに常備している手袋やらが手元になかったことに今漸く気付いた。

　でも、ナガレも運良く手袋を二セット持っていたわけではないのか。

　渡された手袋は右手用の物、一つだった。

　仲良く半分こ。

「そういえば」

「んー？」

　腰を落とし、地に根を張る月夜見草をグイッと引っこ抜きながら、受け答えする。

「フィレールは内地だったからサーシャは知らないだろうが、港街には塩アイスならぬ、塩パフェなるものがあるらしいぞ」

「塩パフェ!!」

　がばっ、と下に落としていた視線を上げて、反射的に叫ぶ。

　いつだったか。

　フィレールに店を構えるパフェ屋の店主さんに聞いた事がある。

　港街には、知る人ぞ知る塩パフェなるものがあると。

「でも、『ミナト病』のせいで、店は軒並み今は閉まってるんだけどな」

「それは、許せないね」

　ふつふつと怒りの感情が湧わき上がるのが、自分でもよく分かる。

　きっと、この現状にはパフェ好きのおっちゃんこと、魔法師長ガロンさんも大変お怒りになっている事だろう。

「ひと通り片付いたら、観光も兼ねてパフェでも食いに行くか」

「行く！　行く行く！　絶対行きます！」

「相変わらずの甘党だな」

「三食デザートでも私は大歓迎だよ！」

　びし、と手袋をしてない方の手で三本指を立ててみせると、あからさまに呆あきれられる。

「……栄養不足でぶっ倒れるから、それは流石さすがにやめてくれ」

「むう」

　確かにデザートは疲れた身体からだに最適だけど、力は出ない。ただただ癒いやしてくれる素敵アイテムに過ぎない事はよく知っていた。

　というか、錬金術に打ち込む為にそれをして本当に倒れかけた過去があるので、口籠ごもる他なかった。

「それにしても、アリスさんとウェルさんって仲良いよね。本当の姉し弟ていみたい」

　不出来な弟と、世話焼きな姉ってところだろうか。

　強制的に連れて来られたウェルさんも、早々に観念してたし、基本的にアリスさんの言う事は聞いてる感じだった。

　何というか。

　少し羨うらやましかった。

　私も、姉と仲が良かったらあんな感じだったのかなって思うと、特に。

「あの二人は幼おさな馴な染じみらしいからな。ダウィド曰いわく、ウェルのやつはアリスにねじ込まれて錬金術師になったとかなんとか」

「成る程なあ」

「一応、アストレアでは錬金術師や魔法師になる方法は幾つかあるんだよ」

　ナガレのコネを存分に使って錬金術師にねじ込んで貰もらった私だから、その話には少しばかし興味があった。

　今は成り行きで錬金術師として雇われてるけど、機会があれば正規の手段で試験を改めて受けてみるのも悪くないかもしれない。

「一つ目は、サーシャみたいなパターンだな。陛下や、俺みたいな王家の人間、二人以上からの推薦があった場合」

　……二人？

　一瞬疑問を覚えたけど、多分ナガレが何とかしてくれたのだろうと解釈して聞き流す。

「二つ目は、錬金術師なら錬金術師長の、魔法師なら魔法師長の推薦があった場合。この場合は、仮ではあるが、錬金術師や魔法師として扱われることになるな」

　仮、という事は一時的な措置という事なのだろう。

「てことは、期間限定ってこと？」

「ああ。そうなるな。で、最後の三つ目が、一年に一回の試験を受ける事。毎年大体、十人くらいその試験に合格してた筈だ」

　毎年、十人。

　……それを聞き、その試験って結構難関なのじゃないだろうか、という考えが脳裏を過ぎる。

　なんか私が受けても落ちる気しかしなくて、少しだけ、改めて試験を受けるという考えを覆したくなってしまった。

「でも、『ミナト病』のせいで、ここ最近はその試験はしてないらしいけどな。めぼしい人材は、さっき言った方法を利用して、ダウィドが軒並み声を掛けてるらしい」

　まぁ、そっか。

　今は試験をしてる余裕はないだろうし、錬金術師長であるダウィドさんが声を掛けた方が色々と早いか。

　そんなこんなと話してるうちに、ある程度の量の月夜見草が集まっていた。

　そして、ナガレが小さめの硝子の調合器フラスコを取り出す。

　花の部分を握りしめ、力を込める。

　程なく、微量ながらぽたぽたと垂れてくる水分を入れ物の中へと注いでゆく。

「ん。サーシャの分も今回は俺がやっとくよ。右手だけじゃ流石にキツイだろ」

「いやいや、私だってちゃんと力あるから」

　貸してみ。

　と言わんばかりに手のひらを差し伸ばされるけど、私だって水分を搾り出すくらいの力はある。

　舐なめないで欲しい。

「俺の記憶が正しければ、両手を使ってめちゃくちゃ苦労してた気がするんだが」

「……言われてみれば、そんな気がしてきた」

　月夜見草を使う錬金術なんて、随分と久しぶりだったから記憶から抜け落ちてたけど、ナガレの言う通りだった気がする。

　前もなんか私が意気込んで、でも結局、力が足りなくてナガレの手を借りる事になっていたような。

「や、やっぱりお願いします」

　私は、引っこ抜いた月夜見草をナガレに渡した。

　これは、効率を重視した結果だから。

　私だって、やる気出せばこのくらい出来るから……多分。

　やがて、私が引っこ抜いた分も含めて花から水分を搾り出すこと数十秒。

　ある程度溜たまった水分を持って、アリスさん達の下へ向かうと、二人は既に準備を終えていた。

「それで、ここからどうすればいいの？」

「人肌より少し高い温度にまで熱してから、調合して貰えれば」

　今のままだと、月夜見草の効果が強過ぎるので、多分上う手まくいかない。

　だから、少しだけ熱してその効果を薄めてから混ぜ合わせちゃえば、いい具合になると思う。

「成る程。毒花である月夜見草の毒を、逆に利用するってわけね。温度の調整も既に調べ終えた後とはほんと、恐れ入るわ」








閑話　ミルカ・レイベッカ









　錬金術師の一族であるレイベッカ伯爵家。

　そのご令嬢であるミルカ様は、類稀まれなる才能をお持ちであるらしい。

　特に、ミルカ様が作成するポーションは物もの凄すごい効力があるようで、従来のポーションでは効果の見られなかった病すらも治したとか。

　流石さすがはレイベッカ伯爵家のご令嬢であられる。

　そんな噂うわさが最近、彼方あち此方こちで聞こえていた。

　そして、現在。

　サーシャが勘当された後、レイベッカ伯爵家の本邸に位置する一室にて。

　サーシャが過ごしていた部屋で、家探しでもするかのように机に置かれていたメモ用紙を漁あさる人影が一つ。

　亜麻色髪のその少女の名は、ミルカ・レイベッカ。

「……愛人の子の癖に、生意気なのよ。ほんっと、いいザマだわ」

　彼女の怒りの矛先がサーシャに向いていた理由は、最近王都で流れているミルカの噂が一因だった。

　当初、ただの嫌がらせでサーシャのポーションを奪い、その不出来さを吹聴するつもりが、何故かサーシャのポーションの方がミルカが作るポーションより評判が良かったのだ。

　それも、一度ならず、複数回。

　しかし、サーシャが高名な錬金術師に師事したという話はなく。

　やっていた事は、ずっと図書館に籠こもる事だけ。

　だからタネがあるとすれば、ポーションの作り方に違いがあるのだろう。

　そう睨にらんだミルカであったが、サーシャは常に図書館に向かうたび、メモ用紙等、その全すべてを持ち歩いていた。

　故に、そのタネを暴くタイミングがなかったのだが、今回の勘当にて、その機会がミルカに巡って来ていた。

「でもこれで、目障りだったサーシャが消えた上、あのポーションの作り方も手に入った」

　それなりの路銀を渡しはしたが、その代わりと言わんばかりに、荷物を持ち出す事を認めなかった。

　その理由は、こうして評判の良かったポーションの作り方をミルカが手に入れる為ため。

「あのサーシャが評価されていた事は業腹であったけど、それも今日まで。これさえあれば、レイベッカ伯爵家の才女として、王宮に招かれる日も近いわ」

　己に、由緒正しいレイベッカ伯爵家の人間として相応ふさわしい才能が備わっていると信じて疑っていないミルカは、理想とする未来を夢想する。

　しかし、ミルカは知らなかった。

　サーシャの錬金術の腕は、単に図書館で毎日のように文献を読よみ耽ふけり、培ったものだけでない事を。

　そもそもの錬金術師としての才能に恵まれ、技量が卓越していた事を。

　アストレア王国の第二王子であるナガレが、己の母の病を治す為、隣国を訪れたものの、ミルカの父でさえ匙さじを投げた病を、サーシャが快方に向かわせた事を、彼女は知らなかった。

　サーシャ・レイベッカが、天才と称すべき錬金術師であった事を、まだ。

「いいえ。レシピは手に入ったのだし、別に待つ必要もないかしら」

　幸い、ポーションについては王子殿下が特に高い評価をしてくれている。

　彼にポーションが量産出来る事を伝えれば、あえて時間を待たずともすぐに王宮へ招かれ、そして城勤めの錬金術師として名を轟とどろかせる事が叶かなうだろう。

「ええ、そうね。なら、まず文を送るべきね」

　サーシャが作っていたポーションを、そのまま王子殿下に届けていた事もあり、元々量自体多くは用意出来ないと言っていた。

　その事について、王子殿下は酷く悲しんでいた。あのポーションの為であれば、助力は惜しまないとまで言って貰っている。

「量産の目め処どが立った事を知らせれば」

　その見返りに、城勤めの錬金術師となり、父にも認められる。

　そんな良い事尽くしの未来を夢想するミルカの口角はゆるく持ち上がっていた。




　それから五日後。

　ミルカの下に、王子殿下からの返事が届いていた。本来であれば、待ってましたとばかりに受け取る筈はずであったのだが、ミルカはその手紙の返事をするや否や、工房に籠もり、ポーションの作成をひたすら繰り返す。

　かれこれ数日ほど、そんな籠もりきりの生活を送っていたのだ。

　その時、ガシャン、と硝子がらすが割れる甲高い音が大きく轟いた。

　レイベッカ伯爵家に位置する工房のあちこちに、硝子が砕け散った残ざん骸がいが存在しており、その側そばには薄緑の液体までもが溢あふれている。

　凄せい惨さんに散らばるソレは紛れもなく失敗した後であり、ポーションになる筈の物だった残骸であった。

「……おかしいでしょ」

　試行回数は三桁けたを超えたあたり。

　そこで漸く、「おかしい」と言葉にする事を彼女──ミルカ・レイベッカは許容した。

　レシピ通りの材料は用意した。

　メモに残されていたやり方通り。

　途中、足りない部分はあったが、それはミルカ自身がこれまで培った技術と知識で十分補える範囲。

　だから、失敗する理由は何処にもなかった。

　なかった筈なのだ。

　なのに、結果は一度としてあのポーションは完成しなかった。

　これまで、そこそこに優秀であるという不愉快極まりないミルカ自身の評価を覆したキッカケを作ったあのポーションは完成しなかった。

「…………」

　今、工房には誰だれもいない。

　だから、胸に秘めていた隠し事はいとも容た易やすく言葉として滑り出る。

「わたしが、あの醜い愛人の子よりも劣ってるって事……？」

　レイベッカの家に生まれておきながら、一切、錬金術を学ぶ機会すら与えられない愛人の子。

　そんな人間が、学ぶ機会が与えられないからと王立図書館にて、錬金術を本の知識だけで学んでいるという。

　基礎的な知識も、何一つとして教えられぬまま、本の知識のみで。

　そして当の本人は、その半端な錬金術でレイベッカの人間として認められようとしている。

　それを聞いた時は、ミルカは腹を抱えて笑ったものだった。

　たとえそれで、猿さる真ま似ねのような錬金術を身に付けたとしても、あまりに不出来な「ナニカ」が出来上がるだけ。

　そう信じて疑っていなかったからこそ、盛大に蔑さげすみ、嘲あざけり、無駄な努力だと決めつけた。

「あいつが作れて、わたしは作れないってわけ？　……そんなの、そんなの、あるわけないじゃない。そんなバカな話があるわけないのよ……！」

　苛いら立だちを含んだ叫びを響かせる。

　初めは、単なる嫌がらせのつもりだった。

　本の知識のみで作ったポーション。

　サーシャは出来上がったその日に、ミルカにそれを持ってきた。

　父は多忙であったし、何より、正妻であり、ミルカの母であるユーシェは、妾の子であるサーシャを酷ひどく嫌っている。

　その関係で、サーシャは父と会う機会が絶望的に少なかった。だから、ミルカを頼るしかそもそもの選択肢がなかったのだ。

　見た目こそ、どうにか取り繕ってはいるが、中身はどうせお粗末なものだ。

　故に、ミルカは考えた。

　これを父にサーシャが作ったものであると伝えずに渡し、酷評させてみるのはどうだろうかと。

「あいつより、わたしが劣ってるなんて事があるわけが!!」

　しかし、その結果、胸の内の大部分を占めていた愉悦への期待を裏切るように、父からのそのポーションへの評価はこれまでにないものであった。

　流石さすがは私の娘だ。

　レイベッカの名に恥じぬポーションだ。

　そう言って、城仕えの父は、ミルカを生まれて初めて手放しに褒め称たたえた。

　忌み嫌っていたサーシャが作ったポーションであったとはいえ、偏屈な父から手放しに褒められる事はミルカ自身、悪い気はしなかった。

　だから、それがサーシャの作ったポーションである事をひた隠しにし、さも、自分が作ったかのように吹聴する事にした。

　どうせ、サーシャが偶然見つけたレシピさえあれば自分にだって作れてしまうもの。

　だったら、このポーションが自作であると謳うたって何の不都合も生まれない。

　なにせ、レシピさえあれば自分で作れるのだから。そう言い聞かせ続けていた。

　けれど、いざそのレシピが手に入った今、容易に完成すると信じて疑っていなかったポーションは、未いまだ完成に至らない。

　それどころか、出来上がるのはポーションという体すら成していないものばかり。

　そもそも、そのレシピ自体があまりに異端に過ぎた。

「もしかしてこれ、偽のレシピじゃないでしょうね」

　机の上で開かれた状態にある古びたノートに視線を向けながらミルカは言う。

　ここまで失敗するのは、技量云々ではなく、そもそもレシピ自体に欠陥があるのではないかという、彼女からすれば至極当然の疑問であった。

「……いえ、それはないわね」

　しかし、即座にそれはないと選択肢からミルカは除外する。

　サーシャが勘当されたあのタイミングは完全に意表をついたものであり、路銀を渡した代わりに、持ち物の殆ほとんどを家に置いていかせた。

　レシピを書き換える時間すらなかった筈だ。

　とすれば、所々欠けているレシピの部分を補完したミルカの知識が間違っているというだけ。

「本っ当、いなくなっても尚、忌々しいわね。もうあまり、時間はないっていうのに」

　サーシャがこのタイミングで追い出される事は、前々から予定していた事だった。

　父は、元々は入婿であり、その為ため、ミルカの母であるユーシェの意見を重んじる必要がどうしても少なからずあった。

　にもかかわらず、妾を取った理由は未だ不明のままであるが、兎にも角にも、サーシャはもう居なくなった。

　レシピも手に入れた。

　ミルカ自身が王城へ招かれるように手て筈はずも整え、あとはポーションを作るだけ。

　それだけだったというのに。

「……期限は、あと七日」

　すぐに完成するとたかを括くくっていた為、残された時間はそれだけしかなかった。

　七日後には、大量生産出来ると豪語したミルカへ期待を寄せていたあの王子殿下に、ある程度の量のポーションを何としてでも持っていかなければならない。

　既に「出来る」と言い切ってしまっている。

　東方では取らぬ狸の皮算用と言うのだったか。

「それまでに、形にしなくちゃいけない」

　故に叫んでも仕方がない。

　そんな事をしても状況は好転しないのだから。

　砕け割れた硝子がらすを片付けながら、新たな調合器をミルカは手に取る。

　まだ完成はしていないが、それでもあと七日もあるのだ。

　だから──一瞬、サーシャを探す、という考えが脳裏を過ぎるも、それを強引にミルカはかき消した。

　あんな愛人の子に頭を下げる必要なぞない。

　それに、サーシャの足取りは最早、ミルカにも分からない。

　そもそも、レイベッカの嫡女である己が、あんな人間の手を借りるなどあってはならないのだ。

　そう強く言い聞かせ、再びミルカは錬金術に意識を向けた。

　だがこの時、サーシャを探すという選択を取っていれば、サーシャの作り出したレシピの致命的過ぎる欠陥を聞けたかもしれない。

　温度。材料。手順。

　それらの一部が少し異なるだけで、レイベッカの現当主でさえ手放しに褒め称えたポーションは、毒にすらなり得る劇物と化す可能性も秘めていた事を──。

　だから、もし万が一レシピを落とし、誰かが拾う事があっても大事にならないようにと、レシピの一部が常に空欄にされていた理由を、ミルカはまだ知らなかった。








第二章　ミナト病









「──なあ、聞いたかよ。ついに錬金術師の連中、対抗薬を完成させたらしいぜ」

「……対抗薬って言うと、『ミナト病』の？」

「ああ。朝イチで錬金術師の連中が持ってきて、ついさっき、ガロンさんが対抗薬として申し分ないって認めたらしい」

　あれから夜が明け、ひと気溢れる城内にて飛び交う噂うわさ。

　錬金術師の一部の連中がやけに鼻高々に胸を張っているあたり、その噂は本当なのだろう。

　そう判断した魔法師達が言葉を交わし合う。

「へえ。錬金術師のやつらもやるじゃん」

「まぁな」

「それでそれで。一体誰が完成させたんだ？　やっぱり、錬金術師長のダウィドか？」

「いやそれが、今回の対抗薬完成に、ダウィドさんは一切絡んでないらしい」

　そこで、人物を問うていた魔法師の彼が瞠どう目もく。

　まさか、トップである錬金術師長抜きで完成させていたとは思いもしなかったのだろう。

「……完成させたのは、錬金術師長の右腕と名高いあのアリスと、帰って来たばかりの殿下と、あと、新入りの子が一人。そして最後の一人が──」

　──引き籠こもりのウェルだ。





◇◇◇






「何故におれだけそんなあだ名なんすか!?　アリスがダウィドの右腕で、なんでおれが引き籠もりなんすか!?　おかしくないっすか!?　この差別あり得ないっすよね!?　おれが一番の功労者の筈はずなのに!!　うがぁぁぁああああ!!」

　あの後。

　月夜見草が有用であると分かるや否や、出来る限りの月夜見草をかき集め、曙しよ光こうが射し込む限界ギリギリの時刻まで作業を続け、寮に帰って来た直後に城へ直行。

　ただ、珍しい事もあったもので、

『おれもちゃんと役に立ったって事を証明しとけば、後々、引き籠もり生活に陛下が便宜を図ってくれそうなんで、今日ばかりは仕方なく。しーかーたーなーく！　登城するっす』

　との事。

　そして、今。

　あちこちから聞こえて来る噂話に、ウェルさんが納得がいかないと、暴れ散らかしているところであった。

　ああ、あの錬金寮の地縛霊って名高い……。

　あいつ、タダ飯食いじゃなかったんだな。

　え？　そんなやついた？

　アリスのヒモだろ？

　いやいや、俺は爆発魔って聞いてるぞ。

　数えればキリがない噂の数々。

　その大半がウェルさんを貶けなすものだったので、こうして怒るのは仕方ないとは思う。

　思うんだけれど、

「なら、この機会に引き籠もりをやめたら良いじゃない」

「あはははははは。何を言ってんすかアリス。そんなの、全力でお断りっすよ」

　本人がこの調子なので、どうしても噂話も半分くらい仕方がない気がしてしまう。

　庇かばうに庇えないとはこの事か。

　でも、短い付き合いながらウェルさんが良い人だという事は私も知ってるので、

「……あ。良い事思いつきました！」

　どうにか出来ないかなと思う中、良案がふっと私の脳裏を過ぎった。

「うん？」

「この対抗薬って殆どウェルさんが頑張って作ったようなものですし、この対抗薬をウェルさんに名付けて貰もらうのはどうでしょう！」

　今はなんか、アリスさんの名前が先行してるけど、名付けた人がウェルさんともなれば、きっと今回の一番の功労者はウェルさんと誰もが認める事だろう。

　そうすれば多分、この滅茶苦茶な噂もある程度は収束するのではないだろうか。

〝ネードペント〟の花粉の対抗薬としてつい先程、ガロンさんやダウィドさんにも認められたものの、扱いは『対抗薬』のまま。

　であれば、この際、呼びやすいように名付けても誰も文句は言わないだろう。

「おおおおお……！　サーシャさんってやっぱり良い子っすね！　名案！　名案っすよそれ！」

　ぐるぐる眼鏡のせいで瞳ひとみは見えないけど、きっと眼鏡越しに目を輝かせているだろうウェルさんが、先程とは打って変わって楽しそうな弾んだ声を上げる。

「……まぁ、良いんじゃない？　そのくらいなら」

　側にいたアリスさんは、あまり深く気に留めてはいないようだった。

「それじゃあ……そっすね。ここは当然、おれの名前は入れるとして、『ウェルの秘薬ＥＸ』とかどうっすか!?」

　自信満々に言い放たれたその名称に、私とアリスさんとナガレが顔を見合わせる。

　そして、アイコンタクト。

　その行為で、三人の心境が見事に一致している事を確認した。

　要するに。

「……ダ、ダサい」

「サーシャさん!?」

　君だけは裏切らないと信じてたのに。

　そう言わんばかりの悲痛な叫びが、つい漏らしてしまった私の呟つぶやきに対して向けられる。

　私の提案ではあったけど、あまりのダサさに、詰め寄って来るウェルさんからどうにか視線を逸そらす。

「ぁ、いや、その、いいと思います。はい。すごく良いと思います。はい」

「毛ほども思ってないっすよねそれ!?」

　言葉はどうにか取り繕えてたけど、引ひき攣つった表情までは誤ご魔ま化かせなかったらしく、ぐわんぐわんと肩を揺らされる。

　よ、酔う……!!

「──『ウェルの秘薬ＥＸ』、良いじゃないですか。なんかその、面白そうな名前ですし」

　そんな折。

　妙齢の麗人を思わせる中性的な相そう貌ぼうの男性──トレーを持った錬金術師長、ダウィドさんが何を思ってか、話に交ざる。

「なんでＥＸなのか、そこの意味は分かりませんが、ええ。私は良いと思いますよ。面白そうで」

「ダウィド！　いやぁ、あんたは分かってくれると思ってたっすよ。……あれ、でもどうして面白そうって二回も言ったんすか？」

　何故か付け足された「面白そう」というダウィドさんの言葉に引っ掛かるウェルさんであったけど、それに対する返事は無言の笑み。

　にっこりと笑うだけで、ダウィドさんからそれ以上の返事はなかったが、ウェルさんはただの勘違いとでも判断したのか。

　ばしばしとダウィドさんの背中を上機嫌に叩たたいていた。

「ところで、ダウィドはどうしてここに？」

　ウェルの秘薬ＥＸが有用であると判明した後、ダウィドさんはウェルさんからレシピを受け取って錬金術に勤いそしんでいたと記憶している。

　だから、ナガレもこうして訊きいたのだろう。

　どこからどう見ても、ダウィドさんの様子は終わったというより、トレーといい、途中で無理矢理連れ出されたというのに近い様子であったから。

「それはですね。彼から話があるようなので」

　私がいた方が話が拗れないで済むでしょう？

　そう言って、肩越しにダウィドさんが後ろを振り返る。

　そこには、錬金術師の正装の色である紺と金ではなく、紺と銀の魔法師の正装を身に纏まとった男性──ガロンさんがいた。

　よう。

　と、気さくな態度で、こちらに向かって軽く手を上げていた。

「話？」

「ええ。曰いわく、〝ネードペント〟討伐に関する話なのだとか」

　対抗薬がない事には話が進まねえ。

　パフェ屋で交わしたガロンさんのその言葉が、不意に思い起こされる。

　対抗薬は既に完成の域に届いている。

　とすると、後は『ミナト病』の原因を生み出している〝ネードペント〟の討伐を残すのみ。

　だから、迅速に行動しているのだろう。

「嬢ちゃんと殿下は昨日きのうぶりだな。まぁ、話っつっても単純なんだけどな。〝ネードペント〟討伐にあたって、錬金術師の力をオレ達うちに貸して欲しいんだわ」

「……貸す？」

　ガロンさんの物言いに、眉まゆ根ねを寄せて不快感をあらわにしたのはアリスさんだった。

「正直、不安要素が多過ぎんだ。だから、魔法師だけじゃなくて錬金術師にも同行して貰いたい」

「……それは、対抗薬がまだ、信用出来ないって言いたいわけ？」

　不安要素。

　そう言われて真っ先に浮かんできたのは、対抗薬の存在だった。

　しかし、喧けん嘩かを売られたと勘違いしているアリスさんの疑問に、ガロンさんは首を横に振る。

「いや、それはちげえ。そこは信用させて貰ってる。オレが心配してんのはそこじゃねえ。花粉をばら撒まいてる〝ネードペント〟が心配なんだ」

　そこで、思い出す。

　今回の『ミナト病』を引き起こした原因は〝ネードペント〟ではあるけれど、ただの〝ネードペント〟ではない。

　これは、変異種。

　ならば、不安要素が多過ぎると口にするガロンさんの言い分も分かる。

　食魔植物に限らず、変異種は言葉の通り、変異をしてしまっている種。

　だから、予想外の出来事に見舞われる事になるであろう事は殆ほとんど確定事項。

　そこで何が起こるかが予測出来ない以上、不測の事態に備えておく事は必ひつ須す。

　故にガロンさんは、錬金術師の力を借りたいと言っているのだと思う。

「ばら撒かれてる花粉に対する対抗策は、そのウェルの秘薬なんちゃらで十分だ。けど、ただでさえ魔力耐性の高い〝ネードペント〟の変異種を退ける為ために錬金術師の力が必要になるかもしれねえ。加えて、花粉が突然変異しねえとも限らん」

　だから。

「つぅわけで、それなりに優秀な錬金術師二人ほどに、近々行われる〝ネードペント〟討伐へ、同行して欲しいんだわ」

　万が一を考えて。

　同行してくれる錬金術師の安全は保障する。

　そう言わんばかりに、ガロンさんはその言葉を強調しつつ、私達に向かって言い放った。

「──珍しいな」

　ガロンさんの申し出に、まず先にナガレが反応を見せた。

「珍しい？」

「そういう厄介ごとには首を突っ込ませないように、大概、これまで俺には悉ことごとく伏せていただろ。特に、ガロンは」

　バツが悪そうに、ガロンさんは頰ほおを軽く搔かく。

　でも、その行動は意地悪とかではなくて、ただ単純にナガレの事を案じているからと分かっているのか。

　不服そうではあったが、責めているわけでもなさそうだった。

「……流石さすがに、アレがあった後ですからねえ」

「アレ？」

　ガロンさんの言葉に疑問符を浮かべる。

　でも、アレといって理解出来ていなかったのは私だけなのか。

　アリスさんやダウィドさんは「あー……」といった顔を浮かべていた。

「嬢ちゃんもよく知ってる話だよ。殿下がフィレールに向かった件。あれ、殆ど殿下が飛び出したようなもんだからな」

「……あれはお前らが悪い。何か出来る事はないかと探そうとする俺を、何かと理由をつけて城の中に押し込めようとしてたから、ああするしかなかったんだよ」

　ナガレはそう言うけど、彼の立場を考えればガロンさん達のその行為は決して間違いであったとは思えない。

　寧ろ、これ以上なく正しい判断だったと思う。

　その時は、ナガレの性格がそれを嫌がったというだけで。

　二年も接していたからよく分かるけど、ナガレは何かと責任感が強い人である。

　そんな彼が、『ミナト病』という国難に直面していたにもかかわらず、王子殿下だからという理由で、城に押し込められようとしていた。

　……ナガレの性格を考えれば、反骨心をあらわにして、半ば強引であっても何か自分に出来る事を探そうと行動する光景が透けて見えた。

「……だからこうして、もう隠したり、除け者にはしてないでしょう？」

　ガロンさんなりの誠意。

　そう言われてはこれ以上、何かを言う気にはなれなかったのだろう。

　ナガレは、はぁと一度だけ溜ため息いきを吐くだけで責め立てる事はしなかった。

「それでだ。ダウィド。さっき言った通り、錬金術師の中から〝ネードペント〟の討伐に同行してくれる人間を探しに来たんだが、向いてる人間に心当たりはねえか？」

　ガロンさんのその一言に、話し掛けられていたダウィドさんは眉根を寄せた。

　いくら安全を保障すると言われても、〝ネードペント〟の討伐となれば、相応の危険が伴う。

　そこに同行出来るような人間ともなれば、必然、人が限られてくる。

　尚且つ、変異種の〝ネードペント〟による不測の事態に対応出来るだけの錬金術の腕を必要とされる。

　とすると、

「心当たりも何も、そういう事なら俺が適任だろ」

「……殿下なら、そう言いますよねえ。はぁぁ、なんで殿下もここにいるかねえ」

　問いかけたが最後。

　その返事がくると分かっていたから出来れば言いたくはなかったのだとガロンさんは言う。

　そして、その対応が何よりも適当であり、王子殿下という立場を除けば反論の余地のない答えであるが故に、声高に否定は出来ない。

　加えて、ナガレの性格を考えれば、ここで強く否定してしまえば、フィレールへ飛び出していった時と同様の展開が待ち受けているのでは、という考えが過ぎっていたのか。

　上う手まいこと言い包められないかと、ガロンさんは言葉を探しあぐねてるようでもあった。

「ナガレは王子様なんだから、少しは自重した方がいいと思うけどな」

　困っているガロンさんに、私は助け舟を出す。

　たとえどれだけ適任であったとしても、流石に危険な場所にナガレが向かう事は拙いと思ったから。

「分かってるさ。サーシャに言われずとも、そのくらいは分かってる」

　ただ、私から指摘を受けたナガレが悪びれる様子はどこにもなくて。

　分かっていると言いながら、意見を変えるつもりは全くないようであった。

「だけど、それでも俺は力になりたいんだよ。俺は活気溢あふれたアストレアが好きなんだ。ただ、その為に王子として尽力したいだけだ。勿もち論ろん、足あし手で纏まといにだってなる気はない」

　これまでの付き合いから、ナガレが一度こうと決めたら何があっても譲ろうとしない事は、私もよく知ってる。

　だから、そうなってしまったが最後。

　危ないとか。

　ナガレが行く必要はないとか。

　本来であれば素直に受け入れるべき当たり前の筈はずの言葉が、ナガレの足を止める理由にならない事は分かっていた。

　でも、それが彼の美徳であり、長所でもある事を私は知っている。だから、表立って責め立てるなんて事は出来る筈もなくて。

　事実、そんなナガレの一言に、私という人間が救われていたからこそ。

「ガロン達を信用してないわけじゃない。寧ろ、これ以上なく信用してる。信頼してる。ただ、その上で、俺も力になりたいんだよ」

　だから、その役目は俺が負う。

　そう締めくくるナガレに対して、ガロンさんは溜息を一度。

「それに、錬金術師の安全は保障してくれるんだろう？　だったら、何の問題があるという」

　それが決定打であった。

　己の発言を持ち出され、ガロンさんは天井を仰ぐ。

　それを持ち出すのはずりぃだろ。

　浮かべる表情が、そう物語っていた。

「……流石に、陛下に確認を取ってダメって言われたら諦あきらめて下さいよ」

「それはな。だが、父上は許可するだろう。言っても聞かない性格の俺だからこそ、だったら手元に置いていた方がいいと言うような人だからな」

「そうなんですよねぇえ」

　がっくしと項うな垂だれる。

　以前にも似たような事がありでもしたのか。

　ガロンさんはあまり、国王様に期待はしていないようであった。

「あの、ガロンさん」

　そんな彼の名前を、私が呼ぶ。

「ぅん？」

「ついて行く錬金術師は、二人、なんですよね」

「まぁ、そうだな。不測の事態に備える事。確実に魔法師のオレ達で守り切れる人数。それを考えると三人……いや、二人がベストなんだよ」

　二人という人数指定は、確実に守り切れる数を考えたからこそ、であったらしい。

　きっと恐らく、ガロンさんの言った安全を保障するという言葉は噓うそでも何でもない。

　だから、安あん堵どする。

　でも、それでも、心置きなく送り出せるとは、私の感情が納得してくれなくて。

　ナガレにこんな事を言ったら心外だ、とか言って口をへの字にでも曲げるんだろうけど。

「じゃあ、二人目の枠に私が立候補しても良いですか」

　ナガレを向かわせるのは心配だから。

　そんな理由一つで、私はそう言い放った。

　直後、場に降りる沈黙。

　私のソレは、アリスさんやガロンさんを含んだ全員の予想を裏切るものであったのか。

　驚きよう愕がくの感情が滲にじむ奇異の視線に晒さらされる。

「……魔物が苦手なんじゃなかったの？」

　それはアリスさんの言葉。

〝ネードペント〟の討伐ともなれば、魔物と遭遇する可能性もあるだろう。

　寧ろ、遭遇しない可能性の方が低いと思う。

「それは……そう、なんですけど」

　魔物が苦手という事に言い訳の余地はない。

　だけど、それでも尚、心配だった。

　昨日、王城に着いたばかりの時に、ダウィドさんには言ったと思うけど。

「でも、それでも私はナガレの力になりたいと思うから。……なにせ、私はナガレの友達ですからね」

　家族愛には、縁がなかった。

　というか、他界した母を除いて、人に恵まれる事はなかった。

　でもだから、こうして得た縁は大事にしたいと思う。いざという時に手を差し伸べてくれるような友人であるならば、尚更に。

「それに、知識の量だけは、ダウィドさんにだって負けてないと思います。ずっと、私は図書館に籠こもってたような人間なので。あまり情報のない変異種の〝ネードペント〟を相手にする場合、私のような人間の方が、今回ばかりは適してませんか」

　たとえ技量は二流だとしても、今回、ガロンさんが求めているのは不測の事態に対応出来る人間。知識が多いに越した事はないだろう。

「……おい、サーシャ。なにもお前まで付き合う事は」

「じゃあ、もし私が今のナガレの立場に立ったとして、ナガレは黙って見送ってくれる？」

　ないんだぞ、と言おうとするナガレの言葉を封殺するように私は言葉を並べる。

　その一言は、彼にとって肯定出来ないものだったのだろう。閉口し、黙り込む。

　ナガレは優しいから、そうなるよね。

「……それに、この場所でこんな事を言うものじゃないとは思いますが、多分私、ナガレの誘いじゃなかったらアストレアに来るどころか、錬金術師として生きて行こうとすら考えなかったと思うんです」

　でも、現実として私はアストレアにいて。

　錬金術師として今を生きている。

　その理由は結局、どうやってもナガレがいたからという一点に帰結する。

　だから、私がナガレの力になりたいと思う事は何一つとしておかしな事じゃないと思った。

「これを恩返しって言えば、まぁた水掛け論が始まっちゃうので使いはしませんが、力になりたいんです。私はナガレの。だから、放ってはおけなくて」

「…………。嬢ちゃんは何というか、底抜けのお人ひと好よしだな」

　お人好し。

　なんかナガレにも、そう言ったニュアンスの言葉を向けられたような気がするけど、私自身、そこまでお人好しになった覚えはなかった。

　誰だれも彼もの力になりたい。

　正義の味方になりたい。

　そんな高尚な理念を、私はこれっぽっちも抱いてないのだから。

　寧ろそれは、

「その言葉は、私よりもナガレの方が相応ふさわしい気がしますけどね」

　民の為ために。

　家族の為に。

　誰かの為に。

　それらを考えて、常に愚直に真まっ直すぐに。

　そんな性格であるナガレにこそ相応しいと言ってやると、「否定はしねえ」とガロンさんは私の返答に対して、面白おかしそうに答えてくれた。

「……分かった。が、出立は三日後だ。だから、それまでに気が変わったり、体調が悪くなるような事があれば絶対に誰かに言う事。それが条件だ」

「ガロン!!」

　用は済んだ。

　錬金術師でもねえやつが錬金塔に長居するもんじゃねえし、それじゃあな。

　そう言ってその場を後にしようとするガロンさんの足を、大声を出してアリスさんが強引に止めさせる。

「……殿下は兎も角、この件にこれ以上、サーシャさんは巻き込めない。何より、危険過ぎるわ。サーシャさんじゃなく、あたしが行く」

「危険であるという事実を否定する気はねえがな。お前さんを誘えるもんなら、真っ先にオレはお前さんを誘ってるっての」

　ガロンさんは、ダウィドさんに同行してくれそうな錬金術師はいないかとアリスさんの前で言っていた。

　つまり、ガロンさんにはアリスさんを選ぶという選択肢はハナから存在していなかったのだろう。

「流石さすがに、あそこに魔法の腕に期待出来ねえやつを連れてはいけねえよ。万が一を考えて、魔法の腕もそこそこ見込める錬金術師が欲しいんだよ」

　最悪の事態に陥らせる気はないが、自分の身は最低限守れそうな錬金術師でないと。

　そのガロンさんの一言に、アリスさんは口籠ごもる。

　ナガレは例外であるとして、錬金術師もある程度の魔法は使えて当然ではあるものの、魔物との戦闘が出来るほどの錬金術師ともなると限られてくる。

「特に、殿下が来るなら尚なお更さらだ。出来る限り、戦えそうな錬金術師を連れて行きたい。加えて、そのウェルの秘薬なんちゃらの知識も十分持ってるやつがいい。詳細までは詳しく知らねえが、どうせそれも嬢ちゃんが関わってんだろ？」

「……よく知ってるのね」

「知らねえ仲じゃあねえからな。ただ、オレも初めはビビったもんだ。嬢ちゃんの魔法に対するセンスの高さにはよ」

　そこで何故か、ナガレの視線が私に向く。

　まるでガロンさんの前で私が魔法を沢山使っていたとも取れる物言いが引っ掛かったのだろう。

「……ガロンさんが、恩を一方的に受けたままじゃ納得がいかないって言って聞いてくれなくて。魔法師の方だったから、少しだけ魔法を教えて貰もらったんだよ」

　お礼を求めて手を貸したわけじゃないから、お礼はいいって言っても、ガロンさんは、ちっとも聞いてくれなかった。

　だから、最終的に私が譲って、ガロンさんから魔法を少し教わるという事で落ち着く事になったのだ。

「その時に、嬢ちゃんの腕はこの目でしっかりと見た。だから、あんまし否定出来ねえんだよ。その才能は、オレも認めるところだからな」

　事実、これでも一応、うちに来るかって誘ったんだぜ？　呆あつ気けなく断られちまったけどな。くはは。

　その一言に、若干の申し訳なさを抱くけれど、根に持っているという様子には見えなかったので、考えない事にした。

「つぅわけで、オレに嬢ちゃんを止める気はない。何より、実力が不足していない以上、止める理由はねえよ。返しをどうするか悩むが、今回ばかりはありがてえと思うね、オレはよ」

　物事に絶対は存在しない。

　だから、出来る限りの準備はしておくに限るし、そのガロンさんにとっての出来る限りの準備において、私は御眼鏡めがねに適ったのだろう。

「あの、だから、その、お返しとかほんといいんで。前もそうでしたけど、私がやりたいからやってるだけなので」

「実に面倒な話ではあるが、面子ってもんがあるのさ。王妃様の件も含め、陛下も色々悩んでると思うぜ。だから、この件が収まったら陛下に言ってやりな。パフェ屋では顔パスで食べ放題にして下さい、とでもよ」

　二つ返事で頷うなずいてくれるだろうぜ。

　私の好物を知っているガロンさんは、そんな麻薬のような言葉を当たり前のように言ってくる。

　お返しとか要らないから。

　そう思っていた筈の私の心が、割とかなりぐらついた。

　……でも、それをしようものならば、今度こそ本当に腹ペコ魔人とか思われるから……!!

「ただ、本当について行くのでしたら、サーシャさん達はそろそろ休んでおくべきですね」

　賛成も、反対もしない。

　ガロンさんの意見も、アリスさんの意見も両方理解出来るから、本人の意思に任せる。

　そう言わんばかりの態度を取るダウィドさんがトレーを抱えたまま私とナガレに向かってそう言い放つ。

「そこの四人は、昨日きのうからまだ一睡もしていないでしょう？」

　既に窓からは明るい陽射しが差し込んでいる。

　時刻は昼過ぎ。

　月夜見草を取りに向かってからというもの、ずっと対抗薬の製作に勤いそしんでいたせいで、言われてみれば結局、一睡もしていなかった。

「ウェルが編み出した対抗薬の製作方法は難易度が高いですが、一応、私が誰にでも作れるように新たな作り方も見つけておきましたので」

　なんというか、天才肌なのか。

　ウェルさんが、月夜見草を混ぜ合わせるまでの途中経過の製作方法を教えてくれたけど、それはどこからどうみても奇抜過ぎる作り方であった。

　作れる人を選ぶような製作方法だったせいで、誰にでも作れるわけじゃないからと夜通しの作業を私達が強いられる事になった。

「さ、さすがはダウィド!!　錬金術師長の名前は伊達だてじゃないっすね!!」

　という事は、ダウィドさんが手にしているトレーの上に置かれている硝子の調合器フラスコの中身がその完成品なのだろう。

　これで漸く眠れる!!

　そう理解してか、ウェルさんは真っ先に歓喜の言葉を口にしていた。

「いいえ。ウェルの場合は常に引き籠こもってばかりですし、今日くらい馬車馬のごとく、こき使……もとい、もう少し手伝って貰おうかなと」

「……あ、あれ。おかしいっすね。眠気のせいか、なんか幻聴のようなものが」

「幻聴ではありませんよ」

「……………」

　きっぱりと言い切られてしまった事で、ウェルさんは一人、逃げ道をなくしていた。

「それに、これはウェルの秘薬ＥＸなのですから、ウェルが誰よりも製作に参加すべきでしょう？」

　此処ここに来て、ウェルさんのネーミングセンスが仇あだとなっていた。

「い、いや、これは此処にいる他の三人が力を貸してくれたから完成したようなものであって、決しておれ一人の力だけじゃないと言いますか。や、やっぱり、アリスの秘薬ＥＸにした方がいいと思うっす」

「ダウィド～。明日までウェルのやつをこき使っていいわよ。あたしが許可するわ」

「アリス!?」

「……勝手に人を売ろうとした罰よ。明日まで寮に帰ってくんな」

「それでは、ウェルを明日までお借りしますね」

「い、いやだぁぁぁぁああああ!!」

　自業自得というべきか。

　ゲス精神全開だったウェルさんは、時間も押してますし、そろそろ再開しますか、と口にするダウィドさんの手によって、何処かへと引っ張られてゆく。

　その際、断末魔の叫びに似た悲痛な声が聞こえたけれど、直前にアリスさんを身代わりとして売ろうと試みていた事を知っているからか。

　誰一人として同情の念すら寄せる事はなかった。
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「うぅん。やる事なくなっちゃった」

　討伐に同行するにせよ、あと三日も時間があるならば、別に今すぐ休養を取る必要はない。

　だから、私もダウィドさん達の手伝いをまだ続けると申し出たものの、何故か私はアリスさんとガロンさんに説得されて錬金寮に戻る羽目になった。

　でも、問題ないとその申し出を断ろうとする私を、ナガレまでもが少しは休めと説得してきて。

　それもあって、不承不承ながら私は一足先に寮に戻ってきていた。

　お陰で、やる事がない。

「夜通しでポーション作りとか、よくやってたし、割と慣れてるのになあ」

　レイベッカの家にとって、私の存在なんてあってないようなものだった。

　だから、家に帰らない日があっても心配される事はなく、それ故に夜通しで作業をするのは私からすれば茶飯事。

「ナガレも、それは知ってたと思うんだけど？」

　一日くらい寝ずとも、問題ない。

　その事実は、側そばで共にポーション作りに勤しんでいたナガレが一番知ってる筈はず。

　それもあって、私はすぐ隣で壁にもたれ掛かるように腰を下ろすナガレに声を掛けた。

　錬金寮に位置する空き部屋の一つ。

　家具も殆ど置かれていないこの殺風景な部屋が、新しい私の部屋。

　特にする事も何もないので、取り敢えず私はアリスさん達と結託して寮に帰らせてくれたナガレに暇ひま潰つぶし──もとい、話し相手になって貰っていた。

「それは知ってる。俺が何回、机に突っ伏して寝落ちするサーシャの顔を見てきたと思ってるんだ」

「えーっと、二十回くらい？」

「軽くその倍は見た」

「そ、そうだっけ」

　キリの良いところまで。

　そんな考えで錬金術に励む事が多いせいで、くかーっ、と寝落ちする事も多々。

　自覚があったとはいえ、そこまで数を重ねていたとは思ってなくてつい、目を泳がせてしまう。

「なあ、サーシャ」

「んー？」

「俺は別に、根を詰めて働かせたいから錬金術師にならないかって誘ったわけじゃないぞ」

　それは勿もち論ろん、分かってる。

「別にウェルみたいになれとまでは言わないが、無理をさせたいわけじゃないんだ」

　……と言う事は、ナガレの目に私は無理してるように映ったのだろうか。

　別に、そんな事は全くないのに。

　そう、反論しようとして。

「でも、俺に誘われたからには、とかなんとか考えてるんだろ。気負う必要なんて全くないのに」

　ドンピシャで、見透かされていた。

「……まぁ、そりゃあ少しくらいはね」

　私が期待外れだった場合、その責任は私を誘ってくれたナガレに少なからず向いてしまうだろう。

　そう考えて、頑張ろうって思っちゃう思考自体は特別おかしくもない筈だ。

　……ただ。

「くれぐれも、無理だけはしないでくれ。今回は、それだけ言っておきたかったんだ。だから、アリス達に同調させて貰った」

　言うほど、無理をしてたかなって思って、自分の行動を頭の中で遡さかのぼってみる。

　アストレアにやって来てからというもの。

　ポーション作りをし、パフェを食べた後、月夜見草を採りに向かい、今度は対抗薬作り。

　……ほんとだ。あんまり休んでない。

「でも、急がなくちゃいけない気がするんだけど」

　──ミナト病。

　その解決の為ためには、多少は無理をするくらいが丁度良いような気がして。

「作り方さえ分かってしまえば、後はどうとでもなる。それに、ここはアストレアだ。錬金術師ならば、ダウィドが休めと言ったら素直に休んでおけ。じゃなきゃ、ウェルは兎も角、アリスまで悲鳴を上げる羽目になるぞ」

　来たばかりの新人が、ずっと頑張ってる。

　そんな状況下じゃ、他のやつだって休み辛いだろ。

　そう正論を向けられて、ちょっとだけ納得してしまう。

　確かに、言われてみれば。

　そんな感想が湧わき上がった。

「それもそっ、か。うん。じゃあこれからは適度に休む事にする」

「ああ。そうしてくれ」

　適度がどのくらいなのか。

　それが判然としていないので、あんまり分かってないけど、目の下に隈くまを拵こしらえないで済む程度くらいかな。

　そう思って口にすると、ナガレは満足そうに頷いた。

「ところで、私が話し相手になれーって言っちゃったのが悪いんだけど、ナガレも此処にいて大丈夫なの？」

　他にもやる事だったり、眠たかったり。

　だとしたら、邪魔しちゃってごめんねと言おうとして。

「俺も丁度、誰かと話したい気分だったんだ。だから、気にしないでいい」

「そっか」

　誰かと話したい気分。

　そんな偶然重なるものかなあと一瞬、思いはするけど、深くは考えないことにした。

　あんまり考えてると、何となく、感謝したくなりそうだったから。

「そういえば、ガロンが言っていた〝ネードペント〟って植物はどこら辺に自生してるんだ？」

　ふと思い出したように、ナガレが問うてくる。

　ガロンさんが、今回の一件の原因が〝ネードペント〟であると確証を持ったのは、ナガレがフィレールに来てからだろう。

　とすると、ナガレが知らない事にも納得がいく。

「食魔植物は基本的に、何処にでも自生すると思うよ。ただ、今回は潮風に花粉が運ばれてくるくらいだから、対岸の山頂とか、そのあたりが怪しい気がするなあ。ほら、アストレアって割と高い山が海を挟んであったでしょ？」

　錬金術に関係のない地理の名前なので、いまいち上う手まく思い出せないけど、確か高い山があった筈。

「エルゲン山脈か。まぁ、あそこなら可能性は高いな。魔物が出る事もあって人の立ち入りを制限してるから、変わった植物が生えていてもまず誰だれも気付かない」

　ならば、安易に調査に向かえるような場所ではないだろう。

　海を挟んでいる以上、船といった移動手段を使う必要があるだろうし、『ミナト病』が蔓まん延えんする今、あえて危険な場所から船を出そうという思考に至る事はまずないだろう。

「……魔物、かあ」

　自分でも、表情が顰しかめっ面つらに近くなっているであろう事はよく分かる。

　アリスさん達の前では、「それでも」と言葉を重ねはしたけれど、苦手なものは苦手なのだ。

　というか、あの時は割と見栄を張ってたし。

「大丈夫なんじゃなかったのか？」

　あからさまに苦々しい顔を浮かべてる私を横目に、ナガレが意地の悪い事を言ってくる。

　少しだけニヤついてるし、間違いなく確信犯だ。

「だ、大丈夫だし。それに、アリスさんの言う通り、そろそろ苦手を克服しなきゃいけないと考えてたし？　だったらこれは良い機会でしかないし？」

「へえ……あ、あそこに魔物が」

「ぇ、ちょ、う、噓!?　ど、どこ!?　どこどこ!?」

「悪い。見間違えだったみたいだ」

「ナーーガーーレーー!!」

　こんな場所に魔物なんている筈もないのに、まんまと引っかかった自分に嫌気がさす。

　そして、揶揄からかってくれやがったナガレには殺意すら覚えた。

　判決。私が寝るまで膝ひざ枕まくらの刑。

　精々、膝ひざの痺しびれに苦しんでくれ。

　勝手に判決を下しながら、私は飛び起きるように身体からだを跳ねさせ、忙せわしなく左右に振っていた頭を側そばにあったナガレの膝の付近に乗せてやる。

「……何してるんだ」

「さっきの仕返し」

　魔物が苦手な私に対して、魔物ネタはタチが悪過ぎる。

「苦手を克服するんだろ？」

「それとこれとは話が別ですー。私はゆっくりと克服していけば良いと思ってるだけなの」

　それこそ、五年くらい掛けてゆっくり慣れていけばいいと思ってる。

　この苦手意識が、ちょっとやそっとの事で解消されない事は自分が一番知っているし。

「そんなんで本当に大丈夫なのか？」

「いざという時はナガレに守って貰もらうから」

「……足あし手で纏まといにならないんじゃなかったのか？」

「だったらその分、〝ネードペント〟討伐に役立つようにするから。だからこれでトントン。だったら足手纏いじゃないでしょ？」

　あー言えばこう言う。

　それを体現したようなやり取りであったけど、私達からすれば、割と馴な染じみの深いものであって。

　だから、私のその言葉を最後に、一緒になって笑う羽目になった。
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「──にしてもあの二人、本当に仲が良いのね。二人一緒になって、仲良く寝ちゃって」

　すぅ、すぅと寝息を立てながら、開けっ放しになっていた部屋で、眠りこける二人。

　サーシャとナガレの姿を、遠目で見詰めながら、アリスはそう呟つぶやいていた。

「というか。貴方って、誰かにここまで世話を焼くような人だったかしら？」

「言ったろ。嬢ちゃんにゃ、個人的に恩があるってよ。安心しろ。あの嬢ちゃんじゃなきゃ、ここまで世話を焼いてはいねえよ」

　本来であれば此処ここ、錬金寮に寄り付きすらしない人物であるガロンが、アリスの疑問に言葉を返す。

「それはまた。随分と大きな恩だったのね」

「まぁ、それを否定する気はないが、これは恩返しというより、恩人に対する『心配』みてえなもんだ」

　とはいえ、取り越し苦労だったようだが。

　仕方がなさそうに笑いながら、今も尚、夢の世界にいるであろう二人を見詰めるガロンはまるで、そう言いたげでもあって。

「……心配？」

「端的に言やぁ、潰つぶれてねえか心配だったんだわ」

　疑問に対する答えをガロンは口にしている筈なのに、その返事の意図する事をアリスは理解が出来ない。

　だから、疑問符を浮かべるように顔を顰しかめる。

「オレ、一度、嬢ちゃんに魔法師にならねえかって誘ったんだが、キッパリと断られててな。嬢ちゃん、なんて言って断ったと思う？」

「単に、錬金術師になりたいから、じゃないの？」

「いんや。それがちげえんだ。嬢ちゃんはな、一度自分が決めた事からは逃げたくない。自分は、家族に認められるような立派な錬金術師になりたいから、その申し出を受けるわけにはいかないって言って断ったのさ」

　錬金術師になりたい。

　というより、家族に認められたいから錬金術師を目指している。

　そんな物言いであったとガロンは語る。

「……そういう生まれの子なのかしら」

　だから真っ先に、アリスはその答えに辿たどり着つく。義務感に似た理由で何かを目指す人間の大半が、家業であったり、そういった一族の生まれである事が大半を占めると彼女は知っているから。

「サーシャ・レイベッカ。フィレールでは割と有名な錬金術師の一族だそうだ」

「……ぇ。貴族……？　ちょっと、殿下、他国の貴族なんか連れて来ちゃって大丈夫なの？」

「ああ。だから、パフェ屋で偶然出会った時は驚かされたもんだ。だが、オレが確認した限り、レイベッカの家に嬢ちゃんの籍は既になかった」

　あの時、当たり障りのない言葉で退席していたガロンだったが、実のところサーシャが何な故ぜ、アストレアにいるのかを急きゆう遽きよ調べる為ために離席した。

「嬢ちゃんは、既に家から勘当されてんだ」

　だから、アリスの言うような問題はなかった。

「元々、恩人相手に詮せん索さくをする気は一切なかった。だが、偶然、嬢ちゃんがレイベッカの人間だと知っちまってた手前、調べてみたらこんな事になってたとはな……」

　きっかけは、ただの善意からだった。

　偶々、サーシャが物を忘れて帰路についてしまい、それに気づいたガロンが慌てて届けようとした。

　その際に、使用人然とした人間と口論になっている場面──サーシャが一方的に怒鳴られている状況に遭遇し、忘れ物をどうしようか悩みあぐねているうちに、色々と知ってしまった。

　だから、ガロンはサーシャが貴族であると知っていたし、その家で歓迎されていない存在である事も知っていた。故に、こうして心配に駆られて錬金寮まで足を運んでいたのだ。

「……殿下はそれを知ってるのかしら」

「知ってんじゃねえの？　嬢ちゃんの性格からして、隠し事が出来るとは到底思えねえしな」

　美徳ではあるが、なんというか、サーシャという少女は素直過ぎる。

　この一言に尽きた。

　だから、錬金術師として誘われたならば、ある程度の身の上事情は話していそうである。

　己はこういう人間だけど、それでもいいのか。

　……そんな、感じに。

「それに、知ってるとすれば、アレにも納得がいく」

　アレが指し示すのは、眠りこける二人の姿。

「殿下の事だ。放っておけないとか考えて、ああなったってんなら、ある程度納得がいく」

「……そういえば、あの二人ずっと一緒にいるわね」

　錬金寮に初めて訪れた時もそうだったが、サーシャとナガレの二人は殆ほとんど、というかほぼずっと二人で一緒に行動している。

　初めはアストレアに不慣れなサーシャの為に、と思っていたが、それにしても一緒に居過ぎだ。

　……ただ、それが心配という感情によるものであるならば、納得も出来た。

　何より、ナガレ・アストレアという人間が義理堅い底抜けのお人ひと好よしである事はアストレアにいる人間からすれば、周知の事実であったから。

　特に、一度彼の懐に入り込んだ人間には、とことん甘いし、気を遣う。

「でも、にわかには信じ難いわよ。仮にも錬金術師の一族が、優秀な錬金術師を勘当するなんて」

　阿あ呆ほうという他ない。

　というより、何を考えているのか、アリスにはさっぱり理解が出来なかった。

　たとえ他家の人間だろうと、優秀な人間であれば家の人間を嫁がせてでも内に入れるべき。

　それが貴族らしい考え方である筈はずなのに、あえて勘当して追い出す理由がどうしても分からない。

「……罪悪感を覚えながらも、ちょいとオレも調べたんだがな、レイベッカの家は、随分と複雑怪奇になってやがんだ。まぁ、不謹慎ではあるが、家を出られて良かったんじゃねえか？　少なくともオレは、そう思っちまうね」

　あえて口に出して説明をする気はないのか。

　それだけを告げてガロンは言葉を締めくくる。

　そんな折。

「それ、で。ガロンさぁん。コレ、言われた通り買って持ってきたんですけど、どこに運びゃあいいんですかぁ！」

　ガタガタ、と物音を立てながら、新たな足音が複数、錬金寮の入り口から響き渡る。

「お。やっと来やがったか。そこだそこ。あ、寝てる二人は起こすなよ。対抗薬作りに一役買ってくれたからな。今はゆっくり寝かしてやっときてえんだわ」

　そう言って、運び込まれてくる複数の家具。

　錬金術師と魔法師は犬猿の仲であるものの、ガロンの言葉を魔法師らしき者達は断れないのか。

　素直にこうして、彼らは家具を届けに錬金寮へと足を運んでいた。

「そりゃあ仕方ないですねえ。何より、未来の魔法師候補の為とあれば、俺達もひと肌脱ぐのも吝やぶさかじゃねえってもんです」

「…………魔法師候補？」

「ぉ、おい、ばかっ。それは秘密にしとけっつったろ!!」

　何気なく続けられた一言に、アリスが反応。

　ガロンはというと、悪いた戯ずらがバレた悪餓鬼のような様子で慌てて諌いさめようと声を上げていた。

「成る程ねえ。そういう魂胆だったのね」

「い、いやあ、ちげえんだよ。これはな、あくまで、あくまで、もし、嬢ちゃんが錬金術師に嫌気が差したら、魔法師として迎え入れたいよなっていうオレの心遣いだったんだよ。な？　な？　お前ら？」

　壊れたブリキ人形のようにコクコクと頷うなずくだけのマシーンと化していた魔法師達と、ガロンの言い訳がましい言葉を聞きながら、アリスは殊更に深い溜ため息いきを漏らしていた。
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　──いつの間にか、意識を手放していたらしい。

　重いまぶたを開けると、そこにはナガレの顔があった。

　銀細工のような長い睫まつ毛げ。

　どうやら、ナガレも私と同様、寝落ちしてしまったらしい。

　そして、その周囲には何故か見慣れない家具。

　記憶が正しければここは殆ど物がない殺風景な場所であった筈なのに、いつの間にか生活感溢あふれる部屋へと変へん貌ぼうを遂げていた。

「……ん」

　部屋のドアも開けっ放し。

　ただ、そのお陰で喧けん騒そうのような声が耳じ朶だを掠かすめ、食べ物らしき匂においが鼻び腔こうをくすぐる。

　ごった返すように、ひと気で溢れていた。

「誰か、いるのかな」

「アリスとガロンが来てる。人が多いのはそのせいだな」

　閉じていた筈のまぶたが開かれながら、私の独り言に、寝ていると思っていたナガレが反応した。狸寝入りしていたのか。

「……起きてたんだ」

「ちょっと前にな。あと、起きたなら、そろそろ退いてくれ。足の感覚がない」

　膝ひざ枕まくらは、私が寝落ちするまでの話。

　だから、そろそろ頭を退けてくれと言ってくるナガレの言葉に、私は慌てて頭を離す。

「ご、ごめんね」

「いや、いい。元はと言えば俺が悪いからな。それは兎も角、ガロンとアリスが呼んでたぞ。飯作って待ってるから、起きたら食堂に来いってさ」

「食堂なんてあるんだ！」

「一応ここ、寮だしな」

　まだ一度として立ち入っていない場所の存在に、気分が高揚する。

「先行ってこいよ。俺は後から行くから」

「……いやいやぁ、流石にその状態で置いてはいけないよ。だって私のせいだし」

　後悔はちっともしてないけど、ナガレの足が痺しびれた原因は私にあるので、放置していく事は流石さすがに人としてどうかと思ってしまう。

「というか、ガロンさんって、ご飯作れる人だったんだ」

　さらっと流しはしたけど、私にとってそれは、割と衝撃的な発言だった。

　見た目で判断するのは失礼とは思うけど、ガロンさんのガタイからして、何というか大雑把な感じがするので、料理とは無縁の人だと思っていた。

「いや、ご飯を作れるって言っても、一品だけだ。それに、それをご飯と言って良いのかは……割と怪しいな」

「？？」

「パフェだよ。パフェ。ガロンはあのナリでパフェだけ作れるんだ」

　どうやらパフェ好きなおっちゃんこと、ガロンさんは自分で作ることも出来るらしい。

　なにその素敵特技。

　……いやでも、確かにパフェをご飯と呼んで良いのかどうかは、流石の私も首を傾けずにはいられない。

　部屋に設けられた窓から射し込む光は既に茜あかね色いろに変わっていて。

　私は兎も角、晩ご飯がパフェというのは普通の人からすれば怒って然しかるべきものだろうなあと思った直後。

　遠間から「そんなにパフェを作ってどうすんのよ……!!」というアリスさんの怒声が丁度聞こえてきた。

　あまりのタイミングの良さに、笑わずにはいられなかった。




　それから五分ほどナガレと駄だ弁べり、すっかり彼の足の痺れが抜けた後、私達は二人で食堂に向かった。

　そこには、どうだ、と言わんばかりに並べられた大量のパフェと、晩ご飯らしい魚や肉を使った料理が半々で並べられていた。

　誰だれがどれを作ったのか。

　それはあえて聞かずとも一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　そして私がパフェが並べられた席に着く事も、至極当然の行動であった。

「まぁ、ちゃんと休んでんのかの確認がてらオレは来たわけなんだが、実はもう一つ用があってな」

　机に置かれていた筒状に丸められている何かをガロンさんが手に取り、広げ始める。

　それは、〝ネードペント〟が描かれた図鑑のような絵であった。

「〝ネードペント〟討伐に当たって、少しだけ詳細を話しときてえ。時間が三日もない以上、情報共有は出来る限りさっさと済ませといた方がいいだろ？　まぁ、つぅわけで、そいつの見た目はこんなんだ。覚えといてくれ」

　ナガレの足の痺れが抜けるのを待つ間に、部屋に家具を運び込んでくれたのがガロンさんと聞いていたので、本来の目的は他にあったのではないか、と、思いはするものの、感謝の言葉は後回しに、今は話の腰を折らないようにとパフェに手をつける。

　味は、お店を開けそうな出来であった。

「まず、〝ネードペント〟についてだが、恐らく今回のは全長十メートルくれえのバケモンだと思う。変異種ってのも加味すれば、その更に上もあり得る。馬鹿でけえ触手みたいなもんで攻撃してくるらしいから、基本的に遠距離からの攻撃になる筈だ」

「でも、魔法に対する耐性があるんだろ？」

「ええ。そうなんですよ、殿下。なんで、まず間違いなく長期戦になるかなあと。いくら対抗薬が完成したとはいえ、長時間、至近距離からあの花粉を吸い込み続けるとどうなるか分かったもんじゃないんで、錬金術師を連れて行きたいんですよ」

　錬金術師はいざという時の保険であるとガロンさんは言う。

「向かう場所は、エルゲン山脈。ここからだと、船を使って向かうのが常道なんだが、今回はそこをショートカットする」

「……ショートカット？」

「テレポートを使って一気にエルゲンの麓ふもとまで転移するってわけだ」

　当たり前のように口にされたその単語であったけど、テレポートといえばかなり希少で有名な魔法。交友関係が広くない私が言うのもなんだけど、生まれてこの方、一度として見た事はない魔法であった。

　親近感が湧わいていたせいで時折、忘れちゃうけど、ガロンさんはアストレアの魔法師長なのだと思い知らされる。

「つーわけで、三日後は、港街に向かうんじゃなく、王城に一いつ旦たん集合して転移する事になる。あと、エルゲンに生息する魔物を纏まとめた図鑑みてえなもんも一応持ってきといたから暇な時にでも目ぇ通しといてくれ」

　それを最後に、ガロンさんは自分で作ったであろうパフェをパクパクと口に運び始める。

　ナガレを除いたアリスさんを始めとした面々が、お前らマジか、と言わんばかりの視線を、私とガロンさんに向けていたが、そんな事はお構いなしに食べ進める。

「それでなんだが、嬢ちゃん。二日ほど、ちょいとまた、前みてえにオレから魔法を学ぶ気はねえか？」

「魔法、を、私がガロンさんから、ですか？」

「応よ。自衛も兼ねて、学んでおいて損はねえだろ」

　それは、そうだと思う。

　一度教わっているからよく分かるけど、ガロンさんの魔法の教え方はかなり上う手まい。

　こんな私でもそれなりに魔法が使える理由の大半が、ガロンさんが教えてくれたから。

　それで説明がついてしまう程。

　だから、魔物が多く生息する場所に向かうのなら、それは全然アリな選択肢。

　寧ろ、そうするべきと思えてしまう。

　ただ。

「……いえ。申し出は有難いんですが、今回はご遠慮させていただければなと」

「んぁ？　いんや、遠慮なんてしなくていいんだぜ？」

「あ、いや、違うんです。ただ、今回は錬金術師らしく在ろうかなと。それに、付け焼き刃の魔法じゃ、他の魔法師の方々に及ばない上、自衛だけなら今でも十分な気がするので」

　魔物を前にすると、気が動転こそしてしまうけど、それでもある程度の対処は可能。

　だったら、後二日。

　私なりのアプローチの仕方で力になる方がいいだろう。というか、それを期待してガロンさんは錬金術師を連れて行こうとしているわけだし。

「サーシャさん。もしかしなくても、何かするつもり？」

　アリスさんが問うてくる。

「折角、ガロンさんにコレを頂いていたので、コレを使って私なりに対策を練ってみようかなって」

　そう言って、私は昨日、パフェ屋にてガロンさんから受け取っていた小型の硝子の調合器フラスコに収められた〝ネードペント〟の花粉を取り出す。

「何それ……って、〝ネードペント〟の花粉？」

「ああ、オレが嬢ちゃんにあげたやつか」

　独特の色味を帯びた花粉の正体を、アリスさんは一目で看破。

　ただ、理解している分、その危険性もよく分かっているのだろう。

〝ネードペント〟の花粉なんて危険物質をなに勝手にあげてんのよ。

　と、ガロンさんが責められる事になったものの、当の本人は、「嬢ちゃんなら大丈夫だと思ったんだよ」と、謎でしかない私への信頼をあらわにしながら嘯うそぶいていた。

「変異種だからこそ、花粉に対しての対策も大事なんですけど、魔法に対する耐性が高いって部分にも何らかの手段を持てたらなあって」

「そんなのが分かるもんなのか？　花粉一つで」

「絶対に分かるってわけじゃないんですけど、でも、案外色々と分かりますよ」

　特性は勿もち論ろんのこと。

　これまで培った知識から、この花粉を放つ食魔植物であれば、どんな現象が突破口になり得るだとか。そういった部分はそれなりに分かる筈はず。

　ですよね、と同意を求めてアリスさんに視線を向けると、何故か彼女は難しそうな表情を浮かべていた。

　……んん？

「……確かにある程度は分かるけど、それでもある程度よ。花粉じゃなくて、その本体に対しての対抗策ともなると、それだけじゃあたしの場合は厳しい、というか。世間の錬金術師なら、皆、そう言うと思うわよ」

　そして、懐疑に似た視線が寄せられる。

　ただそれは、実力を疑っている為ために向けられたものではなく、

「……サーシャさんの実力の秘密って、もしかしてパフェにでも隠れてるのかしら」

　ガロンさんと私が、ひたすら食べながら言葉を交わしていたからか。

　優秀と呼んでいる実力の秘密は、実はそこに隠れてるのでは。

　なんて少し抜けた言葉がやって来た。

「パフェに、ですか」

　その一言に、私はガロンさんと顔を見合わせる。

　これは、新たなパフェラーを増やす千載一遇のチャンスでは。

　言葉はなかったが、交わす視線で意思疎通を終える。そして小さく首肯。考えは纏まった。

　ただ、そのやり取りをじとーっと眺めていたナガレは何かを悟ったのか。

　俺まで巻き込むなよ。

　と言うように、私達から視線を逸そらし、用意されていたご飯に手をつけ始めていた。

「ご、ごほん。そ、そう。実は私の錬金術の腕が上達した秘密は、この甘い甘いパフェにありまして。毎日欠かさず食べる事で、それはそれはもう、なんというか、すごい感じに上達すると言いますか。取り敢えず、パフェ屋をどこかに増築した方がいいと思うんです！」

「実はだな、アリスの嬢ちゃん。オレがこうして魔法師長になれた理由は、このパフェが関係していてな。そろそろオレは超回復ならぬ、パフェ回復って説を提唱してみようと考えてるんだが、どうだ？　賛同してみる気はねえか？」

「……パフェが一切関係ないって事はよく分かったわ」

「「あぁっ!?」」

「……お前ら、よくそんなガバガバ理論でアリスを説得しようと思ったな。サーシャに至ってはパフェ屋を増やしたいだけだろ」

　新たなパフェ好きを生み出す機会をみすみす失ってしまった事で、私とガロンさんはほぼ同時に悲痛な叫びを漏らす。

　ナガレは当然だ、みたいな反応をしてるけど、こんな筈じゃなかったのに。

「とはいえ、その花粉を使って何か調べるなら寮の工房が必要でしょう？　あそこは基本的に使用は自由だから、器具も含めて適当に使ってくれていいわ」

　寮長でもあるアリスさんから許可が下りる。

「他に必要な物とかあれば、今はいないけどウェルか、あたしに言ってくれれば大抵のものは揃えるから」

「ぁ、助かります！」

　この機会に、私が目移りしまくっていた色んな器具を使ってみるのも良いかもしれない。

「それとガロン。そろそろ帰った方が良いんじゃないの？」

「ぁん？」

「他の連中、多分そろそろ帰って来るわよ。もうこんな時間だし」

　そう言って、窓を見ろと言うように視線を移す。

　こうして、ほのぼのとしているから忘れてしまいそうになるけど、錬金術師と魔法師の人達ってあんまり仲良くないんだっけ。

「やっべ。長居し過ぎたな。確かにアリスの嬢ちゃんの言う通りだわ。そろそろ帰んねえと、他のやつらに何言われるか分かんねえ」

　ガロンさんが立ち上がる。

「まぁ、つーわけだ。渡すもんは渡したし、話す事も話した。別に何かあれば、魔法塔を訪ねてきてくれりゃあいい」

　よし、他のやつらにバレねえうちに帰んぞ。

　というガロンさんの言葉に従うように、一緒になって御相伴に預かっていた他の魔法師の方、数名も立ち上がり、じゃあなー、などとフレンドリーな挨あい拶さつを残して外へと向かって歩き出す。

「あぁ、ガロンさん」

「ぅん？」

「えっと、色々とありがとうございます」

　気を遣って会いにきてくれた事。

　家具とか、諸もろ々もろ。

「礼にゃ及ばねえよ。三日後に備えて、しっかり疲れを取ってくれや」

　背を向けて歩き出していたガロンさんが、此方こちらに向けて、軽く一度手を上げる。

　だから、ぺこりと一礼だけ、私も返す事にした。
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　それから三日後。

「──うん。これで完成、かな」

　錬金寮に位置する工房。

　殆ほとんど籠こもりきりだった場所にて、私は破顔し、達成感に浸っていた。

　側には青と緑が混ざり合った液体が注がれた硝子の入れ物が三つ。

　これは、魔力対抗の強い〝ネードペント〟へ魔力を通りやすくする薬であり、今の私に出来る最大限の貢献の形であった。

「ナガレもありがとうね、最後まで付き合ってくれて」

　休息を取れと言ってくれていたガロンさんの配慮なのか。登城する必要はないとアリスさんを介して伝えられていたので、ウェルさんよろしく、私はずっと寮の工房に籠もっていた。

　ただこれはあくまで私の意思であり、我わが儘まま。

　だから、ナガレまで私に付き合う必要はなかったのに、律儀に最後まで付き合ってくれていた。

　お陰で、こうして三つも完成した。

「俺が好きでやった事だ。まぁただ、ガロンに対しての誤ご魔ま化かしは少々骨が折れたけどな」

「人事を尽くして天命を待つ。って言うんだっけ？　やれる事はやっておきたい性格だからさ」

　今日が来るまでに一度か二度。

　ガロンさんやダウィドさんから、ちゃんと私が休養を取っているか、という確認がナガレにあったらしい。

　その事もあってか。

　──おれとは真逆っすね……本当、いいっすねえ。その立場代わってくんないっすか。おれなんて。おれなんて、毎日働けとか言われてるのに……ぐすん。

　などと、ウェルさんがいじけていたのが印象に残っている。

「というわけで、はい。これナガレの分」

　作り終えた三つの完成品のうち、一つをナガレに手渡す。

「他の魔法師に渡す用に作ったんじゃないのか？」

「まぁ、そうなんだけど。でもほら、ガロンさんの分はあるし、折角三つも出来たからナガレと私で分け合うのもアリかなあって」

　元々は一つ出来たら良いかなあ程度に作っていたけれど、何故か出来上がってみると三つ分も完成しちゃっていた。

　だから、一つは当初の予定通りガロンさんに渡すとして、残りの二つは自衛も兼ねて私とナガレで分けるのも良いかもしれない。

　そう思ったからこそ、こうして私はナガレに手渡す事にした。

「あんまり考えたくはないけど、私達が〝ネードペント〟と相対した時に使う感じかな。多分、効果時間は量的に一分あるかないかくらいだと思うけど」

　一分、と聞くと物足りない印象を抱いてしまうけど、製作に要した時間を考えると個人的には大健闘した方だと思ってる。

「にしても凄すごいよ。ポーションの時もそうだったが、特に発想が。勿論、サーシャの錬金術の腕も本当に凄いと思うけどな」

「んふふ。私もやる時はやるからね。割と偶然の産物が多いけど、やる時はやるから！」

　もっと褒めて良いんだよ！

　偶然の産物だけど！

　と、鼻を高くして自然に浮かんだ笑みを隠す事なく胸を張ってみせる。

　すると、胸を張り過ぎたからか、若干肩が痛くなる。大仰な身振りをしようとした事で起こった弊害にナガレも気付いてか。

　小さく笑われる羽目になった。……ぐ。

「元気なのは良いが、あんまり張り切り過ぎるなよ。あくまで今回は俺達がメインじゃないんだ」

　私達はいわばついでであり、保険。

　活躍する機会がなければそれに越した事はない。その事はちゃんと理解してる。

「分かってるって。だから、こうして事前準備の方に力を入れてたんだし」

「それなら良いんだけどな」

　どうやら、ナガレは私が張り切り過ぎて何かをやらかさないか心配であったらしい。

　……失礼な。って一瞬思うけど、張り切り過ぎて作っていたものを爆発させちゃったりと、今までに色々やらかした記憶が頭の片隅に残っていたのでここは素直に口を噤つぐむ事にした。

　そんな折。

「失礼しますね」

　外に繫つながっているドア越しに、声が聞こえてくる。それは、少し以前に聞いた声。

　程なく、ドアが押し開けられる。

「ガロン魔法師長からお届けものです」

　穏やかな口調に反して、ならず者もびっくりな強こわ面もての騎士さん。

　アストレアに来た際に、王城まで案内をしてくれたガルシアさんが手に荷物を抱えて、そこにいた。

「ガルシアか」

「下へ手たに魔法師を向かわせると面倒になりそうだったから、おれにコレを届けさせたみたいですよ」

　どうして、ガルシアさんなのか。

　その疑問が、告げられた言葉によって氷解。

　抱えた荷物が、こうして私達の下にやって来てくれた理由なのだろうけど、その中身に一切心当たりがなくて、少し戸惑ってしまう。

「というわけで、お渡ししますね」

　歩み寄り、私とナガレそれぞれに対しての荷物だったのか、袋に包まれたそれを手渡される。

　なんというか、布のような感触だった。

「えっ、と、これは？」

「服です。サーシャさん達用に、ガロン魔法師長が魔法師の正装を用意してたみたいですね」

　……それは、錬金術師の正装では駄目なのだろうか。

　反射的に思った私の疑問を理解してか。

「生地の素材が違うんですよ。特に、魔物との戦闘等を考えている魔法師の正装は、頑丈に作られていまして。なので、ガロン魔法師長があえて用意なさったんでしょうねえ」

「確かに、今回のような場合は、魔法師用の正装の方が良いか」

　そう言って、渡された服を袋から取り出し、広げてみる。

　錬金術師の正装と瓜うり二ふたつだけど、何というか。

　手触りの時点で素材が違う事がよく分かる。

　似ているのは見た目だけらしい。

「ちなみに、返す必要はないそうです。使い道がなければ、素材を取りに向かう際の外着として今後は使ってくれればいいとの事です」

　魔法師用の服ともなれば、素材にもお金を掛けているだろうし、普通に買うとなるとどのくらいするんだろうか。

「ただ、着る場所は恐らく選ぶ必要があるだろうから、そこだけ気を付けてくれ、と」

「……あぁ。裏切り者みたいになっちゃいますもんね」

　錬金術師なのに、魔法師の正装を着ていたら必然、そう思われる可能性は極めて高くなってしまうか。

　とはいえ、事前に事情を話していれば、諸手をあげて賛同し、ウェルさんあたりは「ぐちゃぐちゃになるまでボロ雑ぞう巾きんのように使ってやれ！」とか言いそうだなあと思う。

「ところで、どうですか？　アストレアは。慣れましたか？」

　アストレアで一番初めに私が言葉を交わした人であったからか。

　にやりと骨太の笑みを向けられ、質問を投げ掛けられる。

「流石さすがにまだ三、四日なので、慣れたとまではいきませんが、良い国だと思います。他の人達にも、すっごい良くして貰もらってます」

　ここ数日、寮内で他の錬金術師の方と話したりだとか色々したお陰でそれなりに打ち解けていた。

「なら、良いのですが」

　この国に来てからというもの。

　どんだけ心配されるんだってくらい色んな人に心配されっぱなしな気がする。

　……そんなに私、不安を搔かき立てるような、頼りない雰囲気を出しちゃってるのだろうか。

「っと、そういう事なら早く着替えた方が良いですよね。ただでさえ、時間がギリギリですし」

　錬金術に夢中になるあまり、指定されていた時間にかなり近づいてしまっている。

　だから、手渡された服と完成した物を手に取り、部屋で着替えるべく足早に工房を後にする事にした。




　それから部屋で服を着替え、ナガレと共に王城に向かう私であったが、門のところでふんす、と誇らしげに佇たたずむ少女の存在に私達は足を止めた。

　身長は百四十センチ程で、少女というより幼女。トレードマークだろうツインテールに纏まとめられた碧みどり色の髪の存在もあってかなり幼く見える。

　一瞬、迷まい子ごか何かかと思ってしまった私はきっと悪くない。

　だってこんなにも、ちっちゃい子だし……。

「──誰だれがちびっ子か!!」

「うわっ!?」

　私の内心を見透かしでもしたのか。

　的確な一言が私の鼓膜を揺らす。

　大声だったせいで、耳がジンジンする。

「やれやれ。これだから新参は」

　大仰に、身振り手振りを含めて一ひと頻しきり呆あきれる少女であったが、幼過ぎる見た目のせいで何故か申し訳なさよりも、生温かい目で見詰めてしまう。

「む、むむむむむ！！！　その視線!!　わたしをただのちびっ子とか思ってるでしょ!?」

「え、違うの？」

「聞いて驚きなさい？　わたし！　は！　王立魔法学園を首席で！　飛び級で！　卒業した超、超、超エリートな魔法師なの!!　断じてただのちびっ子じゃないの!!」

「うわあ、それは凄いね」

「ただのちびっ子って、ちびっ子の部分は認めるんだな、カトリナ」

「…………。ぁ、あああああ!!　しまったぁぁあ！！！」

　勢いよくしゃがみ込み、ナガレにカトリナと呼ばれた少女は頭を抱えて奇声を上げる。

　見た目通り、中々におっちょこちょいな性格であるらしい。

「……もしかして、ナガレの知り合い？」

「こいつはカトリナ。カトリナ・メリアル。身長の問題で特注の正装にはなってるが、あれでも一応、歴とした魔法師だ。フィレールにいた頃ころ、一度だけアストレアに顔を出してたんだが、俺はその時にガロンから教えて貰った」

　あぁ、道理で、と思う。

　カトリナちゃんが着ている服は、私がガロンさんから渡された正装ではなく、少しだけアレンジされたものだった。

　だから、一目で魔法師だと気付ける筈はずもなくて。

「……お、お久しぶりでございます。殿下」

「ああ、久しぶりだな。ところで、カトリナも今回の件に参加するのか？」

「あ、は、はい。ガロン魔法師長が選抜なさった中に、光栄にも入れていただけて」

　当然と言えば当然なんだけど、ナガレと私とでは対応が天と地。というか、ナガレの時だけ露骨にカトリナちゃんはそわそわしていた。

「そうか。俺も今回、同行する事になっててな。いざという時は、サーシャを守ってやってくれ」

「はい！　勿もち論ろんでございます！　この命に代えてでも殿下を……って、あれ？　サーシャ？　あの、サーシャって」

「あ、サーシャは私だよ」

「…………」
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　ぷるぷるとカトリナちゃんは震え出す。

　感情豊かだなあって思っていると、何故かめちゃくちゃ睨にらまれた。

　でも、ナガレの言葉に逆らうつもりはないのか。

「……わ、分かりました。気が向いたら守らせていただきます」

　不承不承ながら頷うなずいていた。

　でも、気が向いたら、に限るらしい。

　なにそれちょっと酷ひどい。

「ところで、カトリナが此処ここにいた理由はガロンからの伝言か何かか？」

「あ、はい。ガロン魔法師長が魔法塔の三階に来て欲しいと殿下達に伝えてくれと」

「なら、時間も押してるし、さっさと行くか」

　そう告げて、止めていた足を再び動かし、先行するようにナガレが歩き出す。

　それに遅れないようにと私もカトリナちゃんと一緒になってその後を追う事になった。





◇◇◇






　王城内。

　魔法塔に向かう道中にて、私は折角なのでカトリナちゃんと話をしていた。

「ねえねえ。カトリナちゃん」

「……そのちゃんってのやめてくれない？　まるでわたしがちびっ子みたいじゃない」

「ちっちゃくて可愛かわいらしいから、カトリナちゃんはカトリナちゃんだよ」

　私がそう言うと、カトリナちゃんは死んだ魚の目を思わせる瞳ひとみを私に向けてきた。

　一体、どうしたのだろうか。

「カトリナちゃんって、ナガレに対してだけ露骨に態度が畏かしこまってるよね」

「当然でしょう？　殿下といえば、天才だとか、天てん稟ぴんだとか、そんな言葉で言い表すのも烏お滸こがましいとまで言われた超凄すごい魔法師なんだから。魔法師の端くれとして、敬意を表するのは当たり前なの」

「あー。ナガレって魔法すっごい上う手まいもんね。うん。私もあればっかりは絶対に敵わないって思っちゃってたなあ」

「ふ、ふぅーん。貴女、中々に話が分かるわね」

　どうやら、ナガレを褒めておけば、カトリナちゃんからの評価は上がるらしい。新発見。

「錬金術師と聞いてたけど、どう？　ガロン魔法師長からは貴女も魔法師としてはそこそこの腕と聞いてるし、この機会に魔法師になってみるのは」

　きっと、カトリナちゃんは根っからの魔法好きな子なのだと思う。

　先程から、魔法の話題になるたびにあからさまに目を輝かせて楽しそうに語ってくれていた。

「少し昔に、ガロンさんからおんなじように誘っていただいたけど、やっぱり魔法師はいいかな」

「……才能があるのに？」

　割と敵意を持たれてるような気がしてたけど、どうやらそれは私の考え過ぎだったのか。

　怪け訝げんそうにカトリナちゃんが首を傾かしげる。

「才能、って言うのかなあ。ナガレやガロンさんを見てるから私からすれば、才能……？　ってなっちゃうなあ」

　少しの期間だけだったけど、魔法を教えてくれたガロンさん。

　錬金術を頑張る中で、側そばでずっと見てきたナガレの魔法の腕。

　それらを見てるせいで、才能と言われてもイマイチ、ピンと来なかった。

「何より、私は錬金術師としてナガレに誘って貰った人間だから。だから、錬金術師として期待に応こたえたいなあって思ってて」

　こうして誘ってくれてる事は本当に嬉うれしく思うし。有難いなって思う。

　ただ、私は魔法師より錬金術師の方が合ってるような気がする。

「それに私、魔物苦手だから魔法師にはなれないと思うんだよねえ」

　月夜見草を採りに向かった際の一件を思い出す。

　流石にいつかは慣れると信じたいけれど、あれが毎度、となると迷惑どころの騒ぎではない。

　やっぱり、錬金術師が私の性に合っているのだと思い至り、破顔する。

「……魔物が苦手なのに、よく今回の討伐に志願したわね」

「ナガレが心配だったからね。何より、一応これでも、魔法の才能があるとは言われてる人間ですから。戦える錬金術師の方が色々と都合がいいって聞いて」

「まぁ確かに。そっちの方が都合はいいわね」

　ガロン魔法師長や、殿下も認めてるみたいだし、多少魔物が苦手であれ、関係はあまりないか、とカトリナちゃんは言葉を締めくくった。

　多少どころか、アレルギー反応レベルで苦手なんだよねって返そうか迷ったけど、今度こそどうにか我慢するのだという意思表示も兼ねて黙っておく事にした。

　やがて、たどり着く魔法塔三階。

　そこには、青白の魔法陣が大きく描かれた床が広がっており、今回同行するであろう魔法師の方。

　加えて、ガロンさんの姿も見受けられた。

「んじゃ、全員揃そろったみてえだから、そろそろ始めるとしますかねえ。〝ネードペント〟討伐、をよ」

　床一面に広がっていた魔法陣を用いて、ガロンさんが転移の魔法を行使した直後。

　ぐわん、と独特の酩めい酊てい感に襲われながらも視界に映り込む光景は一変。

　やがて目前に広がったのは、異様と形容する他ない毒色に染まった枯れ木ばかりの山であった。

「────」

　息を吞のむ。

　ゴクリと唾つばを嚥えん下かする音の重奏が聞こえる程、殆ほとんどの例外なく誰だれもが驚いているようであった。

「予想はしていたが、これは……酷いな」

　場に降りる沈黙。

　それを破ったのは、ナガレの言葉だった。

　続くように、懐に収められていたウェルの秘薬ＥＸ対抗薬を取り出し、口の中へと注ぎ込むナガレの行為を見て、私達も事前に渡されていた対抗薬を摂取してゆく。

　ガロンさん曰いわく、転移の魔法は少し特殊だから、万が一を考えて対抗薬は転移後に摂取するようにと事前に説明があった。

「人にだけ悪影響がある、とは考え難いですからねえ」

　魔物や植物。

　ありとあらゆる生きているものに影響があっても何らおかしくはないとガロンさんは答えた。

　寧ろ、それが正しい姿であると。

「……何してるの？　サーシャさん」

「あ、うん。一応、回収しておこっかなって。これだけ、変色してるし、何か新たに分かる事があるかもしれないし」

　ナガレに倣うように対抗薬を摂取した後、私は足下に転がっていた毒色に変色した枯葉を手袋を付けた手で回収。

　それなりに持って来ていた小さいサイズの硝子の調合器フラスコへと放り込み、対抗薬を作る際に余分めに作っていた液体をそこに流し込む。

　その一連の流れに、カトリナちゃんから疑問を投げかけられたので、私は答えた。

「でも、土の質感から雨が全く降っていない、って事はなさそうなのにこの草木達は、なんというか、干ひ涸からびてる感じですよね」

　抱いた疑問をそのまま口にする。

　普通、大木とまではいかないにせよ、私の身長を優に超えるような木であれば、蹴ける殴るしてもびくともしないものである。

　だけど、私が見る限り、視界に映る枯れた木々は私が蹴る殴るすれば容易に真っ二つに折れてしまうのでは、と、思える程に弱々しかった。

「まるで、栄養が全すべて吸い上げられているみたいに」

「……もし、嬢ちゃんの予想通りなら、相当厄介そうだな」

「どういう事ですか？　ガロン魔法師長」

　錬金術師はやっぱり連れて来て正解だったな、と渋面を見せるガロンさんに、カトリナちゃんが疑問符を向ける。

「あー、だからな。多分、今回の元凶だろう〝ネードペント〟はここら一帯の栄養全部吸い上げてんじゃねえのかって話だ。すると、恐らくだが、食魔植物の場合はその栄養を使って高速再生みたいなえげつねえ真ま似ねが出来る可能性がたけえ」

「高速、再生」

　ただの食魔植物の高速再生ならば何も問題はなかった。しかし、〝ネードペント〟の高速再生となると話は変わる。

　ただでさえ魔法耐性の高い〝ネードペント〟に、高速再生などという補助まで加わったともなると、本当に手が付けられなくなるからだ。

　変異種がどれ程のものかは分からない。

　でも、下へ手たをすれば与える傷より回復の方が上回り、ジリ貧な状況が出来上がる事も、可能性として頭に入れておく必要がある。

　とすると、必要となってくるのは、ため込んだ栄養を如何に使わせないようにするか。使えない状況を作り上げられるか。

　その上で、高速再生のような真似をされる前に全て終わらせる事。

「とはいえ、まずは対策をするにせよ、〝ネードペント〟の居場所を突き止めねえと話になんねえ」

「なら、二手に分かれるか」

「さっすが殿下。理解が早くて助かりますぜ」

　不幸中の幸いというべきか。

　栄養など、ほぼ全ての生気のようなものが失われている為ため、魔物といった生き物も殆ど見当たらない。

　ならば、二手に分かれてもそこまで危険性はない。そう考えての提案だったのだろう。

「つぅわけで、オレを除いて唯一、転移魔法が使えるカトリナをそっちに回すとして」

　こんなにちっちゃい子がなんで同行してるのか。頭の片隅にあった疑問が、その言葉のお陰で解消される。

　転移魔法を使えるなら、確かに、同行メンバーに入っていても何らおかしくはない。

「カトリナちゃんって、転移魔法が使えるんだ」

「だから、ちゃんは止めて……って、そ、そうよ。わたしは転移魔法も使える天才さんなの。褒めていいわよ？　というか褒めなさい。褒めて！」

　その言葉に応じるように、本心から素直に凄い凄いと褒めると満足したのか。

　ご満悦な様子で、泥舟に乗った気でいなさい！　などと盛大に言葉を間違えながらもふんす、と胸を張っていた。小動物感が凄い。可愛かわいい。

「んで、カトリナ以外の魔法師についてなんだが」

　ひぃ、ふぅ、みぃ、と同行していた他の魔法師の幾人かもカトリナちゃん同様に分けようとしてか。ガロンさんが数え始めていたが、それを遮るようにナガレが声を上げる。

「いや、カトリナが転移の魔法が使えるなら下手に人を増やさない方がいいだろ」

「……とは言っても、カトリナとオレは違いますぜ？　こいつが天才である事は認めてっが、使えて三回ってとこでしょうよ」

　転移の魔法の使い手が一握りである理由として、一番の理由がその膨大過ぎる魔力消費にある。

　そして、使い手が限られ過ぎていて、教えられる人間が殆どいない事。純粋な魔法としての難易度の高さ等々。

「三回も使えれば上等過ぎる。それに、恐らくだが、一回くらいなら俺も使える」

「……は、ははっ、マジですか。流石さすがは殿下。相変わらず、いい意味で得体が知れねえ」

　引ひき攣つった笑いをガロンさんが浮かべる。

「ですけど、転移の魔法なんて誰から学んだんで？　以前、レクチャーした際はオレが感覚派過ぎて無理って事だったって記憶なんですけど」

　理論派。

　しかも、事細かに転移の魔法を教えられるような人間は、はて、いただろうか。

　記憶を漁あさっているのか。

　心当たりをどうにか探そうと試みるガロンさんであったが、続けられたナガレの言葉に、声が裏返る事となった。

「いや、誰からも教わってない」

「……教わってない？」

「書物から学んだ。ただ、不安要素は少しばかりあったんだが、さっきのガロンの転移の魔法を直で見たお陰でそれも解消された。恐らく、使えると思う」

　書物、と聞くとやはりどうしても世界一とも噂うわさされる書庫──フィレールの図書館の事が思い起こされる。

「はぁん。分かった。事情は全部把握した。まぁた嬢ちゃんか。マジで多才過ぎねえか？　つか、これ以上、なんか出てくるようならダウィドに恨まれてでも魔法師こっち側に欲しくなるんだが」

　何故か私に意味深な視線が向けられる。

　でも、そんな視線を向けられる事に今回ばかりは覚えが全くない。

　だから、それは勘違いであると否定しようと試みるけれど、

「転移の魔法は、サーシャから教わったわけじゃない」

　それをするより先にナガレから、説明が入る。

　そうそう。今回は私、一切関係ないから。

　流石にこれ以上、勝手に評価を上げて期待を寄せられても困るから──。

「教わってはいないが、アドバイスなら貰もらったな。もっとも、それが転移の魔法に関するものとは伝えていなかったが」

「……転移の魔法は、複雑怪奇過ぎてまともにアドバイスは出来ねえし、そもそも、アドバイス一つでどうにかなるもんじゃねえんですけどね」

　……言われてみれば、何度か錬金術に絶対関係ないよね、これ、みたいな事で相談を受けた気がする。

　だから、心当たりは本意でないものの若干、あった。

　そんな私達の様子を流し目で見詰めるガロンさんは、もう少し何か言いたそうにも見えたけど、これ以上お喋しやべりで時間を浪費するわけにはいかないと考えてか。

　言葉を唾だ液えきで落とし込み、面白おかしそうに破顔。

「んじゃ、分かりました。そっちは三人で。こっちは、残り全員で取り敢えず〝ネードペント〟探しといきますぜ」

「なら、合流する時は？」

「一応、今回は万が一を考えてオレとカトリナ、殿下と嬢ちゃんの四人の服に陣を刻んどいた。だから、服の裏地に見慣れねえ陣が刻まれてたろ？　それさえあればオレはすぐにそっちに行ける。だからそこの心配はいらねえですよ」

　あえて服をオレから渡した理由は、だからなんだぜ、とガロンさんが口にする。

　その準備の良さに私は脱帽した。

「恐らく、オレ達が〝ネードペント〟を見つける方が早えとは思うが、もし終わるような事があれば、こっちからの連絡を待ってくれりゃあいい」

　他の生物の栄養を軒並み吸い出しているであろう〝ネードペント〟への対策。

　加えて、現在進行形で進んでいる〝ミナト病〟に対する特効薬の手掛かり等々。

　恐らくではなく、間違いなく私達の方が遅くなるだろう。

　器具も服に詰め込めるだけ詰め込んではきたけど、工房と違って最低限の道具と素材しかない。

「他に質問は？　ねえなら、そろそろ探しに向かおうと思うんだが」

「……あ、っと、そうだ。ガロンさん。すっかり渡し忘れてたんですけど、これを」

「ぅん？」

　錬金寮の工房でナガレに渡していたものと全く同じものをガロンさんに手渡す。

　危ない危ない。

　つい、渡し損ねるところだった。

「これは？」

「身体からだに害がない事は確認していても、ちゃんと効くかどうかの確認はまだなんですが、一応、〝ネードペント〟に対して魔法を通りやすくする為のものです」

　夜なべしてナガレと作ってみました。

　ぶいっ。

　と、ピースサインを向けてみると、肩を震わせ、ぷはっ、と吹き出して笑われた。

「嬢ちゃんらは、休んでろっつったろ」

「何かしてないと落ち着いていられなくて」

「嬢ちゃんは何処ぞの魚類か。……まぁ、いい。そういう事なら受け取っとくわ。ありがとうよ」

　大事そうに胸のポケットにガロンさんがソレを収める。

　そして今度こそ、話はおしまい。

　渡し忘れていた物もない事を確認し、

「んじゃ、ちょいとばかし、別行動といくか。そっちも頑張ってくだせえよ。殿下に、嬢ちゃん。あと、カトリナ」

「……あ、あれ。なんで天才魔法師である筈はずのわたしがオマケキャラ扱いになってるんですか……？　いやでも、殿下のオマケキャラなら満更でも──」

　難しそうな顔でぶつぶつと独り言を漏らすカトリナちゃんと、私とナガレの三人でここからは行動する事となった。





◇◇◇






「──ずっと思ってたんだけれど、貴女って、殿下を殿下って呼ばないわよね」

　ガロンさん達と別れ、カトリナちゃんとナガレと三人で行動するようになって数分程経過した頃ころ。

　場に満たされていた沈黙が煩わしく感じられたのか。唐突に、カトリナちゃんから私はそんな問いを投げ掛けられた。

　そこには不満であると言わんばかりの膨れっ面があって、苦笑いで反射的に取り繕おうと試みてしまう。ただ、そこには不満の感情があるだけで、不思議と責めるような様子はあまり感じられなかった。

「ぁ、えっと、それは」

　私がナガレを、王子殿下であると知って尚、ナガレと呼び続けている理由。

　それは、ナガレの事をそう呼んでしまったが最後、途端に「友達」と思える程近しかった筈の距離や仲が遠ざかってしまう気がしたから。

　亡くなった生母を除いて、家族との仲が絶望的に遠かった私だから、それが嫌だった。

　そんな、理由。

　……でも、子供染みているとも言えるそんな理由を口にしても納得はしてくれないだろう。

　だから、どうにか取り繕って──。

「……別に、責めてるわけじゃないのよ」

「そういや、ガロンやアリス達は兎も角、カトリナもそこに引っ掛からなかったよな。真っ先に突っ掛かりそうなのに」

　それは、私も思っていた。

　あくまで魔法師として、なんだろうけど、ナガレをほぼ神聖視してたみたいだから、呼び方を注意されると思っていたけどそれはされなかった。

　理由は、一体どうしてなのだろうか。

　眉まゆを顰ひそめた事で私も疑問に思っていると理解してか、補足するようにカトリナちゃんが言葉を付け足してくれる。

「ただの錬金術師ならば、そりゃあもう、怒鳴り散らして地の果てまで蹴けり飛ばしましたとも」

　まるでそれは、私がただの錬金術師ではないと言わんばかりの物言いで。

「ですがわたし含め、王城の人間には、サーシャさんの存在は、あくまで殿下の親しき客人、と伝えられております。そして、王妃様の恩人とも。殿下が嫌がっているならまだしも、そうでないならば、わたしも多少は目を瞑つぶりますから」

　言葉ではそう言っているけど、納得しているかと言えばそれはまた別の話なのだろう。

「とはいえ、錬金術師の正装を着衣していれば目の敵にしますし、魔法師の正装であれば、新入りとして先輩のわたしがこき使いますけども！」

　先輩という言葉が好きなのか。

　心底嬉うれしそうにカトリナちゃんが、ここぞとばかりに胸を張るけれど、張る胸がないせいか、ちっちゃい子が可愛かわいらしくドヤってるようにしか見えなかった。

「客、人」

　ポツリと呟つぶやく。

　ナガレはナガレだからと、当たり前のようにナガレと呼んでいたけど、ここはアストレア。

　本来であれば、高貴な身分であるナガレの事は敬称で呼ぶべきであるのに、そういえば誰からも注意を受けた事はなかったっけ。

「……実を言うと、今のサーシャの立場は、俺の客人兼、見習い錬金術師ってとこなんだ」

　腕は見習いにしては上等過ぎるんだがな。

　と、笑い混じりに付け足される。

　でも、その情報は初耳であった。

「サーシャの性格は、俺が一番よく知ってる。だから、逃げ道を塞ふさぐ事はしたくなかった。アストレアでの錬金術師としての生活が合わなければやめて貰っても全く構わないようにしてある」

　流石さすがは、二年もの間、ほぼずっと一緒に行動していただけあって私の性格はお見通しというわけらしい。

　一度やると決めたら、責任感を抱え過ぎるような性格をしているから、一応、いつでも辞められるように宙ぶらりんで仮の状態にしてあると。

　──ただ。

「そういった気遣いは嬉しいけど、その必要はないと思うよ。だって、今私、楽しいし」

　破顔する。

　脳裏に浮かぶは、アストレアで出会った人達の顔。退屈とは縁遠く思える数日の思い出。

　ここで錬金術師として生きていけるのならば、悪くないどころか、寧ろ望むところ。

　それが良いと心底思う私も既に心の中に存在していた。

　だから、その必要はないと口にする。

「周りの人達も、優しかったり、面白かったり。ナガレとポーションばっかり作る日々も悪くなかったけど、こういうのも悪くない、というか、私は好きかな。賑にぎやかな光景は、憧あこがれだったし」

「特に、錬金術師の連中はアホばっか集まってるものね」

　カトリナちゃんからの横よこ槍やりが一つ。

　アホとまではいかないけど、色々とかなり抜けているウェルさんの事を知っているせいで、「そんな事はない」と即座に返す事は出来なかった。

　ごめんなさい、ウェルさん……！

「ところで、そろそろ何か分かったりしないの？」

「んん。今はまだ、転がってる枯葉の一部が、花粉のせいで突然変異も若干起こしてるって事くらいかな」

　夜なべついでに、対抗薬の方も増産して一応多めに持ってきてある。

　本来であれば、対抗薬に漬ければ花粉に侵された枯葉であろうと、ある程度の改善が見られる筈なのだが、求めていた結果にならない事も多々。

　やはり、事前に用意した対抗薬のみでは心許ないかもしれない。

　今は、どういう枯葉が変異を起こしているのか、その判断に時間を割く必要があるんだけれど。

「ぁ。そうだ。枯れてない草木だったり、生きてる魔物なりを見つけたら教えて貰っていい？　二人とも」

　元々はナガレも錬金術師として同行していたものの、この状態故に、錬金術師としてではなく、魔法師として周囲の警戒に注力して貰っていた。

　だから今、錬金術師として動いているのは私一人。けれど、今はまだ、効率が悪くても慎重に行動すべきであるからこそ、ナガレも周囲の警戒に徹してくれていた。

「まぁ、それが一番解決策に辿たどり着つける近道だしな」

「……そうなんですか？」

　ナガレは分かってたみたいだけど、キョトンとした様子で、カトリナちゃんは首を傾かしげる。

「うん。生きてる草木だったり、生物なりを見つけてしまえば、そこから他との特性差で解決策まで秒読みでたどり着けちゃうしね」

　ここでは本来、特性であったりの差を「調べる」行為が必要なんだけれど、これでも私は図書館にひたすら籠こもっていた人間。

　知識量だけなら、沢山あると自負している。

「第一に、みんなの安全。第二に、〝ネードペント〟への対策。まぁ、第一も第二も、花粉が効かない特性を見つけてしまえば一気に両方とも解決出来ちゃうんだけどね」

　ウェルさん達と作った対抗薬が悪い、というわけでないけれど、花粉が濃い場所だけが少し変異している可能性を加味してどうにかする。そんな離れ業はそもそも不可能だ。

　だからこそ、現場にいる錬金術師である私とかが、その差異をどうにか解決しなくちゃいけない。

「じゃあ、生物を見つければ良いのね？」

　尋ねられる。

　まるでそれは、見つけようと思えば見つけられない事もないと言いたげでもあって。

「それは、そうなんだけど」

「それならそうとさっさと言いなさいよ。わたしを誰だと思ってるの？」

「天才魔法師？」

「そう!!　天才魔法師!!　身体からだがちっちゃいから特に不安って事で逸はぐれないようにって〝サーチ〟の魔法ばっかり鍛えられた実力、ここで見せてあげるわ!!　本当、わたしはちびっ子じゃないんだからああああ！！！」

　勝手に思い出して、勝手に傷付く。

　カトリナちゃん、忙しい人だなあと思いながらも、直後、地面に手を突ついて〝サーチ〟と彼女は静かに呟いた。

「サーシャは煽おだてるのが上う手まいな」

「え。これって上手いの？　私」

　ただ本心を本心として言っただけなんだけど。

　事実、カトリナちゃんはテレポートすら使える魔法師。魔法師長でもあるガロンさんからも認められており、天才魔法師である事に揺るぎはないだろう。

「取り繕いじゃなく、本心から言ってるって分かるんだろうな。お陰で効果覿てき面めんだ」

「は、はあ」

　いまいちよく分からなかったけど、やる気出してくれるのならそれでいっかと思っておく。

「ただ、この状況で尚、〝サーチ〟で見つけられる自信がある事は素直に凄すごいな」

「そうなの？」

「ああ。一応、ここら一帯全すべて、〝ネードペント〟の花粉に侵されている。そして、その花粉にはそれなりの魔力が込められている。いわば、ここにあるもの全てが〝サーチ〟に引っ掛かる状況といえば分かりやすいか」

　膨大な量ある中から、僅わずかを選び取る。

　その行為が如何にデタラメである事か。

「流石の俺でも、骨が折れるどころの騒ぎじゃなかったし、それが出来るやつがガロン以外にいるとは思ってなかった」

　賞賛の言葉。

　無言だった筈のカトリナちゃんの口角が、若干、喜色につり上がったように見えた事は恐らく、目の錯覚ではないのだろう。

　そして、それから数十秒ほど無言の時間が過ぎ、

「──見つけた」

　唐突に、カトリナちゃんが声を上げる。

「多分、魔物。集団。ここから十数分で着く距離にいると思うわよ」

　どうする？　向かう？

　と、尋ねてくるカトリナちゃんに対しての返事は決まっている。

　凄いと褒めるべく、喜色満面の笑みを浮かべていた筈はずが、魔物と聞いて、心なしか引ひき攣つっちゃった気がするけど、及び腰になってる場合じゃない。

「なら、決まりだな」

「うん。あまり時間はかけてられないし、カトリナちゃん。そこに案内して貰もらってもいいかな」




　それから十数分程掛けてたどり着いた先。

　魔物の集団と当初は聞いていたものの、それらしきものは一切見つからず、私含む三人全員が口を真一文字に引き結んでいた。

　ただ、カトリナちゃんの案内によって連れて来られた場所には、これまでになかったものが一つだけ、ぽつんとあった。

　それは、大きな毛玉のような白銀の何か。

　見方によっては、降り積もった雪の塊に見えなくもない。

「……なにあれ」

　明らかに場違い過ぎる眼前のソレに対して、私は疑問の言葉を口にする。

　一瞬、置物か何かかと思ったけど、〝サーチ〟を行使してやってきた先に偶々あった、というのは可能性としてはあまりに、考え難い。

　だとすれば、あれはまず間違いなく魔物なのだろう。

　……ただ、おかしな事に、私は魔物に対しては反射的に極度の拒絶感を示してしまう人間であるというのに、ある程度まで近づいたにもかかわらず、馴な染じみある嫌悪感が全く湧わき上がらない。

　故に、筆舌に尽くし難い違和感が付き纏まとう。

「恐らく魔物、なんだろうが……」

　私の様子にナガレも気付いてくれたのだろう。

　その言葉はいつもとは違い、歯切れの悪いものであった。

「ただの魔物でない事は確かだな」

　私は隣でコクコクと頷うなずく。

　流石さすがはナガレ。

　付き合いの長さは伊達だてじゃない。

「特に、カトリナが魔物の集団と見誤った事も気になる」

　当初、カトリナちゃんは魔物の集団と言っていた。しかし、蓋ふたを開けてみるとそこには得体の知れないもこもこが一つ。

　警戒心を向ける理由は幾らでもあった。

「……なら、どうしますか？　殿下」

　三人では拙いと判断をして、引き下がるか。

　言葉こそなかったものの、向ける視線でカトリナちゃんがナガレにそう問うていた。

「どうするもこうするも、折角の手掛かりを失うわけにはいかないだろ。それに、こっちには〝テレポート〟もある。いざという時は逃げればいい」

　数回という制限があるものの、ただでさえ少ない回数を減らすだけの価値はあるとナガレは言う。

　魔法師として力になれる事がほぼない私が言うべき言葉ではないかもしれないけど、その発言には私も全面同意であった。

　突破口になるであろう手掛かりをみすみす失うわけにはいかない。

　だから──と、口を開こうとした私は何故か、急に身体が重くなったような錯覚に陥る。あちこちが縫い留められているように、動き辛かった。

　違和感の正体は、あの白いもこもこか。

「……いや、そうよね。〝ネードペント〟の花粉だらけのこの場所にいるような魔物が、ただの魔物の筈がないわよね」

　顔を顰しかめ、カトリナちゃんが言う。

　身じろぎするように、白銀のもこもこが小さく動く。その際に見え隠れする白く染まったツノのような何か。

　その特徴から、頭の中に存在する知識を手探りし、答えを絞り込む。

　加えて、この身体を縫い留めてくるような威圧感。錬金術の為ため、薬草を採りに向かう際に幾度となく魔物に出会っていたけれど、こんな体験は初めてだった。

　だから、その経験を踏まえた上で私が答えを出すとすれば──。

「ベビードラゴン」

　辛うじて動く声帯を震わせ、言葉にする。

　まるで、その答えが正解であると言うように、キュウ、と、放つ威圧感に似つかわしくない可愛かわいらしい鳴き声が聞こえてきた。

　寝起きなのだろうか。

　心なしか、鳴き声は間延びしているようにも思える。

「……ベビードラゴン。成る程。それなら〝ネードペント〟の花粉に耐えられる事にも納得はいく」

　何な故ぜここにいるのかは分からない。

　だが、再度見え隠れするツノと、控え目な翼。爬は虫ちゆう類るいのようなぎゅうぅ、と細長に絞られた瞳どう孔こうが、私の言葉が間違っていなかったと教えてくれる。

　一応は魔物に区分されているものの、生態系のトップに君臨するドラゴン。

　その幼体ゆえに、ベビードラゴン。

　極端に魔力に対する耐性が高いドラゴンならば、〝ネードペント〟の花粉を屁へとも思わない態度にも納得しかない。

「サーシャ!!」

　下がっていろ。

　叫ばれたその言葉が意味する指示を瞬時に汲くみ取るけれど、身体からだが思うように動かない。

　鈍く、重いせいで、どうにか一歩、後退するのが精一杯。

　それを見て、即座に臨戦態勢に移るナガレとカトリナちゃんであったけど、敵意を向けられたベビードラゴンらしきソレはそんな事は柳に風であるというように、ゆっくりと翼をはためかせて宙に浮かび上がる。

　そして直後。

　一秒を十で等分した内の二ほどの時間で、飛行。肉薄。

　数十メートルは空いていたであろう私達との距離が刹せつ那なの時間でゼロへ。

　そのあまりの速度に一瞬、反応が遅れはしたが、魔法でどうにか対処を試みようとして──。

「『──いい寝床、みーつけたっ』」

　子供らしい、無邪気さを感じる声と共に、次の瞬間、私の頭の上に一、二キロ程度の重さがのし掛かった。

　…………うん？

　てっきり攻撃をされると思っていた矢先のその行動に、私を含めた三者ともが言葉を失う。

　だけど、場に降りた沈黙も長くは続かなかった。

「し、喋しやべった!?」

「『キミが言ってたじゃないか。ドラゴンだって。そりゃあドラゴンだもの。人の言葉くらいは分かるよ？』」

　遅れて気付いたとんでもない現実に目を剝むく私だったけど、何故か呆あきれられた。

　当たり前の事を聞くなと言うように。

「『それより、キミからは、良い匂においがする。もしかして、聖女、の縁者だったりする？』」

　良い匂い。

　いやまあ、臭いと言われるよりは万倍マシなんだけど、いかんせん、話が見えない。

　というより、何故、この真っ白な身体のベビードラゴンは私の頭の上に乗っているのだろうか。

「聖女……？」

「『あれ。違った？　でも、この匂いは聖女に近い匂いだと思うんだけどなあ。まぁいいや。取り敢えず、美お味いしそうだから魔力をちょっとだけ分けて貰ってもいい？　ぼく、お腹なかペコペコで』」

　神聖視されているドラゴンのような存在は、魔力を食べて生きている。

　なんて話がある事は文献にも書いてあった。

　だから、その点について驚きはなかったけど、私は慌てて制止する。

　幼体とはいえ、ドラゴン。

　気分を損ねないようにと、言葉遣いには気を付ける事にした。

「ま、待って。待って下さい！」

「『ぅん？』」
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　別に、私個人の魔力を分け与える事くらいなら構いはしないのだが、この状況であれば交渉の余地がある気がした。

　何より、ドラゴンの血は濃過ぎると人には毒だが、薄めれば魔力耐性を向上させる特上の薬となると聞いたことがある。

　だとすれば、数滴でも血を分けて貰う事が出来れば変異している花粉であろうと問題なく耐える事が可能となる筈だ。

「……魔力を分ける事は別に構わないんですが、その、見返り、というか。血を数滴、分けていただく事は出来ませんか」

「『血？　なんで？』」

「私達は〝ネードペント〟の討伐にやってきたんですが、変異しつつある花粉にまで完全に対処は出来ていません。なので、ドラゴンの血を分けていただければ、確実に他の方々も守る事が出来ると思うんです」

　多少の手間を掛ける必要はあるけど、ドラゴンの血さえ手に入れば何とかなる。

　だから──と思って、ある程度の無茶振りには応こたえる気持ちで投げかけたその疑問であったけれど、

「『んー。いいよー』」

「……そうですよね。血をくれだなんて、痛いし、嫌ですよね──って、良いんですか!?」

　拍子抜けするくらい軽い返事で許可が下りた。

「『ぼくも現状は、煩わしく感じてたからね。ここ、美味しい木の実があったり、質のいい魔力に満ち満ちた泉があったり、お気に入りの場所だったんだけど、久しぶりに来てみたらこの状態だったんだ』」

　どうしてベビードラゴンがこんな場所にいたのか。その疑問が氷解する。

「『だから、元凶を倒す為に必要なら、協力も吝かじゃないって事だね。ただ、こんな事になってるとは知らなくて、ぼく、魔力切れ起こしてるんだ。元々、ここで魔力を補充する予定だったからさ』」

　という事で、魔力ちょうだい、に結びつくという事らしい。

　一瞬、幼体とはいえ、ドラゴンならば〝ネードペント〟も倒せるのではないのか。

　そう思いはしたが、そんな事情があったらしい。

「……そういう事なら、俺の魔力じゃダメか」

「ナガレ？」

　そして、話がそれで落ち着きかけた時。

　横よこ槍やりを入れるようにナガレの言葉が聞こえてくる。

「魔力の量なら、恐らく俺の方が多い筈だ」

「『うん。そうだね。キミの方が多いと思うよ。ただ、この子の〝匂い〟がぼくは好きなんだ。大丈夫、魔力を貰うって言っても、根こそぎ貰うつもりは毛頭ないから。機会があれば、この子の魔力はまた貰いたいしね』」

　魔力を大量に失った場合、〝魔力欠乏症〟という状態に陥る。

　基本的にそれは、様々な体内器官が正常に働かなくなる事で動どう悸きや吐き気といった症状に見舞われる。

　恐らく、ナガレはそれを懸念したのだろう。

　……相変わらずの、心配性というか何というか。

　カトリナちゃんは複雑そうな表情を浮かべていたけれど、その気遣いは素直に嬉うれしかった。

　ただ。

「大丈夫だよ、ナガレ。上う手まく説明は出来ないけど、このドラゴンは悪いドラゴンじゃないと思う。だから、ね？」

　単なる勘。

　だけど、不思議とその根拠のない勘を私は信じて良い気がした。何より、錬金術師として務めを果たすならば、ここで応じないという選択肢だけはあり得ない。

　そして、私の言葉を信用してくれたのか。

　不承不承といった様子ではあったけど、ナガレも納得をしてくれたようだ。

　溜ため息いきを一度吐き、一応、受け入れてくれる事となった。




　それから数十分ほど経過した後。

「──……で。これは一体、どんな状況なんですかねえ？」

　事前に説明してくれていた通り、テレポートを使って転移してきたガロンさんが、疑念に塗まみれた言葉を口にする。

　彼の視線には、頑張ってナガレと二人で再度の対抗薬作りに勤いそしむ私達の姿が映り込んだことだろう。

　ただ、私の頭の上には、ここが心ここ地ちが良いからと白いもこもこが乗っかっていたが。

　きっと、疑問を口にした理由はそれが原因。

　しかし、どういう原理なのか。

　忙せわしなく動いているにもかかわらず、ベビードラゴンが私の頭の上から落ちる気配はなく、それどころか、微動だにせず、ぐっすりとくるんと丸まって寝息を立てていた。

　別れた時とは少しばかり異なる私の現状に、転移の魔法にて合流をしたガロンさんが、疑問符を浮かべるのは至極当然の話であった。

「えっと、その、私もよく分からないんですけど、……懐かれちゃいまして？」

　ガロンさんは優秀な魔法師だ。

　だから、〝サーチ〟が得意かどうかは兎も角、私の頭で丸まっているこれが、ただのもこもこであるとは思っていないだろう。

　故の質問。

　だが、事情を知らないガロンさんは、私のその返答に更に眉まゆを顰め、どういう事だと疑念の色を深く濃く表情に刻んでゆく。

「ただ、その、悪い子じゃないんです。現に、こうして手伝ってもくれてますし」

　だから、討伐はしないでくれと訴え掛ける。

　そして、既にある程度の数、出来上がっていた完成品をガロンさんへと私は差し出した。

「……もしかしなくても、そいつ、ドラゴンか？」

　一瞬で看破される。

　……流石さすがだと思うと同時、分かる人には分かるよねという諦てい念ねんの感情が雪崩込み、私は正解ですと言うように苦笑いで応えた。

「この子としても、〝ネードペント〟の存在は邪魔だからという事で、血まで提供してくれて」

「〝ドラゴンブラッド〟、か。それも、その身体からだの色からして、シルバードラゴンの系譜か」

　ドラゴンといっても、様々な種類のドラゴンがいる。そして、ドラゴンの中でも特に出会ったが最後、とまで言われる強大な力を持つドラゴンが、ゴールドドラゴンと、シルバードラゴン。

　あの時、身体が射い竦すくめられたように動かなかった理由は、私の頭の上で寝息を立てるこの子が、シルバードラゴンであったから、だろう。

　しずり雪を思わせるほど真っ白で、白銀色に見えなくもないその身体から、ガロンさんはこのベビードラゴンをシルバードラゴンと判断していた。

「……とはいえ、ドラゴンが人に懐くなんて話は聞いた事もねえんだけどな」

　ドラゴンは生態系のトップに君臨する生き物。

　更にその中でも上位に位置するシルバードラゴン。だからこそ、懐くなんて考えられないと口にするガロンさんであったが、

「『そんな事はないよ。ドラゴンが人間に懐く事は、割とよくある話だよ』」

　そこに、ベビードラゴンが割って入る。

　ぐっすり寝ていると思っていたけれど、どうやら起きていたらしい。

「『ただ、基本的に〝良い匂におい〟の人間にしかぼくらは力を貸そうとは思わないけど』」

　またしても、良い匂い。

　私が数十分前に引っ掛かっていた部分にガロンさんもまた、引っ掛かったのか。

　どういう事だと顔を顰しかめるけど、それに対する具体的な言葉が返ってくる事はない。

　そこに対する答えが、ベビードラゴンの中で既に完結しているから。

　だから、説明のしようがないらしい。

「……なら、そいつは敵じゃないって認識で大丈夫なんですかね」

　ガロンさんが、ナガレに問い掛ける。

　愛らしい見た目と反して、ドラゴンは強大な存在だ。

　もし、ここでベビードラゴンが牙きばを剝けば、アストレア王国の中でも上位に位置するであろう魔法師が三人いて尚、無事では済まないだろう。

　最悪、全滅だって十二分にあり得る。

　それを本能的に察したガロンさんが、こうして確認を取るのは至極当然の行為であった。

「……少なくとも、サーシャがいる限り此方こちらに害を与える気は一切ないんだと」

　ナガレは散々、無防備に私の頭の上で眠りこけていたベビードラゴンの姿を見ていたからか。

　呆れたように口にする。

　このベビードラゴンは、良い匂いと言って、何故か私にだけものすっごく懐いてくれていた。

「……嬢ちゃんだけが懐かれる、ねえ」

　その理由は一体何なのか。

　これからの事を考えると、その点は明らかにし、後顧の憂いは絶っておきたいということなのだろう。

「私はよく分からないんですけど、聖女の縁者か？　とか、言われましたね」

　錬金術を行う手を動かしながら答える。

　ベビードラゴンは私に聖女の縁者かどうかを尋ねてきていた。

「……聖女の縁者、ねえ。でも嬢ちゃんに限って、それはあり得ねえと思うんだが。なにせ嬢ちゃんは……いや、聖女の人間がいたのはフィレールじゃなくて、もっと遠くの国だった筈はずだ」

　かすかに眉を顰めて、意味深な間を挟んでガロンさんが言う。

　そこに、私への気遣いのような感情があることに、ちらりと向けられる視線等で気付く。

「別に、何を言っていただいても、ここにいる人になら私は構いませんよ」

　だから私がそう言うと、ガロンさんは、申し訳なさそうに、しかし、それでもベビードラゴンに聞きたかったのか。

「……嬢ちゃんは、レイベッカの人間だっただろうから、それはあり得ねえと思うんだが」

　私がレイベッカの人間であった事を持ち出される。

　確かに、事情を知っている人間からすれば、私の前でその話題を出すのは気が引ける事も分からなくもなかった。

　ガロンさんは優しいから、そこを配慮してくれたのだろう。

　聖女という文化は、フィレールにまで浸透はしていなかったから。

　……ただ。

「私も、あり得ないとは思ってますけど、多分、可能性がゼロという訳ではないと思います」

　聖女であったらいいな、などと考えている訳ではないし、それを望んでいるわけでもない。

　ただ、可能性の話として、絶対にあり得ないと断じられるかと言えば、そうでもない気がする。

　というのが私の考えであった。

「私は庶子でしたし、生母はフィレールの人間ではありませんでしたから」

「そう、なのか？」

「はい。父と母の馴なれ初そめまでは知りませんけど、私はそう聞いていますね」

　レイベッカの人間は、その事実は汚点だ、みたいな扱いをしていたから、極力、外部に漏らさないように必死にひた隠しにしていたのだろう。

　当事者である私も、進んで言い触らす気は一切なかったから、その事実が広まる事はなかった。

　そして、場に降りる沈黙。

　貴族との関わりが薄い人間がこの場に一人としていなかったからだろう。

　私の発言が意味する事を理解したのち、ガロンさんやカトリナちゃんが沈痛な面持ちを浮かべ、微妙な空気が漂い始める。

「……あー、悪い。変な事聞いちまって」

　ガロンさんが頭を搔かきながら視線を逸そらす。

　空を仰ぎ、どうにか話題を変えようと悩んでいるのか、ガロンさんは、言葉を探しあぐねているようであった。

　……あぁ、違うのに。

　こんな空気にしたくて言った訳じゃないのに。

「あ、えと、そんなに気にしないで下さい。私自身、そこまで気にしてないので、そう深刻そうな顔をされると、困るといいますか。ぶっちゃけ、結果的にそれで良かったのかなって今は思ってるんです。だって、私今が一番楽しいですし」

　そう。

　私はこの言葉に繫つなげたかったから言っただけ。

「父や姉から認められる未来があったならば、それもまた良かったのかもしれませんが」

　それはそれで、幸せと思えた事だろう。

　寧ろ、当初の私はそれを望んでいた。

　その為に錬金術を学ぼうとしていた。

　でも。

「もしそうなっていたら、きっとこの縁はあり得なかった気がするんです。それはちょっと寂しくて。だから、家の事はもう全く気にしてませんし、殆ほとんど自分とは切り離して考えてますね。あぁ、ただ、母の故郷には一度、足を運んでみたくはありますが」

　ナガレには内緒だけど、実はこっそり失敗作量産爆発物仲間であるウェルさんやアリスさんも交えて、何か新しい物を作ろう、と、錬金術の約束もしていたりする。

　ナガレとは、塩パフェの約束もしているし、人生を超楽しんでるって言えるくらいには今、生を謳おう歌かしている自信がある。

「母の故郷ならではのパフェはあるんでしょうかね……？」

　そして、どうせ足を運ぶなら、アストレアでいう塩パフェのようにご当地パフェを期待してしまう。

　割と本気でその部分を私が気にし始めたからか。

「相変わらずの腹ペコ魔人だな」

「……腹ペコ魔人で何が悪い」

　ナガレから指摘を受けるけど、カトリナちゃんは兎も角、ガロンさんにはもうバレてしまっているので開き直ってやる。

　別に悪い事をしてるわけでもないしね。

「っ、と。よし。対抗薬も、このくらいで足りますかね」

　そんなこんなと話している間に、ベビードラゴンから貰もらった血を使った薬が完成した。

　今回の討伐に同行している魔法師さん三十人分の〝ネードペント〟への対抗薬だ。

　恐らく、これで足りるだろう。

「ん。そう、だな。恐らく、それで問題なく足りると思う」

「なら、ガロン魔法師長。わたしが殿下とサーシャさんを城まで送り届けましょうか」

　ずっと黙って話を聞いていたカトリナちゃんが、口を開いた。

　錬金術師としての役目はここで終わり。

　あとは魔法師の人間のみで何とかするから、という事を思っての発言だったのだろう。

　でも、私はその発言に待ったをかける。

「……それは、もう少し待っていただいてもいいですか」

「一応、嬢ちゃんは錬金術師だし、これからの事を考えると出来るだけ巻き込みたくねえんだが」

　既にある程度巻き込んでしまっているからか。

　言い辛そうではあったけど、本心からの言葉なのだろう。発言の端々から気遣いのような感情が読み取れた。

「はい。それは分かっているんですけど、錬金術師としてここについて来たからには、もう一つ、絶対にやっておかなきゃいけない事があるかなって」

「もう一つ？」

「〝ミナト病〟の治療方法についての手掛かりを摑む事、です」

　私が思うに、その最たる手掛かりは今回の元凶である〝ネードペント〟自体にある可能性が極めて高い。

　だから、討伐の際に、〝ネードペント〟の一部をどうにか拝借するつもりだったので、ここで帰されると困る、というのが本音であった。

「……だから、まだ帰るわけにはいかねえってか？」

「はい」

「だが、なあ……」

　実際にガロンさんは〝ネードペント〟を既に見てきたのかもしれない。

　出来ればそれは勘弁して欲しい、という感情が言葉から滲にじみ出でていた。

　寧ろ、ここにテレポートを使ってやってきた時点で、私やナガレを帰らせなければと考えを纏まとめてすらいたのかもしれない。

「俺が責任を持ってサーシャの事は守る。それで問題はないだろ。何より、〝ミナト病〟に罹かかった民の事を考えれば、サーシャの言っている事は間違ってない。これでも一応、二年、錬金術を学んだ身として言うなら、ここで錬金術師を全員帰すのは悪手に過ぎる。〝ネードペント〟を倒せば何もかも解決するなら兎も角な」

「……。そこで正論で来られると反論出来ねえんで、勘弁して欲しいですねえ」

　ナガレの事を考えて、帰らせようにも、正論を並べ立てられるとそれが出来ないからやめて欲しいとガロンさんは言う。

　そして、助け舟を求めようにも、今回、言い出したのはナガレではなく私。

　故に、視線の向けどころを失っていたガロンさんは、「……ま、こうなりますよねえ」と、初めからある程度予想出来ていたかのような言葉を残し、苦笑いを浮かべた。

「んじゃ、完成したってんならこれ以上、時間を掛ける理由もねえですし、さっさと〝ネードペント〟の下へ向かうとしますかね」

　そう言って、ガロンさんは王城の時と同様に、完成した対抗薬を私から受け取りながら、テレポートの準備を始める。

「……それで、なんだが、嬢ちゃんの頭の上にいるそいつはいつまで一緒にいるんだ？」

「『そいつとは失礼な。ぼくにはルゥって名前があるよ』」

　どうやらドラゴンにも、名前があるらしい。

「『ただ、キミ達は悪い人じゃあなさそうだし、これも何かの縁。ぼくも手伝ってあげるよ』」

　ベビードラゴンのルゥも〝ネードペント〟討伐を手伝ってくれるらしい。

　やっぱり、悪いドラゴンではないみたい。

「『少なくとも、貰った魔力分は協力させて貰うからさ。……その、ちょっと美お味いし過ぎて貰い過ぎちゃったし』」

　最後の方の言葉は、後ろめたくあったのか。

　聞こえるかどうか程度の声量であった。

「……道理でちょっと怠いと思った」

　頭に乗ってる重さ以上に身体からだが少し、気怠いと思っていたらそんな事情があったらしい。

「『そ、その、自制はしたんだよ！　これでも自制はしたんだけど……その、えっと、自分の欲求に逆らえなかったというか……ご、ごめんね～』」

　ナガレからの忠告を結果的に無視したような事になったと自白したからか。

　側でナガレからものすっごい睨にらまれる事となり、ドラゴンとは思えない平身低頭な様子でルゥは謝罪をしていた。

　そして、ガロンさんの手を借りて転移を果たした先で──私達は言葉を失った。

「これが、〝ネードペント〟だ。……な？　嬢ちゃんらを帰したくなる気持ちも分かんだろ？」

　食魔植物というより、これは、大木。

　異形ではあるが、紛れもなく大木だ。

　そんな感想を抱いてしまう程に、ソレは巨大だった。ある程度の距離があって尚、その全ぜん貌ぼうは見渡せない。

「たし、かに。……ってあれ。他の魔法師の方々は何処にいるんですか？」

　転移した先には、何故かガロンさんを含めて五人程度しか人がいなかった。

　ここ、エルゲン山脈にまでついてきた魔法師の数と比べれば一いち目もく瞭りよう然ぜんに少ない。

　何処かに身を潜めているのかと思ったけど、他の人達の気配は一切感じられなかった。

「それは、まぁ、じきに分かるさ」

　喜色に笑みながら、ガロンさんは答えてくれる。まるでそれは、後でのお楽しみとでも言うように。

「つぅわけで、配置ついてっかてめえら。錬金術師だけに活躍させんじゃねえぞ。役立たずは、オレの新作パフェの実験台に任命すっからなぁ？」

　続けられた言葉は、鼓膜を揺らしたというより、脳裏に直接届いたとでも言うべきものであった。

　事実、ガロンさんは一切口を開いてはいない。

　なのに、彼の声が私にまで届いた。

　それが意味するところは、

「テレパス……!!」

「やっぱり、サーシャは知ってたか」

「知ってるも何も、これ、魔法の中でもテレポートより使い手の少ない最上位魔法だよ……!!」

　距離の離れた人間相手でも、連絡を可能とする魔法。テレポート以上に使える人間が限られる上位魔法。

　本の知識が先行している私だからこそ、専門外の魔法であって尚、声に出して驚かずにはいられなかった。

　そして、私のその反応に気を良くしたのか。

　はたまた、テレパスにて返ってきた他の魔法師の方々の返事に笑いを誘うものでもあったのか。

　口角をつり上あげながら──一言。

「いくぜぇ、〝五方陣ペンタグラム〟」

　直後、等間隔で離れていた場所から、強い輝きを帯びた青白い特大の魔法陣が浮かび上がる。

　数にして、五つ。

　程なく、私達の足下にもそれは発現した。

「『〝五方陣ペンタグラム〟、ね。多数の魔法師が力を合わせる場合、主導出来る人間が一人いるなら、確かにそれがアレを倒す上では一番だろうね』」

　私の頭の上で翼を広げ、寛いでいたルゥが呟つぶやく。だけど、ルゥの呟きは私を除いて誰だれも気が付いていないのか。

　はたまた、聞こえていないのか。

　誰かが言葉を返そうとする様子は見受けられない。

「『ただそれでも、ぼくの見立てが正しければ、あの規模の食魔植物ともなるとあと一歩。ううん、二歩くらい足りないだろうなあ』」

　つまり、ルゥは失敗すると言いたいのだろう。

　これが、偶々場に居合わせた誰かの言葉であれば、取り合う必要はなかっただろうけれど、ルゥは知恵者で知られるドラゴンの一種。

　だから、聞き流すなんて事は出来るわけもなくて。

「……じゃあ、どうすればいいの、ですか？」

「『砕けた口調でいいよ。別に、ぼくはまだ二百年くらいしか生きてないからさ』」

　それでも、圧倒的に私より年長さんなんだけど……と、ツッコミを入れるべきか悩んだけど、少しばかし話しにくかったのは事実だったのでその言葉に甘える事にする。

「『で、どうするかって話だったけど、答えは簡単。キミが手にしてるソレのような事を、錬金術だけでなくて魔法でも行えばいい。その二つで、二歩前進。ほら、それなら届くでしょ？』」

　ルゥに指摘された私が手にしていたのは、ナガレと夜なべして作った、対〝ネードペント〟用の秘策。

　魔法に対して耐性のある〝ネードペント〟の特性を強引にぶち抜く為ための秘薬とも称するべきものであった。

「そう、だけど。いや、そうなんだけども、でも──」

　元々私は魔法なんて専門外。

　私が付け焼き刃で出来る程度の魔法であれば、既に今回の〝ネードペント〟討伐に同行してくれた魔法師の誰かに出来ない事はまず間違いなくないだろう。

　特に、魔法は経験がものを言う世界。

　とてもじゃないけど、ルゥの言葉にそうだねと二つ返事で肯定は出来なくて。

「『そこで、ぼくの出番ってわけ。ほら、ついさっき、手伝うって言ったでしょ？　シルバードラゴンの特性って言えば、分かる？』」

　ドラゴンにも、様々な種類のドラゴンが存在している。

　有名どころで言えば、ゴールドドラゴン、シルバードラゴンの二種。

　他にも、レッドドラゴンや、ブルードラゴン等、数にして十に近いドラゴンがいる。

　彼らにはそれぞれ、独自の特性があった。

　例えば、レッドドラゴンは、火の魔法に特化している。ブルードラゴンは、水の魔法に特化している等。

　そして、ルゥと名乗ったベビードラゴンは、シルバードラゴンに区分されるドラゴン。

　その特性は──。

「──補助」

「『そう。補助や治癒の魔法に長たけているのが、ぼくらシルバードラゴンだ。で、かれこれ数十分くらい一緒にいたわけなんだけど、ぼくらは結構、似た者同士らしいよ？』」

「似た者同士？」

「『うん。要するに、キミにもぼくらみたいな才能があるって事』」

　ただその分、攻撃系の魔法に対する才能は微妙だと思うけどね、と、若干言い辛そうにルゥから告げられる。

　とはいえ、その自覚はあったので今更何とも思わないし、私は魔法師でなく、錬金術師。

　気落ちする要素は何処にもない。

　寧ろ、何かあると言って貰もらえるだけ儲もうけもの。

「『どうする？　やる？　それともやめておく？』」

「ああ、そんなの」

　ルゥの言葉に破顔して答える。

　やるか、やらないか。

　それに対する返事なんて、あえて聞かれずとも決まってる。

　ルゥだって、問い掛けずとも、返ってくる答えは分かっていたのだろう。心なしか、その声は楽しそうに弾んでいる気がした。

「もちろん」

「──どうせ、やるんだろ？　なら、今度こそ俺もまぜろ」

　私がルゥに答えるより先に、言葉を被かぶせられる。

　ナガレの言葉だった。

　どうやら、ひとりごちるように、小さな声量で呟かれていたルゥの言葉にナガレも気付いていたらしい。

「『キミならそう言ってくれると思ってた』」

　まるで、ナガレがそう言い出す事を待ち望んでいたかのようなルゥの口振りに、私は瞠どう目もくした。

　ナガレを巻き込みたかったのなら、だったらなんで、初めから私にだけ話すような声量だったのだろうか。

「『一応これ、ドラゴン用の魔法だから。消費する魔力の量も、人間一人じゃ支えきれなくて。ぼくが万全の状態だったならいらない心配だったんだけど、そうはいかないからね。だから、お互いに信頼している魔法師のペアが必要だった』」

　これは、その確認であったのだと告げられた。

　ルゥの魔力は、本来の満タンと言える量には程遠い。

「『勿もち論ろん、消費を抑えれば、聖女の子にも使えるだろうけど』」

「魔法の効果は、消費する魔力量に依存して変化する」

「『そういう事。だから、〝ネードペントアレ〟を倒したいなら、そこを妥協するわけにはいかないって事だよ』」

　聖女っぽい魔力をしているから。

　なんてよく分からない理由で、私を聖女の子呼ばわりするルゥの言葉に、ナガレが答える。

　消費した魔力の量に応じて効果の強弱が決まる事は、魔法を扱う人間からすれば、常識中の常識であった。

「『というわけで二人とも、手を握ってくれる？』」

「「？？」」

　脈絡を感じられない突然の言葉に、私とナガレはお互いに小首を傾かしげ、疑問符を浮かべた。

「『いや、だから、手を握ってって。あぁっ、ほら、もう攻撃始まるっぽいし、時間ないから。ほら、早く早く』」

　急き立てられる。

　なんか、急いでるっぽかったから、言われるがままにナガレと手を握ってみる。

「『手を握っておけば、ある程度魔力の疎通が出来るんだ。勿論、それなりに才能は必要になってくるけど、多分キミ達なら大丈夫。魔法は適性の高そうな聖女の子に教えるから、そっちのキミはそれを補助してくれればいいよ』」

　別にナガレはルゥの前で魔法を見せてもないのに、ナガレの魔法に対する素質を見抜いたらしい。

　売り言葉に買い言葉、でもないけど、「『そのくらい出来るよね』」と流し目を向けるルゥに、当然であると言わんばかりにナガレは反応していた。

「……おいおいオイ、硬えなんてもんじゃねえぞこれ」

〝五方陣ペンタグラム〟と呼ばれた五つの魔法陣。そこから空に向かって撃ち放たれる一筋の光。それが五つ。

　合わさり、膨らみ、やがて〝ネードペント〟の頭上に集まり、殲せん滅めつすべく降り注いでいた。

　しかしそれでも、威力不足。

　ガロンさんの焦燥感に塗まみれた呟きが、それをありありと示していた。

　本当に、ルゥの言う通りになっていた。

　程なく、夜なべして作った秘薬を取り出し、躊躇ためらいなく喉のどに注ぎ込むガロンさんであったけど、険しい表情に和らぎは見えなくて。

「『ぼくが手を貸してあげるから大丈夫。何より、キミ達には才能がある。心配なんて、いらないよ』」

　慰めるような言葉を、ルゥから向けられる。

「『目を瞑つぶって。大事なのはイメージと、状況を正しく把握出来るだけの冷静さだから』」

　焦っても仕方がない。

　焦ったら、上う手まく出来なくなる。

　ルゥの言葉に従うように、自分に言い聞かせる。

「心配するな、サーシャ。ガロンがああして弱音を吐く時は、基本的にある程度の余裕がある時だ。多分、あと十分はあの状態でも問題ない」

「流石さすがに、五分が限界ですかねえ……!?　向こうもこっちの攻撃を押し返して来てるんで、これを何とかされた後の反撃を考えると、あんまり時間は、ねえと、思います、よッ」

　苦しそうに。

　だけど、流石にそれは勘弁してくれと、苦笑い混じりにガロンさんは答えてくれる。

　そのいつも通りの対応に、気付けば私の中の緊張は和らいでいた。

　息を吸って、吐いて。

　自分自身を落ち着かせて、よし、と前を向く。

「魔法を教えて、ルゥ」

「『よしきた』」

　──補助の魔法は、まず何よりも魔法を掛ける対象の存在をキチンと認識する事が重要なんだ。でも今回のような場合は、全員じゃなくて、そこのガロンって人だけを認識していれば大丈夫。

　それに補助の魔法は錬金術にも応用出来る。

　覚えておいて損はないと思うよ。

　そのルゥの助言に、顔が綻ほころんだ。

　なら、いつか錬金術にも使ってみよっか。

「『この魔法の名前は──〝竜りゆう吟ぎんの詩〟』」

　聞いた事もない魔法だった。

　それなりに文献を読み漁あさってきたけれど、そんな魔法は見た事もない。

「『そりゃそうだよ。基本的に、ドラゴンが人間に力を貸す事はあっても、魔法を教える事は稀まれだからね。それに、教えたところで使える人間なんて殆ほとんどいないよ』」

　文献に残る、残す以前の問題であるとルゥは言う。

「『今回は特別に、ぼくが誘導してあげる』」

　……誘導？

　と、私が眉まゆ根ねを寄せると同時、魔力をルゥに食べられた時と似たような感覚に見舞われる。

　ただ、今回は吸われるのではなく、私の手のひらに一点集中で集まっているのがよく分かった。

「『イメージは、そうだね。ドラゴンをイメージしてくれればいいよ。強くて、速くて、器用で。そんな、万能なドラゴンのイメージ。これはあくまで、人間で言う強化魔法の、ドラゴン用、みたいな感じだからね』」

　生態系のトップに君臨するドラゴンのイメージ。

　確かにルゥの言う通り、強くて、速くて、器用で、誰だれにも負けないような万能感がある。

「『そこのキミも、合わせられる？』」

「ナガレでいい」

「『じゃあ、ナガレ。出来る？』」

「愚問だな」

　ルゥの言葉に、ナガレは何と言う事はないと鼻で笑う。馬鹿にしてくれるなと笑っていた。

「『なら、その言葉を信じるよ』」

　ルゥの弾んだ声が続く。

「『それじゃあいくよ──〝竜りゆう吟ぎんの詩〟』」

　直後、私やナガレ、ガロンさんを含むその場にいた全員を覆うほどの特大の魔法陣が展開される。

　それは、ルゥの身体からだの色と同じ真っ白の魔法陣。若干、私達が普段使用する魔法陣とは柄が異なってはいたが、そこから放たれる眩まばゆい光は、何故か無性に温かく感じられた。

　不思議な感覚だった。

　基本的に、私が使える魔法は、錬金術を行う際に必要なもの。

　もしくは、過去にガロンさんから教えて貰った初歩的な魔法。それくらい。

　だから、ルゥから教えて貰えた補助の魔法を使う感覚は、不思議なものだった。

　そして、握る手を介して、ナガレから魔力が流れてくる感覚。何もかもが不思議で。奇妙で。言葉にうまく言い表せないもので。

　ただ一つ言える事は、決してそれは、悪い感覚じゃなかった。

　気怠くはなるけど、悪いものではなかった。

　直後、ゆっくりと目を見開いてゆくと、徐々にではあったが、これまで硬くて全く通さなかった魔法が、〝ネードペント〟に通り始める光景が飛び込んできた。

「く、はッ、オレが掛けた強化魔法より上位かよ!!　嬢ちゃん、まじで魔法師の才能あるぜ！！？」

　基本的に補助系の魔法は、同じ効果の場合、より上位のものに上書きをされてしまう法則がある。

　この場合、元々付与されていた強化系の魔法は、ルゥの魔法である〝竜りゆう吟ぎんの詩〟に上書きされたのだろう。

「……わ、私は出来れば錬金術の才能の方が欲しいなあ、なんて」

　褒められる事は素直に嬉うれしい。

　嬉しい、のだけれど、出来ればそれは錬金術の才能であって欲しかったという本音をこぼす。

　そして、不敵に笑いながら言うガロンさんの言葉を耳にしながら、魔法を行使する事数秒。やがて、場に眩い光が満ちた。

　この数十分の間で慣れつつある、重量感。

　ひたすら私の頭の上でくつろぐルゥに視線をどうにか向けると、心なしか、笑っている気がした。

「『うん。初めてにしては、上出来なんじゃない？』」

　そして褒められる。

　突発的に行った事ではあったけど、どうやらルゥ的には及第点らしい。

　という事は、恐らくこれで〝ネードペント〟については問題ないのだろう。

　……ただ、まだ最後の締めが残っている。

　強化魔法を使って、〝ネードペント〟を倒して終わり、と、締めくくる前にやる事がまだあと一つ。

「じゃあ、後はこれだけだね」

　側に置かれた錬金術の完成品。

　新たに作った対抗薬に、視線を向ける。

　このまま倒したとしても、〝ネードペント〟が吐き出す花粉によって魔法師達が汚染される恐れがまだ残っている。だからこそのコレであった。

　ルゥ曰いわく、薄めたとはいえドラゴンブラッド。

　摂取せずとも、身体にぶっかけるだけで効果を発揮してくれるらしい。

「というわけで、最後の締めよろしく、ルゥ」

　ガロンさんがやって来る以前。

　錬金術にて対抗薬を製作していた際に決めておいた約束事。

〝ネードペント〟を討伐する際、魔法師の人達が一点に集まっていない場合も十分にあり得る。

　だから、その際にどうするかについての取り決め。

　普通に考えるならば、〝テレポート〟で届けるという選択に落ち着くだろうけど、必要な行為とはいえ、〝ネードペント〟を相手にする人達の魔力は出来る限り消費させたくはなかった。

　だからこその──ルゥ。

「『……確かに、そう約束はしてたけど、丁度手が空いてる人間がいるんだし、あのちっちゃい子に任せた方が良いと思うけどなあ』」

「誰がちっちゃい子か!!　……まぁでも、わたしが出来るならそうしても良かったわよ。ただ、ガロン魔法師長が言ってたように、わたしが使えるのは三回が限界。一回足りないのよ、これだと」

〝五方陣ペンタグラム〟。

　五方から打ち上がる光、各々に人がいるとして、少なくとも、四回は転移の魔法を使う必要がある。

　ガロンさんの手は借りられないし、カトリナちゃんの転移の魔法は使えて三回。

　そこの一回を、ナガレで補う、という選択肢も無きにしも非ずだったかもしれないが、この通り、強化魔法にて魔力を吸い上げられているせいで、その一回も恐らくは不可能。

　とすれば必然、予定通りルゥがどうにかするという選択肢しか残されていない事になる。

「『くっ、絶対そんな事態は起こらないと思ってぼくは安請け合いしただけなのに……!!』」

　ドラゴンは惰眠を貪むさぼる種族なんだよ!!

　などと自分の種を貶おとしめるような発言をするルゥは、どこからどう見てもサボりたいだけだろう。

「ほら、ね。だから急いで、ルゥ。時間はもうないから。なんだったら、後でまた魔力あげるから」

　もう既に殆どすっからかんだから、どうしようもないんだけど、ルゥはそれに気付いてないのか。

　その約束忘れないでよ……！　とだけ言葉を残し、完成品の入れ物が収められたケースを口で咥くわえ、飛行を始める。

　気付けば、〝竜りゆう吟ぎんの詩〟の補助を受けたガロンさん達の魔法は、じりじりと〝ネードペント〟の抵抗を押し返し、後一歩というところまで来ていた。

　ただそれでも、周囲に意識を向けるだけの余裕はあるのか。

　心なしか、ガロンさんは私達の会話に気を向けていたようでもあって。

　私達がしようとしている事を、絶妙な力加減を駆使して待ってくれているようにも見えた。

　程なく、その姿が米粒程度の大きさになったあたりでポイ、とルゥが咥えていたケースを離す。

「『……ほんっと、今回だけだからね』」

　遠くまで離れてる筈なのに、仕方なく、といった様子で呟かれたルゥの声が私の鼓膜にまで、届いたかのような錯覚に陥る。

　その直後。

　宙に投げ捨てられた筈はずのケースが何故か、不自然に硬直。落下停止。

　次いで、ケースを中心として渦のようなものが突如として出現する。

　直径五メートルはあろうかといった大きさの渦は、次第に凝縮されてゆき、やがてケースすらも巻き込んでルゥと同様の大きさまで縮小された。

　そして、それから十秒もしないうちに甲高い破裂音を残して弾け飛ぶと同時、にわか雨のようにソレは周囲に降り注いだ。

　完成品を注いでいた入れ物は、粉々に砕いてあるのか。破片が飛び散る様子もなく、本当に雨が降っているかのような。

「そら、これで終いだ！！！」

　場に満ちていた眩い光が更に輝きを帯び、数秒もしない内に地鳴りのような音と震動に見舞われた。

　堪たまらず薄目にしてしまう程の輝きは、それから程なく収まってゆく。

　明めい瞭りようになる視界。

　大木とも思えた〝ネードペント〟がいた場所には、ごっそりと遠目からでも分かる程の抉えぐれた跡が刻み込まれていた。

　つい、「……うへえ」なんて感想を漏らしてしまう。

「だぁーーー！！！　疲れた!!　今回はまじで疲れた!!　ちょっと休憩!!」

　先程までちっとも疲れてる様子を見せていなかったガロンさんは、そう言って地面に勢いよく腰を下ろし、尻しりもちをついた。

「『あれだけの魔法師の魔力を一点に集めて、どうこうやってたわけだから、そりゃ疲れるよね。精神的にも、身体的にも。ドラゴンのぼくからしても、よくやれるねって感じだったし』」

　ぽすんと、ここがぼくの定位置だと言わんばかりにまたしても私の頭の上に乗っかったルゥが、ガロンさんに向けてそう言い放つ。

　言葉には何処か、呆あきれの色が込められており、恐らくガロンさんの魔法の技量はルゥから見ても、呆れるくらい高いものだったのだろう。

　ガロンさんは疲労困こん憊ぱい。

　ルゥも多分、これ以上は手伝ってくれる様子じゃないし、ナガレと私は魔力不足。

　でも、これから〝ネードペント〟の残ざん骸がいを調べて『ミナト病』の治療薬製作に私は取り掛からなくてはいけない……のだけれど。

「……急にわたしの方を見て、なに？」

　歩いて向かうにしても、あまりに距離が遠過ぎる。とすると、私が取れる手段というものは一つだけ。

　私の考えを察していないカトリナちゃんが、不思議そうに小首を傾かしげていたけれど、今、私が頼れるのはカトリナちゃんだけだ。

「ものすっっっごく、天才で、可愛かわいいカトリナちゃんにお願いがあるの」

「ふ、ふぅーん……？　中々に分かってるじゃない。それで、超、超、天才なわたしになんの用かしら」

「えっとね、私を〝ネードペント〟の下までテレポートで送って欲しいんだけど」

「ふふん。そんなの、わたしにかかればお茶の子さいさい朝飯前よ。まぁ？　錬金術師は気に食わないけど？　このわたしの凄すごさを分かる人間の頼みであれば？　特、別に!!　聞いてあげるわ」

　──カトリナのやつチョロいな。

　やり取りを見ていたナガレが、そんなことを言ってたけど、ふふん、と気を良くしたように鼻を高くするカトリナちゃんにその言葉は届かない。

　やっぱり、小っちゃい身長も相まって小動物みたいで可愛いんだよなあ。

「ああ、でも」

「ぅん？」

「テレポートで送る事は構わないのだけれど、貴女と殿下、いつまでそうして手を繫つないでるの？」

　言われて気づく。

　強化の魔法──〝竜りゆう吟ぎんの詩〟はもう役目を終えている、というのに、私とナガレの手は繫がれたままだった。

　いや、何というか。

　全く違和感がなかった。

　ただ、ここでパッ、とすぐに手を離すと、手を握るという行為が嫌だったと捉とらえられたりしないか……？　と思ってしまったが故に、すぐに離すことが出来なかった。

　ナガレも私と同じ考えだったのか。

　手を離す様子はなくて。

　なので折角だから、この状況を楽しんでみる事にした。

「んー。もう少しだけ？　まあそれは兎も角、良いでしょ。ほら、仲良し～！」

　ぶんぶん、と握っている方の手を上下に振ってみる。

「ぐぬぬ。少しだけ羨うらやましい……！」

　そういえば、カトリナちゃんってナガレに憧あこがれに似た感情を抱いてるんだっけ。

「それじゃ、カトリナちゃんも肩車してあげよっか」

「……そこは手を繫ごっか、でしょうが。なんでわたしの時は肩車になってんのよ」

「おっと、危ない。無意識だったや」

　なんとなく、カトリナちゃんには肩車。

　みたいな考えで、脳内がいつの間にか埋め尽くされていた。危ない危ない。

　あの可愛かわいらしいちっちゃな見た目に、完全に惑わされていた。

「……まぁ、いいわ。ほら、さっさとテレポートで送ってあげるから、手を解きなさいな」

「ああ、いや、俺もついて行くつもりだからそこは大丈夫だ。まあ、迷まい子ごになるような歳としでもないし、すぐに手は解く事になるだろうが」

　流石にこの歳にまでなって迷子は……ないと思う。……ないよね？

　などと、微妙に自覚のある自分自身の方向音痴さを思い返しながら、溜ため息いきを吐くカトリナちゃんに、私はナガレと一緒にテレポートで送って貰もらう事となった。








第三章　過去との決別









　ゴリ、ゴリ、ゴリ。

　すり鉢に入れた素材をすりこぎ棒を使って粉状に変える音が、ひたすら錬金塔に響いていた。

　魔法とは一見、便利で万能に見える。

　ただ、それでもやはり、少なからずデメリットのようなものがそこには存在していた。

　たとえば、治癒魔法。

　本来、誰だれしもに備わっている自然治癒能力を瞬間的に向上させるソレは、即座に傷を治せるという大きなメリットがある。

　だが、それと同時に自然治癒能力がほんの僅わずか、低下してしまうというデメリットも存在していた。

　勿もち論ろん、全すべての魔法にデメリットが備わっているわけではないのだが、治癒魔法然り、錬金術然り。

「地道」に行えるものであれば、可能な限り「地道」に「魔法」を使わない選択肢を選ぶべき。それは、周知の事実であった。

　それもあって、〝ネードペント〟討伐を終えてからというもの。

　ここ十日ほど、私はひたすら〝ネードペント〟の残骸の一部を粉末化する行為に勤いそしんでいた。

「重篤患者は兎も角、比較的軽症者であれば、そこまで急ぐ理由もありませんからね」

　私と同様の作業を側そばで行っていた錬金術師長であるダウィドさんに話し掛けられる。

　そう口にした理由は、「た、偶には魔法使わないっすか……？」と言って、易きに流れようとしていたウェルさんの直前の発言があったからだろう。

　とはいえ、ダウィドさんは、アルカイックスマイルのような笑みを浮かべ、無言の圧力で『ＮＯ』という拒絶の意志を叩たたき付けていたが。

「おれ、ここ十日くらいずっとおんなじ作業しかしてない気がするんすけど」

「『ミナト病』に対する特効薬製作が急務ですからね。軽症患者にも薬を行き渡らせる為ためにも、少なくとも後三日は頑張って貰うことになるかと」

「おっと。そう言えばおれは明日から三日ほど武者修行の旅に出る予定があった筈なんで、そろそろ失礼──」

「引き籠もり体質のお前が、武者修行の旅なんてするわけがないだろ」

　その場を後にしようとするウェルさんであったが、偶々近くにいたナガレに正論を突き付けられ、うぐっ、と引ひき攣つった声を漏らしながら足を止める。

「じ、実は、この引き籠もり体質をそろそろ治した方がいいかなーと思ってて、密ひそかに計画してたんすよ。武者修行の旅を」

「それは良い事ですね。私も常々、ウェルのその体質には頭を悩まされていたんですよ」

　どこからどう見ても取り繕いにしか思えないウェルさんの言い訳を、あろう事かダウィドさんが、良い事だと口にする。

　まるで、擁護でもするように。

　最近は、珍しく錬金塔に通って作業をしているウェルさんであるが、未いまだ引き籠もり体質は健在である。

　今は、ダウィドさんが強制的に錬金塔で仕事をさせているだけであった。

「で、でしょ!?　そうっすよね!?」

　予想外の援護射撃に戸惑いを見せるウェルさんであったが、これを利用しない手はないと踏んだのか、最大の敵と思っていたダウィドさんに、もっと言ってやれ！　と発言を促す。

「ええ。ですから、その第一歩としてこれを届けてきてくれますか」

「これ」と言ってダウィドさんが視線を移した先には、積み上げられた特効薬の完成品がズラリと。

　ケースにこそ収められているが、数にして千は下らない。

「ちょうど、そろそろ誰かに届けて貰おうと考えていまして。武者修行を明日から行うなら余裕でしょう？　これを、魔法塔を始めとして、騎士舎、商業施設、城仕えの法服貴族、あとあと」

「う、噓です!!　や、やだなぁ！　おれが武者修行の旅なんてするわけないじゃないっすか！　ただのジョークですよ、ジョーク！　おれはここで黙っって、ひたすら特効薬製作に励ませていただくっす!!」

「おや？　そうですか？　私は別に武者修行をしたいというなら止める気はなかったんですが」

「国の一大事に、働かないようなばかちんは、おれが成敗してやりたいくらいっすよ!!　まったく、こんな時にこそ、一丸となって頑張るべきでしょうに!!」

　……率先してその和を乱そうとしていた張本人さんが何かを言っていた。

　やれやれとワザとらしく呆れてはいたけど、そのばかちんはお前なんだけどな、と、場に居合わせた人は全員、視線のみでウェルさんにそう訴えかけていた。

「というか、アリスは何してんすか、アリスは。あいつだけサボりやがって……!!　死ぬほど羨ましい……!!」

　自分の事は棚に上げて、ウェルさんは怒る。

　最後の方は本音がモロバレであったけど、ウェルさんの本音は既に周知の事実である為、あえてツッコミを入れる人間はいなかった、のだけれど。

「そういえば、随分と遅いですね。アリスさん」

　確か、魔法師長であるガロンさんに、「ちょいと相談がある。時間あるか」と言われ、錬金塔を後にしたのがかれこれ二時間近く前。

　何か用事があったにせよ、少し遅過ぎる気もする。

　そんな事を思った折。

　まるで、狙ねらっていたようなタイミングで外に続くドアが開かれた。

　そこには、アリスさんと、彼女を呼び出した張本人であるガロンさんがいた。

　……ただ。

「……何かあったんすか？」

　普段、おちゃらけた態度を貫いているウェルさんでさえ、揶揄からかう事はせずにそんな言葉を開口一番に投げ掛ける。

　そのくらい、何故か二人は深刻そうな顔をしていた。

「……出来ればオレの勘違いであって欲しかったんだが……」

　勘違いではなかったと。

　話の内容はまだ見えてこないけど、あまり良い話題でない事はよく分かった。

　あまり口外出来ない内容なのか。

　周囲にいた私を含む、ナガレやウェルさん、ダウィドさんまでにしか聞こえない程度の、やや小さめの声量でガロンさんは続ける。

「嬢ちゃんや殿下達は毎日錬金塔に通ってたから知らねえだろうが、つい最近、色々とあったんだよ」

　ガロンさんの言う通り、錬金術に覚えがある人間は総動員で『ミナト病』の特効薬作りに勤しんでいた。

　お陰で世情については指摘の通り、疎うといと自覚はある。

「んで、今、フィレールが面倒臭え事になってる。その原因が、コレだ」

　取り出したのは、何の変哲もないポーション、だろうか。

　心なしか、色味は私が作るポーションのように、普通のポーションよりも透明感が強い気がする。

「ブツがポーションだったもんで、アリスの嬢ちゃんを借りてたんだが、一応、結論が出たんでこっちに来たっつーわけだ」

　確かに、ポーションの事となれば錬金術師を頼る他ない。しかし、ダウィドさんは特に忙しく、とすれば必然、ダウィドさんの右腕、と呼ばれているアリスさんを頼った事にも納得はいく。

「これは見た目だけならポーションに見えるんだが……今、フィレールを騒がせてる毒物らしい」

　ガロンさんはテレポートの魔法の使い手。

　アストレアからフィレールまでの移動も、然さ程ほどの時間を要さずに済む。

　故に、こうして現物を手にしているのだろう。

「しかも、嬢ちゃんらが見て分かるように、これは見た目だけならポーションにしか見えねえ」

　だからこそ、ポーションと間違えて摂取する人間がいたのだろう。

　そして、そのせいで騒動になっていると。

　……次第に話が見えてくる。

　ただ、ポーションのような見目をした毒物など、聞いたこともない。

　故に、それこそポーションの見目をした毒物を作ろうと思えば、ポーションを作ろうとしていた上で、意図せずして毒物に変化してしまった、などという展開でもなければ有り得ないのでは、と思った際、ある一つの心当たりが浮上する。

「……ガロンさん。それ、私に見せていただけませんか」

　私が完成させたポーション、そのオリジナルレシピ。あれは、調合する量を間違えれば、劇薬に変わるものだ。毒物にだって、なり得る。

　ただ、それは私みたいな変わり者しか、作り方を知らない筈はず……と思った。

　思いはしたけど、他にも作れる人がいた。

　劇薬になると分かっていたから、完かん璧ぺきなレシピはどこにも記さず、頭の中にのみ刻み込んでいたけれど、未完成の虫食いレシピなら、ある。

　それは、レイベッカの家に置いてきてしまっている。

「……その目。言葉の調子。やっぱり、アリスの嬢ちゃんの言う通り、気付いちまうか」

　ガロンさんは、まるでそうなると知っていたかのような口調だった。

「騒動の原因を生み出した張本人として、フィレールでは嬢ちゃんの実家であったレイベッカ伯爵家の当主と、後継が牢ろうにぶち込まれたらしい」

「…………」

　息を吞のむ。

　そして、思考が加速する。

　この話をしに来た理由は、もしかして私もそれに関わっていると疑われているのかと一瞬、思ってしまって。

「王妃様の病を治して、関わりのねえやつ助ける為ために奔走して、危険を背負ってアストレアの為に頑張ってくれたやつを疑うほど、人でなしじゃねえよオレらもよ。そもそも、嬢ちゃんは既にレイベッカの人間じゃない上、アリスの嬢ちゃんがあのポーションは、調合の量によっては毒物と化してしまう可能性があるって教えてくれた」

　──そもそも、嬢ちゃんはどうしてレイベッカの家を追い出されたんだろうな？

　私を疑っているわけではないと聞かされて、安あん堵どする。

　ただ、直後に投げ掛けられた今更な疑問を前に、少し、考え込んでしまう。

「それは、私が愛人の子であったからで」

「悪ぃ言い方をするが、オレがレイベッカの人間の立場なら、今回の一件を全すべて嬢ちゃんに擦なすりつけただろうよ」

「それ、は」

　その通りだと思ってしまった。

　だから、言葉に詰まってしまう。

「でも、それをするどころか、事が起こるより前にレイベッカは嬢ちゃんを家から追い出してしまってる。だったら、他に理由があったと考えるべきだろ？」

　嫌われてるだけなら、今回の一件の責任を全て擦りつければ良かった。

　寧ろ、これまでの待遇からして、そうなるのが一番自然だ。

　でも、現実にそうはなっていない。

　そして、ガロンさんの視線が、つい先程まで私がゴリゴリ音を立てて粉状に変えていたものに向く。

「なぁ、嬢ちゃん。〝魔物大量発生スタンピード〟の際に作ってくれたってポーションのレシピ。あれ、作り方を書いた紙とか家に置きっぱなしにしてねえか？」

「……家から追い出されたのが急だったので。その、荷物は殆ど家に置いたまま、ですね」

　薄々感じていた可能性が、現実味を帯びてゆく。

　確かに、それなら辻つじ褄つまは合う。

　合うけど、一切相手にもしてくれなかったレイベッカの人間の誰かが、あえて私のレシピを使おうとする意図が分からない。

　でも、だとすると、誰だれが……？

　父？　姉？　義母？　それとも、他の誰か？

　……分からない。分からなかった。

　い、や。それよりも。そんな事よりも。

「すみません、ガロンさん。ひとまず、それ、頂いて良いですか」

　兎に角、その毒物が私のレシピの派生によるものかの確認。

　そして、その解毒について調べる必要があった。

「……そりゃ構わねえが、一つだけ言っとくぞ」

　言葉には、少しだけ申し訳なさに似た色があった。それはどうしてか。

　疑問を抱いた直後に答えがやってくる。

「これを調べるのは構わねえが、たとえどんな結果であれ、嬢ちゃんをフィレールには送れねえし、アストレアから出すわけにはいかねえからな」

　たとえ、最悪の可能性が全て的中していたとして。その結果、私が取ろうとする行動を先読みした上でガロンさんは言う。

「この事を馬鹿正直に話した理由は、オレらが嬢ちゃんに恩があったからだ。恩人……いんや、仲間と思ってる相手に不義は働きたくなかった。だから、教えた」

　義理堅い人だなと思う。

　そして、そう思ってくれている事は、素直に嬉うれしかった。

「んで、たとえ事実が何であれ、フィレールに向かわせられない理由は、嬢ちゃんが一応、レイベッカの人間だったからだ。勘当されていたとしても、被害が向かわねえわけがねえ。分かってくれよ、嬢ちゃん」




「『まるで、嫌な予感が的中してた、みたいな顔してるけど、何かあった？　ぼくで良ければ話、聞いたげよっか』」

　ガロンさんのあの話から数時間後。

　日も落ち、空は夜闇に染まりかけていた頃ころ。

　錬金寮に戻ってきた私を、そう口にするルゥが出迎えてくれた。

〝ネードペント〟のあの一件の後。

　ベビードラゴンのルゥは何故か、「ついて行った方が楽しそうだから」なんて漠然とした理由で、ここまでついて来ていた。

　そして、ルゥの寝床は何な故ぜか私の部屋。

　とはいえ、良い枕が出来たと喜んだのも束つかの間ま。重いからヤダ、と私に言われ、ルゥが涙で枕を濡ぬらしかけた事はまだ記憶に新しい。

　初めは、ガロンさんあたりがルゥの事について反対すると思っていたけど、空を飛べるドラゴンが相手ならこっちが拒絶しても意味ねえだろ、と、民に危害を加えない事を条件にあっさりと許可が下りてしまった。

「……よく分かったね」

　珍しく、側そばにナガレはいない。

　というより、あえて一人にして貰もらっていた。

　ガロンさんはああ言ってたけど、きっとそれでも、私が「どうしても」と言えば、ナガレはどうにかしてくれただろう。

　だから、一人にして貰う事にした。

　その好意に甘えるべきではないと思ったから。

「『それで。何があったの？』」

　設えられたベッドのど真ん中を、小さな身体からだで占領しながらルゥは言う。

　その問い掛けに、私は別に隠すほどでもない、寧ろ、ルゥから何か解決策を貰えるならば、話すべき、そう判断を下して、ガロンさんが錬金塔に訪ねてきた出来事に関する色々を、一つ一つ丁寧に話す事にした。

　まず初めに、私の身の上話。

　そして、育った家のこと。現状。

　アストレアにとっての隣国にあたるフィレールにて、国を騒がしているポーションに似た毒物が、私のレシピによって作られたであろう事。

　その全てが判明して、理解して、その上でフィレールに、私にも責任があるからと向かおうとして──やっぱり、止められて。

　自業自得なのでは。

　大切な家族ならまだしも、私にとってのレイベッカを、助ける理由はない。

　と指摘をされ。

　それに対して、反論出来るだけの「何か」を私は持ち得てはいなくて。

　でも、見て見ぬ振りは、したくなくて。

　……そんな考えを、私はルゥに吐き出した。

「『うん。何というか、ぼくはキミらしくていいんじゃないかなって思うけどね』」

　その言葉に、違和感を覚えずにはいられなかった。

　ルゥに対して、お前に何が分かるのだと言いたいわけじゃない。

　ただ、私とルゥの付き合いは十日程度だ。

　なのに、刹せつ那なの逡しゆん巡じゆんも、寸の疑念を抱く事もなくそう言い切れてしまう理由は一体何なのだろうかと思わずにはいられなかった。

　そして、私のその心境を表情から読み取ったのか。

「『ドラゴンは魔力を食べるからね。だから、魔力には特に敏感で、そこから色んなことが分かるんだ。為人ひととなり、なんかもね。典型的な悪人はすっごい臭くて、濁ってて……って言っても、サシャには分からないっか』」

　私の疑問に、ルゥが答えてくれる。

　流石に王都に来てまで〝聖女の子〟、と身に覚えのない呼び方で呼ぶ事はやめてくれと言ったところ、サーシャではなく、何故かサシャで落ち着いていた。

「『だからこそ、ぼくはキミらしいと思う。そういう性格だって事は薄々分かってたし。〝聖女の子〟って呼んでいたのは、それが理由。ぼくは若輩だから、実際に見たわけじゃないけど、かつて〝聖女〟なんて呼ばれていた子の周りには、同じような子がたくさん集まってたんだってさ』」

　類は友を呼ぶ、とでもいうべきか。

　そして、どうしてルゥが私をそんな言い方で呼んでいたのか。その疑問が氷解した。

「『まぁ、そんな過去話は兎も角。キミは結局、どうしたいの？』」

「私、は」

「『助けたい？　昔の、家族を』」

　囁ささやくような声だった。

　そう思うなら、そうしても良いとぼくは思うよ。ルゥの声音は、そう告げていると分かるものだった。

　でも私は。

「分からないんだよね、それが」

　フィレールに向かうべきとは思ってる。

　でも、その理由がいまいち判然としていなかった。

　はっきりしていれば、きっと今いま頃ごろ、ナガレなり、ガロンさんなりを説得しようとしていただろう。ルゥにこうして相談しているという事は、つまり、そういう事。

「思うところが何もない、って言えば、きっとそれは噓うそになる」

　お人ひと好よし。

　なんて称される事もあったけど、理不尽な事をされれば怒りたくなるし。

　突き放されれば悲しくなる。泣きたくなる。

　ひとりぼっちは嫌だし、優しくされれば嬉しく思う。

　私だって、何という事はない一人の人間だ。

「『なら、もう答えは出てるんじゃない？』」

「……うん。私も、そう、思ってたんだけど」

　ルゥの言葉に同意する。

　リスクを冒してまで助ける義理はないと、私自身も少なからず思う部分はある。

　だけど、

「なんか、それで良いのかと言われると、何故か素直に納得が出来なくて」

　理由は薄々だけど分かってる。

　理解されない気がしてたから、ナガレや、ガロンさん達の前では言わなかったけど、その理由はきっと──。

「多分それは、私が〝錬金術師〟だからなんだと思う」

「『……錬金術師だから？』」

　ルゥには通じなかったのか。

　疑問符を浮かべていた。

「たとえどんな経緯があろうと、自分の作ったレシピには責任を持ちたいし、何より、私が錬金術師になりたいと思った理由は、家の事もあるけど、錬金術師そのものに憧あこがれたからでもあるから」

　私が目指す錬金術師像が、そういうものなんだと告げて。

「『そっか。なら、それで良いんじゃないの？　ぼくは、そう思うけどな』」

　ナガレや、ガロンさんの前では躊躇ためらって言えなかった言葉。

　勇気を振り絞って口にすると、拍子抜けする程あっさりした返事がやってきた。

　それは、私の背を押す言葉であった。

「『サシャに過保護なナガレは反対するだろうけど、ぼくはそれで良いと思うよ。なにせこれは、言ってしまえばサシャの人生だ。選択は他でもないキミ自身がするべき。断じて、他人の意見に委ね、決められるものじゃないからさ』」

　その上で出した答えなら、ぼくは何であっても尊重するよ。

　そう言って、ルゥは言葉を締めくくる。

　だから、破顔せずにはいられなかった。

「なんというか、ルゥはやっぱり、私の何倍も生きてるドラゴンなんだね」

「『……まるで、今の今まで信じてなかったみたいな言い草だね』」

「信じてなかったってわけじゃないけど、その、時々おっちょこちょいなところもあるし？　あんまり、年上、って感じがしなかったんだよね。見た目もほら、小動物って感じがして可愛かわいいし」

　遠目からは、もこもこした白い何かにしか見えない。

「『し、小動物……』」

　絶句するルゥであったが、その反応も含め、やっぱりどこからどう見ても愛あい嬌きようある小動物だ。

「……でも、そうだね。うん。ルゥの言う通りだと思う」

　誰かに迷惑をかける事になるなら、それはそれで別に考えなくちゃいけないけど、出来る限り後悔をしないで済む選択をするべきだろう。

　だったらきっと、錬金術師として私がすべき事は、己がレイベッカの人間であった事は関係なしに、少しでも力になれるであろう行為だろう。

　まだ、一人前ではないかもしれない。

　けど、錬金術師として生きると決めたからには──。

「ありがと。ルゥに話して良かった」

「『……まぁ、力になれたなら良かったよ。で、これからどうするの？』」

「ナガレに話してみる。私を錬金術師として迎えてくれたのは、ナガレだから」

　そもそも、ナガレが居なかったら、まず間違いなくアストレアには来なかっただろうし、今の私はなかった。

　だから、それが最低限の筋。

　そう思って踵きびすを返した私が、ナガレの下を訪ねよっかな、と思ったところで、頭に覚えのある重みがのしかかる。

　髪越しにも伝わるもこもこ感。

　ルゥが頭に乗っかったのだと分かった。

「『背中を押したのはぼくだし、ナガレの説得なら、ぼくも協力したげる』」

「とか言って、お腹なか空すいただけでしょ」

「『ぎく』」

　十日も一緒にいれば、ある程度ルゥの事も分かってくる。

　こうして都合の良い言葉を並べ立てたり、私の側そばにいようとする時は、決まってお腹が空すいた時。

　現に、図星を突つかれたと言わんばかりの反応を見せていた。

　どうやらルゥは、隠し事が苦手なドラゴンらしい。

　そして、頭の上にルゥを乗せたまま、私が部屋を出た直後。

「「あ」」

　ちょうど、ナガレとばったり出くわす。

　お陰で、二人して同じ反応をしてしまった。

　部屋の前にいたって事は、何か私に用でもあったのだろうか。

　ただ、ちっとも身構えてなかったせいで、ナガレに向かって話そうと思っていた事が口から出てきてくれない。頭の中は真っ白だった。

「ル、ルゥ」

「『……ぐ、ぐうぅ』」

　頭の上に乗っていたもこもこに助けを求める。

　けど、肝心のルゥは、私の求めに応じるどころか、協力をするとか言ってたくせに、寝たふりをしやがった。

　さ、最悪だ。このポンコツドラゴン……！

「なぁ、サーシャ」

「ぁ、えと、違うの。違うんだよ。決して私は、ルゥと何かよからぬ事を企たくらんでたわけじゃなくて」

「少し、時間いいか？」

「ただ、お腹空すいたねーって話してただけ……って、時間？」

　ナガレに話すつもりではいたけど、もう少し考えを纏まとめる時間が欲しかった。

　あと、説得する為ための言葉も考えたかった。

　だから、今はまだ。と、どうにかその場ば凌しのぎのはぐらかしを試みる私だったけど、本当に用があったのか。時間はあるかと聞かれ、言葉を止める羽目になった。

　そして、ナガレに案内された先は、錬金寮の食堂だった。

　ただ、あまり人はいなくて、隅っこの席に行くと食堂に居合わせた他の人達の声は殆ほとんど聞こえなくなっていた。

「ほら、これ」

　その言葉と共に、パンが三個入れられていたウィッカーバスケットを差し出される。

　だから思わず、私はキョトンと目を丸くしてしまった。

「お腹、空すいてたんだろ？」

「え、あ、あぁ。うん。そうそう、お腹空すいちゃってて。うん。じゃあ貰もらうね」

　そこで思い出す。

　咄とつ嗟さの言い訳で、お腹が空すいたとか言ってたんだった。

　ただ、本当にお腹は空すいていたので、折角だからとパンをいただく事にする。

　丸型のパンを手に取り、口に入れるとふんわりとした食感が広がる。物もの凄すごく美お味いしかった。

「それで、話があるんだっけ？」

　時間があるかと聞かれただけだったけど、その理由は話があったからだろうと自己解釈をして、問う。するとナガレは少しだけ言い辛そうに私から視線を一度逸そらす。

　そして、数秒ほどの間を挟んだ後、再び私達の視線が交わった。

「サーシャは、フィレールに向かうつもりだろ？」

　いきなり核心をつかれる。

　……いや、ガロンさん達の前で散々、逡巡する様子を見せてしまってたし、そう捉とらえられるのはある意味当然でもあった。

「…………。だめ、かな」

　どうにか取り繕って、ナガレを説得しよう。

　そんな考えが一瞬、私の脳裏を過よぎる。

　でも、私の知るナガレは、思い付きの言葉で言い包められるような人じゃないし、ナガレにはあんまり噓うそはつきたくなかった。

　だから言い訳をするより、私は観念する事を選んだ。

「サーシャは、家に戻りたいのか？」

　良いとも、駄目とも判断のつかない言葉で返される。

　ただ、その言葉に対しての答えは既に出ている。だから、張り詰めつつあった空気をどうにかする意図も込めて、顔を綻ほころばせながら答える事にした。

「ううん。家に戻る気はないよ。というより、どう頑張っても、戻れる事はないだろうしね」

　戻る気はないけど、そもそも、レイベッカの家に私が戻れる事はどう転んでも、絶対にないと私自身も分かっていた。

「……じゃあ、どうして」

　フィレールに向かおうと考えているんだ、とナガレが言葉を続けると予想した上で私は言葉をあえて被かぶせる。

「だって、私は錬金術師だもん」

　ナガレにとって、私のその言葉は答えになっていなかったのか。

　瞠どう目もくしていた。

「ナガレが言ってくれたんだよ。私は、立派な錬金術師だって。だから、錬金術師らしく在りたいなって思った。だから、家とか関係なしに、私はフィレールに行きたいんだと思う」

　私という人間を錬金術師として認めてくれたのは、ナガレだ。

　そして、その言葉に背中を押され、救われたのが私という人間。

「私が錬金術を学ぼうとした理由って、家に認められたかったからだったんだ。錬金術の名門、レイベッカ伯爵家。だから、錬金術を学べばいつか認められる日が来る。そう思って、錬金術を学んでた。そう、思ってた」

「……思ってた？」

　含みのある私の物言いに、ナガレが引っかかる。事実、フィレールからアストレアに来るまでの道中に、ナガレに私はそう説明をしていた。

　騙だましていた訳じゃないのだと主張する為にも、私はそう言った。

「うん。思ってた。でも多分、自覚してなかっただけでもう一つ理由があったんじゃないかなって、最近になって思うようになったんだ」

　私が錬金術を学ぼうとした理由。

　それは、家に認められたかった事と、もう一つ。

「多分私、錬金術師に憧れてたんだと思う。とはいっても、レイベッカの人間に対しての憧れじゃないけどね」

　このくらいの言葉の毒は許されるよね。

　と、心の中で言い聞かせ、舌を少し出しながら私は答える。

「前にさ、ガロンさんと会ったパフェ屋に向かう途中に話した事、覚えてる？」

「……なんで、魔法師じゃなくて錬金術師の道を進んだのか、って話だったか」

「そうそうそれそれ。その時にさ、私のお母さんが病弱だったって話したでしょ」

　それも覚えてる？　って聞くと、ナガレは覚えてると言って頷うなずいてくれた。

「お母さんの看病をよくしてくれてた錬金術師さんに、多分私は憧れてたんだと思う。あんな人になりたいって、思っちゃってたのかも」

「そんな凄すごいやつだったのか？」

「ううん。逆。すっごい鈍臭くて、ヤブの錬金術師みたいな人だったよ」

　笑いながら答えると、ナガレはまた驚いてた。

「当時、五、六歳の私にレイベッカの人間なんだから、錬金術くらい出来るだろ、手伝えー！　って無理矢理手伝わせようとするくらいには破茶滅茶な人だったかなあ」

「……なんでそんなやつに母親の看病させてたんだよ」

「まぁそこは、うん。私達、レイベッカの人に嫌われてたから、その、圧力とかあったんじゃない？　まともな人には、厄介事を抱えたくないからって理由でみんな断られたから。その、ヤブっぽい錬金術師さん以外には、殆ど全員に」

　私の義母に当たる人が、私達の事を特に嫌ってたから、フィレールにいるまともな錬金術師には、面倒事に巻き込まれるのは御免だ、とかなんとか言われて、軒並み避けられていた。

　ただ、そんな中で唯一手を挙げてくれた人がいた。色んな意味で滅茶苦茶な人だったけど、それでも、良い人だった。

　錬金術師としての志は人一倍高い人だった。

　……技術は、あんまり追いついてなかったけど。

「同情を買っちゃうと思ったから、本当はこの話はしたくなかったんだけどね、だから、やましいから隠していたとかじゃないよ。これは、本当」

　アストレアに来るまでに身の上話は一応、全すべて話していた。この、ヤブっぽい錬金術師さんの話を除いて、全て。

「……サーシャの性格はよく知ってる。その程度で何かを思うような関係なら、そもそもアストレアに招いてない」

「そ、そっか」

　寄せられる信頼の大きさに、ちょっとだけ怯ひるんでしまうけど、どうにか持ち直す。

「でね、話の続きなんだけど……きっと私がフィレールに向かいたいって思ってる理由は、私の憧あこがれた錬金術師が、そういう人だったからなんじゃないかって、思うんだ」

　信じて貰えるかは分からない。

　でもきっと、私が向かおうとしてる理由は、家が理由でなく、それが理由。

　ルゥに話をして、落ち着いたからか。

　漸く、この答えにまで辿たどり着つくことが出来た。

　そう言葉にすると、異様にしっくりときた。

　胸にすとんと落ちて、あぁ、絶対これだなって、思えた。

「その人は、困ってる人がいるなら悪人じゃない限り誰だれにでも手を差し伸べる、とか本気で言うような人だったから」

　その性格に助けられた私が言うべきセリフじゃないけど、変わった人だった。

「……良いやつだな。そいつ」

「うん。良い人だった。今は何をやってるのか分からないけど、いつか会う事があればお礼をしたいって思っちゃうくらいには」

　──後悔だけはしたくないから。

　その言葉が口癖だった、錬金術師さん。

　志が高過ぎるからか。

　いつも空回りしてて、おっちょこちょいで、ドジで、小さかった私にまで手が足りないからと錬金術の真似事をさせようとするような人だったけど。

　そんな彼女の言葉を借りて良いのなら、きっと私は、『後悔だけはしたくないから』フィレールに向かいたいのだと思った。

「それに、錬金術師なら、自分の作ったレシピにくらい責任を持たなきゃいけないかなって」

　私のレシピ通りに作って起こった事ではないにせよ、少なからず関わりがあった事は確かだから。

「だから、向かいたい。何より、私が一番上う手まく対処出来るだろうから」

　なにせ、私がレシピを作った本人だ。

　騒ぎになっているという事は少なからず被害が生まれてしまっているに違いない。

　ならば、やはり私が向かうべきだろう。

　そこまで言ったところで、目の前から、小さな溜ため息いきが聞こえてきた。

　ただそれは、呆あきれというより、苦笑いに限りなく近いものであって。

「……そこまでの考えがあって、それでもと言うサーシャに、駄目とは言えないな。何より、サーシャは俺にとって恩人であり、友達、だ。そういうやつには意地悪をしたくないし、願いは出来る限り叶かなえてやりたい」

「なら!!」

「一応、そう言うんじゃないかと思ってガロンは説得してある。ただ、条件付きになるけどな」

「条、件」

　ゆっくり、復唱する。

　条件、というと、無理難題に近い何かを突き付けられるのだろうか……？　と、一瞬、身構えて警戒してしまうも、刹せつ那な。

「フィレールに向かう場合、万が一を考えてサーシャには偽名を使って貰った上で、アストレアの錬金術師として行動して貰う。それが、条件だ」

　脳裏に思い描いていた内容とはあまりに乖かい離りした、簡単過ぎる条件に、思わず拍子抜けしてしまう。つい、そんな事くらいでいいの？　と、言いかけてしまったくらい。

　ただ、偽名を使え、という事は、レイベッカの人間と会うなとナガレが言っているのだと私は遅れて気付き、どこまでも心配してくれてるんだなって破顔してしまう。

「うん。そのくらいでいいなら。吞むよ、その条件」

「そう、か」

　ならば、と私は立ち上がる。

　ナガレの絶妙に複雑そうな表情からは、出来ればじっとしていてくれるならそれに越した事はない、みたいな本心が滲にじみ出でていたけど、申し訳なさを感じつつも私はそれに背を向ける。

　謝罪は、また今度ちゃんとするとして。

「じゃあ、私は早速工房に行ってくる！」

　色々と準備しなきゃ。

　そう思って足早に動き始める私であったけど、同時に、ずっと頭にのしかかっていた重さが不意に離れる。

「『そういう事なら、ぼくはそこの残りのパンを食べとくね』」

　ドラゴンは基本的に魔力を食べる種族とはいえ、パンといった食べ物を食べられないわけではない。

　ルゥ曰いわく、絶対食べる必要はないけど、食べたくなったら食べる、人でいうお菓子みたいなものらしい。

　だから、大して疑問にも思わず、私の頭から離れるルゥの言葉に分かったと返して私は工房へと向かった。





◇◇◇






「『ナガレってさ、サシャの事好きなの？　随分と、というか、かーなーり、甘いけど』」

　サーシャが食堂から居なくなったのを見計らい、パンを齧かじりながらルゥは聞く。

　側には、少しばかり疲れた様子のナガレがいた。

「俗な質問をするんだな、ドラゴンの癖に」

「『ドラゴンだから、だよ。長く生きる種族はそれだけ生を楽しむ何かを見つけなきゃいけないからね。それで返事は？』」

「好きか嫌いかで言えば、一考の余地すらなく好きだろうな」

「『うわ、出たよ、典型的なつまらない答え』」

　あまりに人間臭い返しに、ナガレは思わず苦笑する。人間相手であれば、不機嫌になったかもしれないが、今回はドラゴンの言葉である。

　そのギャップに、ナガレは笑わずにはいられなかった。

「今は、あいつが楽しんでくれればそれで良いんだ。楽しんでくれてる姿を見るのが好きなんだ。これまで苦労した分、人一倍笑える日々を送ってくれればそれで。なにせ俺達は、『友達』だからな」

　友達の幸せを望むのは至極当然だろう。

　そう返してくるナガレの言葉に、模範解答過ぎてつまらないとルゥはパンを齧りながら器用にぶー垂れる。

　ただ、心底相手の事を考えているが故の言葉なのだと感じ取ったのか。

　ナガレを追い詰めるような追撃の言葉を、ルゥが投げ掛ける事はなくて。

「『……難儀だね』」

「何がだ？」

「『ま、キミ達がそれでいいならそれで良いんだろうけどさ』」

　ナガレ自身も、ルゥが言いたい事を薄らと察しているのだろう。

　訳知り顔で笑みを浮かべていた分、ルゥの呆れの反応もひとしおだった。

　そして、サーシャが食べていた分とルゥが齧り付いていた分。それを除いて最後の一つとなっていたパンをナガレが手に取り、齧り付く。

「『あ！　ぼくのパン!!』」

「余計な事を気にするドラゴンに渡すパンは、一個で十分だろ」

　二個食べる気でいたルゥから非難の声が上がるも、それに対して知らんと一方的に告げてナガレは食べ進める。

　やがて、ナガレからパンを奪う為ためにか。

　食べていたパンを一気に口に含み、飲み込むルゥであったが、その直後。

　見る見るうちに顔色を真っ青にさせてゆく。

「『ぅっ、ん、んー！！！　んーー！　んー!!』」

　翼を広げ、ぐるぐると宙を飛びながらナガレに向かって何かを訴えかけるドラゴンが一匹。

　食い意地を張ったせいで喉のどにパンを詰まらせたのだろう。

　そう理解をして、ナガレが水ならあそこにあると後方を指差し──しかし、慌てて向かってしまったが故に、勢い余って水場を通り越して壁に激突するポンコツドラゴンがいたとか、いなかったとか。





◇◇◇






「──しかし、ナガレ殿がこうしてやって来て下さって、本当に助かりましたとも!!」

　それから五日後。

　諸もろ々もろの準備を終えた後、フィレールへと再びやって来て治療薬を届けた私とナガレは、ぺこぺこと頭を下げて感謝の言葉を口にする小太りの男性──宰相さんにめちゃくちゃ感謝されていた。

　一応、家を追い出される前までは貴族家で過ごしていた事もあり、何度か家を訪ねて来ていた人であればある程度名前と顔は一致する。

　ただ、私自身が歓迎されない存在だった事が幸いし、向こうは私の顔を知らなかった。

「それで、そちらのお嬢さんが……例の？」

　窺うかがうように口にされるその言葉と共に、錬金術師の正装を身に纏まとった私に、宰相さんの視線が向けられた。

「ああ。母上の病を見事治してみせたうちの凄すご腕うでの錬金術師だ。今回の件も、こいつが了承しなければ、こうしてやって来る事もなかっただろう。だから、感謝の言葉は俺よりこいつに掛けてやってくれ」

　設定としては、私がナガレのお母さんの病を治した錬金術師。

　だから、今回のフィレールの一件もその腕を見込まれてついてきた、というもの。

　偽名の件に関しては、ボロが出ないようにという配慮で、ルゥの呼び方である「サシャ」に。

　でも、出来る限り名前は口にしないように、という取り決めをしていたからか。

　こいつ、あいつ、と必然的に指示語が多くなっていた。

「おおっ！　それはそれは。この度はご助力、誠にありがとうございました。殿下も、レイベッカの出来損ない共と違い、アストレアの錬金術師は羨うらやましいと絶賛しておられましたぞ」

　追々、感謝の品をアストレアの方に届けさせますので、と、言葉を付け加えられる。

　ただ、その引き合いにレイベッカを出された事により、私の心境は複雑なものとなる。

　でも、それを見透かされるわけにはいかず、どうにか笑みを顔に貼り付け、無言で切り抜けようと試みた。

「一応、治療薬を作ったとはいえ、数日程度は激しい運動などはしないでくれ。それで容態が急変しても、責任はもてないからな」

「それは勿もち論ろんですとも。特に、殿下にはこんなところでくたばって貰もらう訳にはいきませぬので、この宰相、身体からだを縛り付けてでも、安静にさせておきますとも」

「あ、あはは……」

　身振り手振りで、まるで縄を使って簀す巻まきを作るような様子を見せる宰相さんを前に、私は苦笑いを浮かべずにはいられなかった。

　今回の騒動にて、レイベッカの人間が投獄までされたのは、その被害者にフィレールの王子までもが含まれていた事が一番の要因であった。

　効きが良いからと擦りむいた程度の傷で服用し、そのまま倒れる羽目になったのだとか。

「それじゃあ、わたし達はもう帰っていいの？　本国のゴタゴタもまだ終わってないし、そろそろ戻りたいんだけれど」

　そう言って、後ろで私達の会話を黙って聞いていたもう一人の人物──私とナガレと一緒にフィレールまでやって来てくれたカトリナちゃんが面倒臭そうに言葉を口にする。

　本国のゴタゴタとは言わずもがな、〝ミナト病〟の一件であった。

　私がフィレールに向かうと決めた際、護衛も兼ねて、元々はガロンさんも一緒に同行する予定だったのだが、〝ミナト病〟の対処には〝テレポート〟が多く使える人間が必要だろ、というナガレの説得もあり、ガロンさんの同行の話はなくなっていた。

　ただ、その代わり、〝ネードペント〟の一件で仲良くなったであろうカトリナを連れて行け、とのガロンさんの提案を受け入れ、この三人でフィレールを訪れていた。

「治療薬の作り方や、ある程度の予備も置いてるのだし、もう良いでしょう？」

　とはいえ、カトリナちゃんはフィレールに来てからというもの、終始、機嫌が悪かった。

　現に、目の前の人物──宰相さんは、侯爵位を賜ったお偉い貴族さんだった筈はずだけど、そんな事は知らんと言わんばかりに、カトリナちゃんはぶっきらぼうに言い放つ。

　……というのも。

『話は大方、ガロン魔法師長から聞いたけれど、貴女が向かう必要なくない？　家から追い出された時に手を差し伸べてくれた人がフィレールにいるならまだしも、それ、助ける義理ある？』

　などとアストレアにいた際に人一倍、苛いら立だちの言葉を口にしていたのがカトリナちゃんだった。

　そして、すぐにどうにか出来る人間は私くらいだろうから、なんて理由で向かおうとする私に、呆れてもいた。

　でも、責められはしなかった。

　そういう貴女だから、殿下は錬金術師にと誘ったのだろうと彼女は言って、不承不承ながら納得をしてくれた。

　……ただ、だからといってカトリナちゃんの機嫌が良くなる事はなかったけども。

「ぁ、えと、はい。治療薬に関しましては、もう何一つとして問題はありませんとも！　た、ただ」

　奥歯に物の挟まったような言い方で、宰相さんは私達から視線を逸そらす。

　治療薬については問題ないけど、他に何か問題があるのだろうか。

「殿下が一度、アストレアに帰る前に自分の下にどうしても寄って欲しいと仰おつしやられてまして」

　その申し出は、一度丁重にお断りさせていただいたものであった。

　私の目的は、あくまで今回の騒動の解決のみであって、お礼を言われる事ではない。

　何より、何かの拍子で私がレイベッカの人間だった事に気付かれるのは本意ではない。

　だから、フィレールで誰かと接する機会は極力なくそうとナガレとアストレアにいた時に話していた。

　故に、「それでも」と断りを入れようとした時。

　唐突に、バンッ、と音を立てて外に続くドアが勢いよく開かれた。

　そして、反射的に肩越しに振り向くと、そこには一目で高貴な身分であると分かる豪ごう奢しやな服装に身を包んだ藍あい色いろ髪の青年がいた。

　病み上がりだというのに、覇気に満みち溢あふれた表情には一切の翳かげりはなく。

　口角をつり上げるその青年は、悪いた戯ずらが成功した子供のように無邪気に笑いながら声を上げた。

「酷ひどいじゃぁないか、ナガレ王子。こっちは助けて貰ったんだ。せめて、礼の一つくらい言わせてくれよ。なぁ？」

　その者の名を、ローグ・フィレール。

　何処となく軽薄そうにも見える笑みを浮かべる彼は、フィレール王国の王子であった。

「で、殿下っ!?」

　ただ、彼の登場は予定になかったのか。

　宰相さんは悲鳴としか思えない声を慌てて上げるも、ローグ王子は柳に風と聞き流し、「そら、見たことか」と言葉を続ける。

「オレがこうして出向きでもしなきゃ、ナガレ王子は顔を合わせてくんねーって言ってた通りだったろ？」

　それはまるで、以前からもそうであったかのような物言いであって。

「……勿論、サーシャの事もあったんだが、それ以前に、ローグ王子とは元から性格が合わなくてな」

「殿下と違って品がなさそうな人ですね」

　小声で申し訳なさそうに言ってくるナガレの言葉と、他国の王子に対して不敬極まりない感想を述べるカトリナちゃんの言葉で全すべてを察する。

　というか、ローグ王子は多分、私も苦手なタイプだこれ。

「にしても驚いたぜえ？　ナガレ王子に錬金術の心得があったとはな」

「母上の病をどうにか治したくてな。錬金術師を虱しらみ潰つぶしに当たっても解決には繫つながらなかったから、だったら自分でやるしかないと思ったんだ」

　一応、私が主導で今回の治療薬を作った事にはなっているけど、当たり障りのない受け答えは俺がした方が良いだろ、という事で、ナガレにも錬金術の心得がある前提で事を進めていた。

「ナガレ王子以外の人間がそれを言おうものなら、馬鹿じゃねーのって言ってやるところなんだが、ナガレ王子の場合はそれが出来ちまう側の人間だからなあ」

　心底面白おかしそうにローグ王子は言う。

「俺一人だったら無理だったさ。母上を助けられたのは、こいつが手を貸してくれたお陰だ」

　そう言って、ナガレは私に目配せを一度。

「あぁっ、そうだそうだ。オレぁ、あんたにも礼を言わなくちゃいけねえんだった。治療薬、作ってくれたのはあんたなんだってな。えと、サシャ、だったか？」

　フィレールに来てから一、二度しか名乗っていない名前を誰かしらから伝えられていたのか。

　事前に決めておいたほぼ実名の偽名をローグ王子は口にする。

　下へ手たに喋しやべるとボロが出そうだったので控えめに頷うなずくだけに留めておく。

「ありがとうよ。お陰で命拾いした」

　つい昨日きのうまで寝込んでいた彼であったけど、薬が効いたのか、出歩いても問題ないくらいには回復したらしい。

　素直に感謝の言葉を口にするあたり、ローグ王子は少し性格が変わってるけど、悪い人ではなさそうだ。そう思った直後。

「で、なんだが、助けて貰った手前、何もせずにアストレアに返すのは流石さすがに王子として気が引けちまう。なんで、オレを助けると思って、礼をさせてくれや。特に、あんたには何かしらの礼をしねえとオレの気が済まねえ」

　そう言って、ナガレ──ではなく、何故かローグ王子の瞳ひとみは私をじっ、と射抜いていた。

「……いえ、本当にお礼など結構ですので」

「おいおい、そうつれねえ事言うなよ。何か欲しい物はねえか？　して欲しい事はないか？　オレに叶かなえられる範囲なら、なんでも叶えてやる。例えば、お家の取り潰しだろうが、貴族家の当主にあんたを据える事であっても。オレは能力ある人間は大好きなんだ。だから、なんでも叶えてやるよ？」

　偶然だろうけど、そのピンポイント過ぎる言葉に、ほんの僅わずかながら眉まゆ根ねが寄る。

　まるでそれは、ローグ王子には、私がそう望んでいる人間に見えると言われているようであって。

「なあ？　サーシャ・レイベッカ？」




　突然の出来事に、私の頭の中が真っ白になる。

　どうして、彼は私がサーシャ・レイベッカであると知っているのだろうか。

　ぐるぐると脳内で疑問が駆け巡る。

　でも──。

「お気持ちだけ、頂いておきます」

　知られていようが知られていまいが、私の答えは変わらないじゃん。

　そう自分自身の中で答えを出して、閉じていた口を開き、先程と何ら変わらない言葉を口にする。

　己の出自が知られていたとしても、何も。

「やり返したい、とか何も思わねえのか？」

　私の返事が意外だったのか。

　ローグ王子は、不思議なものを見るように、片眉まゆをぴくりと跳ねさせた。

「そもそも、気にならねえのか？　どうして、オレがあんたの名前を知ってるのか、とか」

　元々顔を知っていた。

　という可能性だけはあり得ない。

　レイベッカ伯爵家の中で、私がどういう扱いを受けていたのかは私が一番知っている。

　出来れば、私とレイベッカを切り離したいと考えていたからこそ、図書館に入り浸る事を許されていた。

　それで厄介払いが出来るなら、と。

「気にならない、といえば噓うそになりますが……でも、気にしても意味はないかなって。それに、何となくですけど、理由は分かる気がするので」

　ローグ王子が、私が実家に対して何らかの制裁を希望するならば、と口にしていた理由は、そう思うだけの何かが必然、あったからだろう。

　そして、彼が私を知っていたという事実。

　そこから答えを導き出すならば。

「分かった上で、何も望まねえと？」

　姉であったミルカか、または、義母あたりがローグ王子に何かを吹き込んだのだろう。

　だとすれば、全てに合点がいく。

「私が何かを望んでいたのなら、そもそも偽名なんて使ってませんよ」

　相手は一国の王子。

　けれど、何かを望んでいるなら、恩を着せてしまえばいい。でも、望む事がなかったから偽名を使い、その上、そそくさと帰ろうとしていた。

　故に、それは愚問でしょうとしか言いようがなくて。

「それに、今の生活、結構気に入ってるんですよね」

　だから、今はアストレアから動く気はないと告げておく。

　今の生活を捨ててまで、フィレールに戻る必要はあるのかと問われれば、私は刹せつ那なの逡しゆん巡じゆんすらなく「ない」と答えるだろう。

「でも、その上でもし、私の願いを聞いて下さるのなら、一つだけ」

「ほぉ？　いいぜ。遠慮するな。なんでも叶えると言ったのはオレだ。余程の事じゃねえ限り、叶えてやる」

「では、レイベッカ伯爵家の取り潰しだけはやめて頂けると幸いです」

　その一言に、ぴしり、と空気に亀裂が入ったかのような錯覚に陥った。

　というより、ローグ王子とナガレ、そして宰相さんまでもが全員、瞠どう目もくする羽目になっていた。

　でも、私がその言葉を口にした理由は彼らが今まさに考えているであろう事とは、間違いなく違う。

　だって。

「取り潰しになって、母のお墓までどうにかされちゃうのはその、忍びないので」

　私がそう口にした理由は、間違ってもレイベッカの為ためでも、父の為でも、姉の為でも、義母の為でもなくて。

　私の唯一の味方だった、母の為だから。

「今回の件で、レイベッカがどうにかなって、母のお墓にまで影響が出るのは避けたくて。だから、お願いがあるとすれば、そのくらいですね」

　普通の貴族なら、多分違うんだろうけど、私の場合、実家に対しての執着心みたいなものが本当に一切なかった。

　多分、取り潰しになった、などと聞いても、殆ど何も感情を抱かないくらいに。

　というより、これまでの接し方のせいで、家族というより身近にいる他人同士、という認識が強かったから。

「…………」

　私のその発言に、ローグ王子は未いまだ、驚きよう愕がくの表情を顔に貼り付けていた。

　やがて、

「……牢ろうの中で、アイツらは、お前の事をずっと罵ば倒とうしていたそうだ。レイベッカの血を引いていないお前が、全すべての元凶であると。今回はそうでなかったが、下手をすればお前にまで被害が及んでいた可能性はあるんだぜ？」

　隣でナガレは驚いていたけど、何となく、私はそうなる事を知っていた。

　というより、幼少の頃ころこそ気付けなかったけど、歳としをとるにつれ、想像の幅は広がる。

　嫌がらせのような陰口もいっぱい聞いてきた。

　だから、そこまでの驚きはなくて。

「まぁ、それはそうかもしれないんですけど、ただ、結果としてそうはなりませんでしたし、いっかなって。ぶっちゃけちゃうと、やりたい事がいっぱいあり過ぎて、憎む暇もないってのが本音ですかね」

　先輩風を吹かしたウェルさんから、工房に置いてある機材について今度教えて貰もらう予定だし、アリスさんからは、アストレアで採れる薬草の場所について教えて貰う事になってる。

　ガロンさんからは、今度、一緒にオリジナルのパフェを完成させようと誘われてるし、ナガレには近いうちに港街限定の〝塩パフェ〟を奢おごって貰わなきゃいけない。これは絶対。

　あと、なんか私には見所があるらしく、カトリナちゃんが今度、魔法を教えてくれるらしい。

　そしてルゥには、最近、色々と手伝った見返りとして、パンを所望する！　とか言われてるし。

　兎に角、忙しいのだ。

　きっとこれが、うれしい悲鳴ってやつなんだとは思うけれど。

「だから、私がローグ王子にお願いする事があるとすれば、母の事くらい、ですね」

　母はレイベッカの人間として亡くなってしまってるから、最低限、影響が母に及ばないように。

　それさえしてくれれば、私からは何も。

　と言うと、隣にいたナガレが堪えるように笑っていた。

「相変わらず、欲がないな」

「あるよ。欲くらい。私だって人間だもん」

　人並みに欲はあるつもりだ。

　ナガレは、気付いてないみたいだけど。

「私の欲は誰かに叶えて貰えるようなものじゃないから、そう見えるのかもしれないけど」

　基本的に、自分でどうにかしなきゃいけないものが多い。たとえば、笑って過ごせる人生を送りたい、とか。

「金銭を要求すれば、サーシャの好きなパフェが食べ放題だったぞ？」

　ローグ王子にバレちゃったからか、偽名云々の件は放り出して、いつも通りサーシャ呼び。

　ただ、ナガレの指摘は中々に痛いところを突ついてくれる。

「……た、確かに」

　だからつい、同意してしまう。

　そして、ちょっぴり後悔するけど、

「で、でも、いいよ。食べたくなったらナガレに奢って貰うか、ガロンさんに作って貰えば良いし。ほら、ね？」

「……アストレアの魔法師長を、パフェ作りの為に呼び出すのは世界全土探してもサーシャくらいだろうな」

　……とはいえ、ガロンもガロンでそれについては満更ではないんだろうが。

　そう言って、ナガレは若干呆あきれていた。

「く、ははっ。本当にな。そこのナガレ王子の言う通りだ。欲がねえ。だが、そういう事なら分かった。あんたの母の墓に関しては、オレが責任を持とう。あと、それを踏まえた上で、レイベッカ家の処遇については決めよう。それでいいか？」

　きっと、私や母の事を目の敵にしていた義母や姉は、その母の存在故に救われた、などと聞こうものならば、荒れ狂うのだろう。

　とはいえ、そこまでは私の知った事ではなくて。

「はい。ありがとうございます。ローグ王子」

　そして、今度こそその場を後にしようとして。

「……あぁ、それと、もしフィレールで困った事があればオレの下を訪ねてくれりゃいい。便宜を図ってやる。ま、これはあんたに対する謝罪代わりみたいなもんだから、気にする事ぁねえよ。……さぁてと、使用人共の騒がしい声が聞こえてきたし、オレはそろそろ戻るとしますかね」

　言われてみれば、つい先程から多くの足音が聞こえてきていた。

　それと一緒に、ローグ王子ー！　と、呼ぶ声も幾つか。どうやら、病み上がりにもかかわらず、部屋から勝手に出てここまで来たらしい。

　何というか、自由な王子様だった。








エピローグ　幸せな第二の人生を









　城を出ると、ここ数日の間にすっかり馴な染じみ深くなった重量感が頭にのしかかる。

　髪越しに伝わるもこもことした感触。

　あえて確認せずとも、それが何なのかはよく分かった。

「部屋にいたんじゃなかったのかしら」

「『暇だったから、散歩してたんだよ』」

　私が尋ねるより先に、カトリナちゃんがそのもこもこの正体であるルゥに尋ねていた。

　アストレアからフィレールまでそれなりに距離があるだろうに、近くの庭を歩いていたかのような様子であった。

　まぁ、竜と人間の間で、認識が違う事は仕方ない事ではあるんだけれども。

「『それで、三人はどこに向かってるの？』」

　ローグ王子と別れた後、私はナガレにある場所に寄りたいとお願いをしていた。

　その方角が、アストレアとは逆方向だったからだろう。ルゥから、そんな指摘を受ける。

「それはね……」

　ためてみる。

　いかにも、重要な場所なんですよアピールをちょこっとしてみる。

　心なしか、ゴクリとルゥが唾だ液えきを落とし込む音が聞こえたような気がした。

「行きつけだったパフェ屋!!」

「『……聞いて損した』」

「えええええ!!　そこはなんだってええ!?　ぼくにも食わせろ!!　って言うところじゃん!?」

「『……あの、甘くて冷たいやつでしょ。ぼく、アレあんまり好きじゃないんだよね』」

「……絶交を考える時がやって来たかもしれない」

「『ええええええ!?』」

　違う意味でルゥは驚いていた。

　でも、こればかりは仕方がない。

　パフェを好きじゃないとか言うルゥが10対０で悪い。

「でも、本当にアレで良かったのか、サーシャ」

　ぎゃーぎゃー、言い合いを始めていた私とルゥの会話に割り込むように、ナガレが言う。

　アレとは恐らく、つい少し前のローグ王子との話の内容について、なのだろう。

「うん。いいよ。あれでいいの。それに、ローグ王子に、何かをして貰もらわなくても、十分すぎるくらい楽しいし」

　誰かを憎んで苛いら々いらする暇があるなら、その分、げらげら笑ってた方が余程いい。

　もしくは、その時間をパフェに費やしたい。

「そう、か。なら、いいんだ」

「それはそうと、ありがとね、ナガレ」

「ぅん？」

「錬金術師にならないかって、誘ってくれて」

　隣国の錬金術師。

　初めはその言葉にいまいちピンと来なかったけど、今となっては掛け替えの無いものに思えて仕方がない。

　第二の人生、という言い方は少しアレだけど、あの時、ナガレに誘って貰えて本当に良かったと思ってる。

「それと、カトリナちゃんも」

　ナガレだけじゃない。

　余所者でしかなかった私を歓迎してくれたカトリナちゃん達にも私は感謝していた。

　でも、私のその言葉は予想外のものだったのか、カトリナちゃんは少し驚いていたけど、そんな反応はお構いなしに私は一方的に告げてから元気よく駆け出した。

　二人して、私が今回の件で少なからず気に病んでいるとでも思っていそうだったから、そんな事はないと示すように。

　やがて、目の前に見えていたパフェ屋に辿たどり着ついたのち、季節限定パフェなるものを注文し──それから数分後。
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　パフェ自体は好きじゃないけど、上に乗ってるスイーツはそこそこだからそれだけ頂ちよう戴だいと、勝手に齧かじり付いたルゥと私の言い合いが勃ぼつ発ぱつ。

　どこか無人島にでも飛んでいって、出来立てほやほやの果物取ってこいやー！

　と、叫び散らす私と、宙を飛び回って素知らぬふりをするルゥのやり取りを、ナガレがめちゃくちゃ爆笑して見つめていた。








特別編　歓迎会









「それにしても、珍しい組み合わせだよね。ナガレとウェルさんと私の三人って」

　実家のゴタゴタ含め、色々と清算を終えてアストレアに帰ってきた一週間後。

　私は、ナガレとウェルさんの三人でアストレアの街を歩いていた。

　勿もち論ろん、目的地は決まっている。

「しっかし、驚いたなあ。まさか、ウェルさんもパフェ好きだったなんて」

　その為ため、甘いものに興味がないルゥは不在で、三人で行きつけのパフェ屋に向かっているところであった。

「……そ、そうなんすよ。特におれ、あのカリカリッとした食感が大好きで」

「そうなんですね……って、カリカリ？　パフェにカリカリするところあったっけ？」

　疑問符が浮かぶ。

　カリカリ……カリカリ？

「お、お菓子の部分じゃないか？　ほら、アイスクリームも、コーンの部分が好きってやつ結構いるだろ？　な？　そうだよな？　ウェル」

「そ、そーなんすよ!!　おれ、お菓子の部分が大好きで!!　おれの言いたい事を代弁してくれるなんて流石さすがは殿下!!」

「言われてみれば、確かにお菓子の部分はカリカリしてたりするかも……？」

　一瞬、実はウェルさんはパフェ好きじゃないけど、パフェが好きだって噓うそをついてるんじゃ……？　なんて考えも浮かんだけど、流石にそれはないかとナガレの発言を受けて考えを改める。

　だけども。

（おいバカ！　早速ボロを出してどうするんだよ！）

（そうは言っても殿下！　おれがパフェ好きって設定で向かってるんすから無言で歩いてると色々とおかしいっすよ！）

　今日のナガレとウェルさんは、怪しさ満点だった。

　何故か頻繁に、コソコソと二人で小声で会話をするし、ガロンさんみたいに自作してるのかな？　と思って尋ねてみると、「火の魔法を使ってどかーん！　と作ってるっす！」なんて訳の分からない答えが返ってくる始末。

「うーーん。なんか、怪しいなあ」

　これは絶対、私に何か隠し事をしている。

　ナガレとウェルさんがグルになって私に何か隠してる。

　でも、あえてウェルさんが私に対して自分はパフェ好きだって噓をついてまでパフェ屋に案内させる理由が分からないし、その噓にナガレまで付き合う理由がさっぱり分からない。

　だから、正直に言ってしまえばお手上げ状態だった。

（やっぱり、この役目はあのパフェ好き魔法師長に任せるべきだったっすかねえ……）

（その場合、誰だれがサーシャの歓迎会用のケーキを作るんだよ。ガロンがいないとサーシャの好みとか分からないだろ。だからやっぱり、俺達でサーシャを連れ出す以外に選択肢はなかったんだよ）

（ぐっ、それは確かに……）

　ウェルさんが好きなパフェを食べに来てる筈はずなのに、結構な頻度で渋面を浮かべてるところも気になる。

　ただ、ウェルさんに関しては少し性格が腐り掛けてるところはあるけど、二人とも悪い人ではない。だから、私は今日だけ鈍感なふりをする事にした。

　やがてたどり着くパフェ屋。

「いつものでお願いします！」

　ここ一週間ですっかり店員さんに顔を覚えられていた私は、この店の常連である事をアピールするように、商品名なしで注文を済ませる。

　直後、どうだと言わんばかりにドヤってみるけど、返ってきたのは憧どう憬けいの眼まな差ざしではなく、呆れに限りなく近いジト目であった。

「……サーシャのやつ、〝ネードペント〟の一件で出た特別手当を全部パフェにつぎ込むつもりでいるらしくてな」

「は、腹ペコ魔人が目の前にいるっす……」

「そこ!!　腹ペコ魔人とか言うなし！　私はガロンさんと一緒でパフェ好きなだけ！　ただのパフェ好きなだけだから！」

　戦々恐々といった具合でウェルさんが何故かドン引きするから、慌てて訂正する。

「……そういうウェルさんは、じゃあ特別手当を何に使ったんですか」

「ふっふっふ。よくぞ聞いてくれたっすね。おれの使い道は勿論！　部屋の改造っすよ!!」

「……こっちは更に下らないな」

　ぐるぐる眼鏡めがねを右の中指でクイッと持ち上げ、格好付けるウェルさんを前に、ナガレは滅茶苦茶呆れていた。

　ついでに私も呆れていた。

「多分下らない理由だとは思うんですけど、一応理由を聞いていいですか」

　ウェルさんが得意気になってる時は、大抵が碌ろくでもない場合だ。

　そして毎度の如く空回りする。

　そろそろ学べば良いのにと思うけど、ウェルさん自身がちっとも学ぼうとしない。

　次こそはいけると信じて疑わないのだ。

「今回の一件以降、二人はご存じでしょうが、おれの引き籠こもり体質を治そうとする風潮が強くなったんすよ」

　風潮が強まったというより、錬金術師長であるダウィドさんとアリスさんがウェルさんをどうにかして働かせようとしているだけな気がするのは気のせいなのだろうか。

「し、か、し！　おれは正直、部屋から出たくないっす。登城もしたくねえっす。部屋でゴロゴロしときたいんすよ」

「うわ、滅茶苦茶クズい」

「そこで考えました!!　部屋を要よう塞さい化すれば、おれの平穏は守られるのではないかと!!」

　私のディスりに耳を傾けるどころか、ガン無視を決め込み、ウェルさんは熱弁する。

　途中、店員さんがお連れの方のご注文は……、と困っていたので、私と同じの二つ追加でと返事をしておいた。

「ですが、とんでもない事にアリスはおれの部屋の合あい鍵かぎを持ってるんすよ。寮長権限とかよく分からんあのシステムのせいっすね。一度、鍵かぎ穴あなをこっそり変えてやった事もあったんすけど、勝手な事をすんなって怒られた挙句、ドアごと取り外された苦い思い出があるんで、そこは正直どうしようもないんすよね」

「……何やってるんですか、ウェルさん」

　私の知らないアホ過ぎる過去話に、呆あきれずにはいられない。

「なので、前回の失敗も踏まえた上でおれの部屋をカラクリ屋敷のように改造してしまおうと考えた訳っす!!　ああ、我ながら天才過ぎる発想!!　自分の才能が恐ろしい!!」

　折角の特別手当を、そんな下らない事に使うとはなんてバチ当たりなんだ。

　そう思う私だったけど、本人が納得してるなら私が口を出す事でもないかと、喉のど元もとまで出掛かった言葉をすんでのところで飲み込む。

「今は、唯一仲の良い魔法師と、ドアが開くと同時にベッドがおれごと地下に隠れるカラクリを導入中で────」

「……。取り敢えず、席に座ろっか」

「だな」

　後ろに人も並んでたし、べらべらと饒じよう舌ぜつに語るウェルさんの話を聞き続けるのもアレだったので、取り敢えず空いている席に向かう事にした。




「────ところで、大丈夫なんすか？」

　それなりに語って満足したのか。

　絶賛改造中の部屋の説明を終えたウェルさんは何を思ってか、そんな問いを私に投げかけて来た。

「大丈夫って、何のことですか？」

「あぁ、いや、実家の事っす」

　首を傾かしげる私に、ウェルさんが言い辛そうに口にする。

「殿下が側そばにいるんで、大丈夫とは分かってるんすけど、一応。困った事があれば遠慮なく頼ってくれて問題ねえっすから。そういえば、言いそびれてたなって思って」

　実家絡みのゴタゴタがあった事は、ウェルさんも知っている事実であった。

　一応、あの時に居合わせていた人達には解決したと伝えていたけれど、まだ気にかけてくれていたらしい。

「何となくっすけど、サーシャさんはあんまり弱音吐きそうなタイプに見えなかったんで」

　だから、あえて言わせて貰もらったと告げられる。

「……私ってそんな感じに見える？」

　ウェルさんから告げられた私像というものが、あまりに自分に似合ってないように思えて、私はナガレに確認を取ってみる事にした。

「割と言いたい放題してると思うぞ。ただ」

「……ただ？」

　だよねだよね、と肯定しようとするけど、ナガレの言葉は何故か続きがあったらしく。

「ウェルの言う通り、抱え込む癖はあると思う。本当は辛いのに、何もなかったように振る舞おうとするところはある気がするな」

　とどのつまり、ナガレもウェルさんと限りなく同意見だったらしい。

「とは言っても、それは前までの話だがな」

「前までって言うと、アストレアに来る前くらい？」

　尋ねると、ナガレは首肯した。

「だからまあ、ウェルの心配は無用だとは思うが、困った時は誰にでも相談すればいい。間違いなく、どいつもこいつも親身に聞いてくれる」

「勿論っすよ。なにせ、おれら錬金術師は特に身内意識が強えっすから。実際、この前なんか、みんなしてドタバタしてて出来てなかったけど、サーシャさんの歓迎会やろうぜーって話になって。今ちょうど────むぐっ!?」

　ウェルさんの口を、ナガレが見事な手際で塞ふさいでいた。

　むぐむぐと息苦しそうにしていたけど、そんな事は知らんと言わんばかりにウェルさんは押さえつけられる。

「今、ウェルさん何か言い掛けてたような……」

「何でもないぞ。うん。何でもない。サーシャは気にしなくていいぞ。そうだよな、ウェル？」

　有無を言わせぬ圧の籠もったナガレの笑顔が、ウェルさんに向けられる。

　何かを察したのか、壊れた人形のようにコクコクとウェルさんは高速で頷うなずいていた。

「ぷ、はっ、し、死にかけた……窒息死するかと冗談抜きでちょっと覚悟しかけたっす……」

　解放されるや否や、空気を貪むさぼるように吸っては吐きを繰り返す。

「で、でもまあ、問題がないならそれが一番っすね」

　これ以上、この話題を続けるのは拙いとでも考えたのか。

　ウェルさんはその言葉を最後に、ちょうど運ばれて来たパフェを受け取り、手をつけ始めた。

「そう言えば、この後ってどこに行く？」

　ウェルさんがパフェを食べたいとの事で、大のパフェ好きである私も同行する事になった今回のお出掛け。

　錬金寮を後にする際、折角だからウェルの引き籠もり体質を少しでも改善させる為ために外で連れ回して来てくれとアリスさんから頼まれてもいた。

　その申し出に私とナガレが了承しちゃってたからこそ、一応、日暮れくらいまではウェルさんを連れ回す気でいたのだ。

「服を買う、とかどうだ。特に、ウェルのその野暮ったい服装をどうにかするとか」

「それ良いかも！　ぐるぐる眼鏡にダボダボＴシャツは……流石さすがに色々とナイと私も思ってたし」

「こ、この最強コスチュームを二人してバカにするんすか!?　スペアとして五着これと全く同じ服まで買い揃えたのに!!」

　道理で毎日同じ服を着てると思った。

　不思議に思ってたけど、聞くに聞けなかった疑問が今、解消される。

　そして、私とナガレの強行により、今日はウェルさんの服選びをする事に決定。

　パフェを食べ終わるや否や、その足で日暮れまで私達は服屋巡りをする事になった。




「……酷ひどい目にあったっす」

　そう言って、疲れ切った様子のウェルさんの手には残念ながら何も握られてはいなかった。

　それもその筈。

　服選びをしてはいたんだけれど、「買っても押し入れの肥やしになるだけっすよ」と口にするウェルさんの鋼の意志によって結局、ウェルさんのいつもの服装を変える事は叶かなわなかった。

　終始騒がしくあったこの三人での買い物は、個人的にかなり楽しかったのでまたいつか、機会があれば一緒に来たい気持ちでいっぱいだった。

「にしても、アリスさんも一緒に来たら良かったのに」

　出かける時に一応誘ったのだけれど、今日は用事があるからと断られてしまっていた。

　だから、次の機会があれば。

　そう思って呟つぶやくと、ウェルさんが苦笑いを浮かべる。

「今日は特別っす。んや、今日だけは特別だったんすよ。だから、おれは今回限りの参加っす」

「……特別？」

　ウェルさんのその物言いに、引っ掛かりを覚える。

「ま、準備をするにあたって一番使えなさそうなやつが『連れ出す役』をするってなってただけだからな」

　一人じゃしんどいだろうから、俺も一緒に付き合いはしたが。

　そう言って、ナガレは笑みを浮かべた。

「……そーいえば、今日はずっと二人で内緒話してたよね」

　その理由、そろそろ教えて貰えたりするのかなと思って尋ねてみる。

「もう少ししたら、な。寮についたらちゃんと教える」

　だから、あとちょっとだけ待ってくれ。

　寮につくまでのあと数分と、今に何の差があるのだろうか。

　そう思いはしたけど、ナガレがそう言うのであればと私は錬金寮に着くまで待つ事にした。




　やがて、錬金寮に到着した私は、アリスさんが晩ご飯を作ってくれてるだろうから、というナガレの言葉を受けて一緒に向かった先で、そこに広がっていたいつもとは違う光景に思わず言葉を失った。

「よう、嬢ちゃん。どーだあ!?　この特製ケーキの出来栄えは！　嬢ちゃんの歓迎会をするって言うんでオレも協力させて貰ってよ。中々の完成度だろ、コレ」

「確かに凄すごい完成度だと思いますけど……って、歓迎会？？」

「新たな錬金術師を迎えた時は、歓迎会をやるっつー決まりがここにはあるんだとよ」

　そう言って、本来、錬金寮にいる筈はずでない人物、魔法師長のガロンさんが教えてくれる。

　周囲を見回すと、アリスさんやダウィドさん、錬金寮にいた他の錬金術師達の姿が映り込む。

「……あぁ、それでウェルさんとナガレがあんなに挙動不審だったんだ」

　きっと、あの二人はこの歓迎会の為に私を連れ出す役目を負っていたのだろう。

　だとすれば、色々と辻つじ褄つまが合う。

　程なく、ぽすん、と音を立てて馴な染じみのある重さが私の頭の上にのし掛かる。

「ルゥ」

「『ぼくも手伝ったんだよ、これ』」

「そうなの？」

「『手先が器用じゃないから、生地をこねたりが精々だけどね』」

　確かに、ルゥのちっちゃな手では、複雑な作業は難しいだろう。

「そういうわけだ。騙だますような真ま似ねをして悪かったな、サーシャ」

「にしても、まさかあのウェルが自分の役目をちゃんと果たすなんてびっくりね」

「なぁに言ってるんすか、アリス。おれはやると言ったらちゃんとやる人間っすよ。そこんところ、勘違いをして貰っちゃ困────」

「実際は途中、口を滑らせかけて全すべてを台無しにする寸前だったけどな」

「で、殿下。それは黙っておいて欲しかったっす……」

　きっとそれは、ナガレがウェルさんの口を強引に押さえに掛かったあの時の事だろう。

　一瞬、ウェルさんの事を見直しかけていたアリスさんは、やっぱりか、と言わんばかりに呆れ返かえっていた。

　ウェルさんがアリスさんに認められるまでは、まだまだ道のりが長そうであった。

「歓迎会、か」

　生家で散々な扱いを受けていた私が、こうして大勢から歓迎される日が訪れるとは、アストレアに来るまでは夢にも思ってなかった。

　それもあって、今のこの現状は嬉うれしいけれど、慣れない展開に気恥ずかしさを感じずにはいられなくて。

「もしかして、嫌だったか……？」

「あ、ううん。嫌じゃないよ。うん、そんな事はこれっぽっちも思ってない。思ってないんだけど、こういう事をされるのが初めてだから、少し恥ずかしくて」

　俯うつむくように視線を逸そらしてしまったのは、それが理由。

　直後、なら良かったと安あん堵どするナガレの声が私の鼓膜を揺らした。

「ああ、そうだ。もし錬金術師が嫌になったら魔法塔に訪ねてきてくれや。嬢ちゃんならいつでも大歓迎だ」

「錬金寮で堂々と引き抜こうとするのはやめて貰えますか、ガロン」

　いつぞやのように、本気か冗談か分からない調子でそう言ってくるガロンさんを、今回はダウィドさんが冷ややかな声で牽けん制せいする。

　直後、側そばにいた他の錬金術師達が、そうだそうだと声を上げてゆく。

「まさか、歓迎会に参加したいって言ってたのはそれが理由……!?」

「おい、この魔法師長さっさと追い出すぞ!!」

「どっか行け！　パフェ魔人!!」

「そうだそうだー!!」

「うおぉい!?　めちゃくちゃ手伝ってやったんだからそんくれえは良いだろうが!?　ていうか、冗談だ！　冗談！　本気にしてんじゃねえよ!?」

「……じゃあもし、サーシャさんが魔法塔に訪ねてきたら？」

「そりゃあ勿もち論ろん、ウェルカムだろ」

「やっぱり魔法師は碌でもねえ！　さっさとこのパフェ魔人追い出すぞー!!」

　恐らくは、ケーキ製作における功労者であろうガロンさんは、他の錬金術師達の結束によって、揉もみくちゃにされていた。

　その光景につい、口角がゆるくつり上がる。

「良い場所だろ、アストレアは」

「うん。凄く良い場所だと思う。とっても、素敵な場所だと思う」

　城にいる人達も、良い人ばっかりだ。

　だから、本当にこんな場所に私なんかがいて良いのかと思う事は沢山ある。

「そっか。それは良かった」

　でも、今は自分に対する卑下よりも、この場所にいたいという気持ちの方が大きかった。

　だから。

「それじゃ、折角の歓迎会だし、改めて」

　だから私は、これ以上ない笑顔で、ナガレの言葉を待った。

「これからもよろしくな、サーシャ」

「こちらこそ、よろしくね、ナガレ」
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　この度は『家から追い出された私は、隣国のお抱え錬金術師として、幸せな第二の人生を送る事にしました！』をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。作者のアルトです。

　今作は実家から追い出されてしまった主人公が新天地にて、個性豊かなメンバーとぎゃあぎゃあと楽しく第二の人生を歩むお話となっております！

　特に、ガロンとウェルとルゥの二人と一匹がオススメで、キャラ同士のやり取りなどを楽しんでいただけましたら幸いでございます。

　また、イラストを担当して下さったひげ猫先生のルゥの絵がとてもチャーミングと言いますか。良い感じに白いもこもこの塊をしてるので必見です…!!

　そしてそして、本作はB'ｓ−ＬＯＧ ＣＯＭＩＣにてコミカライズが決定しており、サーシャ達やルゥを漫画でも楽しめる事となっております。

　本当にありがたい……!!

　最後に、今作のイラストを担当して下さったひげ猫先生を始めとして、応援して下さった読者様、今作に携わって下さった皆様にこの場をお借りして感謝を。

　それでは、次巻でも皆様とお会い出来る事を願い、この辺でお暇させていただきます。



















家いえから追おい出だされた私わたしは、隣りん国ごくのお抱かかえ錬れん金きん術じゆつ師しとして、幸しあわせな第だい二にの人じん生せいを送おくる事ことにしました！
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